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こ
の
と
こ
ろ
母
校
の
同
窓
会
活
動
が

か
な
り
活
気
を
取
り
戻
す
な
か
、
諸
々

関
連
の
場
で
「
文
武
一
道
論
」
を
よ
く

耳
に
す
る
。
そ
こ
で
本
巻
頭
言
で
は
、

そ
の
文
武
一
道
に
つ
い
て
小
生
の
理
解

す
る
と
こ
ろ
を
述
べ
、
文
武
両
面
で
の

母
校
の
現
状
に
触
れ
て
み
た
い
。

　
本
論
に
入
る
前
に
確
認
し
て
お
く
べ

き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
母
校
仙
台
二

高
は
単
に
大
学
受
験
の
た
め
だ
け
に
あ

る
の
で
は
な
く
、
そ
の
教
育
現
場
に
お

い
て
は
、
勉
学
の
み
な
ら
ず
心
身
共
に

訓
育
す
る
、
つ
ま
り
全
人
的
教
育
が
な

さ
れ
、
優
れ
た
人
材
を
世
に
送
り
出
す

使
命
を
持
つ
学
園
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
生
徒
諸
君
だ
け
で
は

な
く
そ
の
保
護
者
の
理
解
も
必
須
で
あ

り
、
ま
た
教
官
各
位
は
そ
の
方
針
で
日

頃
の
指
導
に
あ
た
っ
て
く
れ
て
い
る
も

の
と
信
じ
て
い
る
。
人
生
の
最
終
目
的

は
、
ど
の
大
学
に
進
学
す
る
か
で
は
な

く
、
そ
の
人
間
が
将
来
人
類
や
社
会
に

ど
う
貢
献
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
、
高
校
生
活
三
年

間
の
人
間
教
育
が
重
要
な
鍵
を
握
る
こ

と
に
な
る
。

　
さ
て
「
文
武
一
道
」、
こ
れ
を
知
ら

な
い
母
校
の
同
窓
生
は
居
な
い
だ
ろ
う

が
、言
わ
ず
も
が
な
（
旧
）
仙
台
二
中
、

明
治
三
十
六
年
卒
（
中
３
回
）
、
講
道

館
十
段
、
三
船
久
蔵
大
先
輩
が
世
に
残

さ
れ
た
名
言
で
あ
る
。
母
校
の
講
堂
に

は
氏
の
揮
毫
に
よ
る
文
武
一
道
の
書
が

掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
校
内
中
庭
に

は
、創
立
百
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
、

校
内
環
境
整
備
基
金
に
よ
り
建
造
さ
れ

た
文
武
一
道
記
念
碑
（
写
真
）
が
設
置

さ
れ
て
い
る
の
で
、
同
窓
生
諸
氏
に
は

是
非
一
見
を
勧
め
た
い
。

　
他
方
「
文
武
両
道
」
と
い
う
文
言
が

あ
り
、
む
し
ろ
こ
の
方
が
人
口
に
膾
炙

し
て
お
り
、
そ
の
解
釈
も
分
か
り
や
す

い
。
つ
ま
り
文
事
と
武
事
、
そ
の
両
道

に
努
め
、
秀
で
て
い
る
こ
と
を
指
し
、

古
来
か
ら
も
良
く
耳
目
に
す
る
文
言
で

あ
る
。
平
家
物
語
・
巻
第
九
に
「
あ
な

い
と
ほ
し
、
武
道
に
も
歌
道
に
も
達
者

に
て
お
は
し
つ
る
人
を
、
あ
っ
た
ら
大

将
軍
を
、
と
て
涙
を
な
が
し
袖
を
ぬ
ら

さ
ぬ
は
な
か
り
け
り
」
と
あ
る
が
、
ま

さ
に
文
武
両
道
を
極
め
、
一
の
谷
合
戦

で
討
ち
死
に
し
た
平
清
盛
の
末
弟
、
薩

摩
守
忠
盛
（
歌
集
：
忠
盛
集
を
残
し
て

い
る
）
を
悼
む
く
だ
り
で
あ
る
。
ま
た

さ
し
づ
め
、
剣
だ
け
で
な
く
絵
画
や
書

に
も
通
じ
る
宮
本
武
蔵
を
も
文
武
両
道

人
と
呼
ぶ
む
き
も
あ
る
。
さ
ら
に
若
き

吉
田
大
次
郎
（
後
の
松
陰
）
は
、
九
州

遊
学
後
そ
の
報
告
を
兼
ね
て
藩
主
毛
利

敬
親
公
に
上
申
し
た
「
文
武
稽
古
万
世

不
朽
の
御
仕
法
立
気
付
書
」
の
冒
頭
で

「
文
武
両
道
の
教
養
が
必
要
で
あ
り
、

こ
の
両
道
の
完
備
は
万
世
変
わ
る
こ
と

の
な
い
教
育
の
要
諦
で
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る
。
諸
氏
周
知
の
ご
と
く
、
こ
れ

ら
諸
々
が
転
じ
て
現
代
で
は
、「
勉
学

と
運
動
（
ス
ポ
ー
ツ
）
の
両
面
に
秀
で

る
こ
と
」
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
史
記
・
孔
子
世
家
に
見
ら
れ
る

「
文
事
ア
ル
者
ハ
必
ズ
武
備
ア
リ
」
と

の
文
言
を
「
文
武
は
一
体
で
あ
る
」
と

解
釈
し
て
、
よ
く
文
武
両
道
の
喩
え
の

よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ

は
、
そ
も
そ
も
斎
・
景
公
と
魯
・
定
公

と
の
「
夾
谷
の
会
」
に
あ
た
っ
て
、
孔

子
が
主
君
の
定
公
に
「
そ
の
会
見
に
は

精
兵
を
連
れ
て
い
く
べ
き
で
す
」
と
直

言
し
、
定
公
を
亡
き
者
に
し
よ
う
と
す

る
斎
の
謀
略
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
戒
心

を
促
が
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て

「
文（
外
交
交
渉
）を
事
と
す
る
際
に
は
、

必
ず
武
（
軍
備
）
を
備
え
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」と
い
う
主
旨
で
あ
り
、

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
本
来
の
文
武

両
道
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
文
武
一
道
は
こ
の
文
武
両

道
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
文
言
で
あ

る
。
こ
れ
は「
学
問
も
武
芸
も
同
じ
道
、

そ
の
ど
ち
ら
に
も
同
じ
必
要
不
可
欠
な

要
素
が
存
在
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。一
方
江
戸
時
代
初
期
の
陽
明
学
者
、

中
江
藤
樹
は
、
文
武
一
道
と
は
「
文
と

武
と
は
元
来
一
徳
で
あ
っ
て
分
か
つ
こ

と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
武
な
き
文
、

文
な
き
武
は
と
も
に
真
実
の
文
で
は
な

く
、
武
で
も
な
い
」
と
些
か
異
な
っ
た

解
釈
を
し
て
い
る
。
再
度
宮
本
武
蔵
を

登
場
さ
せ
る
が
、
吉
川
英
治
氏
は
名
著

「
宮
本
武
蔵
」
で
、
そ
の
身
を
老
杉
の

梢
に
縛
め
ら
れ
て
い
る
青
年
武
蔵
と
、

木
の
傍
ら
に
あ
る
石
に
腰
を
下
し
た
沢

庵
和
尚
と
の
間
で

交
わ
さ
れ
た
「
樹

石
問
答
」
で
、
沢

庵
和
尚
に
こ
う
言

わ
し
め
て
い
る
。

「
文
武
二
道
と
い

う
が
、二
道
と
は
、

ふ
た
道
と
読
む
の

で
は
な
い
、
ふ
た

つ
を
備
え
て
、
一

つ
道
だ
よ
ー
わ
か

る
か
武
蔵
」
と
、

つ
ま
り
文
武
は
一

体
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
、
学
問
が

な
く
武
道
の
悪
い

と
こ
ろ
だ
け
を
学

ん
で
智
徳
を
磨
こ

う
と
し
な
か
っ
た

武
蔵
を
諭
し
て
い

る
。
そ
の
武
蔵

が
、
幾
多
の
艱
苦

の
修
行
の
時
を
経

て
「
剣
と
人
倫
、

巻

頭

言

　「
文
武
一
道
考
」

同
窓
会
長
　
大
井
　
龍
司
（
高
10
回
）

剣
と
仏
道
、
剣
と
芸
術
～
あ
ら
ゆ
る
も

の
を
一
道
と
観
じ
来
れ
ば
」
と
の
信
念

に
至
っ
て
い
る
。

  

さ
て
話
を
転
じ
て
、
大
先
達
、
三
船

久
蔵
先
輩
の
金
言
を
享
け
た
母
校
の

生
徒
達
の
現
状
に
触
れ
る
こ
と
に
し

て
、
ま
ず
は
こ
こ
に
一
つ
の
デ
ー
タ

（
二
〇
一
四
年
十
一
月
現
在
）
を
示
す
。

①
現
在
校
全
生
徒
数
九
六
二
人
（
う
ち

男
子
五
八
三
人
：
61
％
、
女
子
三
七
九

人
：
39
％
）、
②
運
動
部
在
部
生
徒
数 

六
二
九
人
（
う
ち
男
子
四
三
二
人
：
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男
子
生
徒
中
74
％
、
女
子 

一
九
七

人
：
女
子
生
徒
中
52
％
）、
③
文
化
部

在
部
生
徒
数 

三
二
九
人
（
う
ち
男
子

一
五
六
人
：
男
子
生
徒
中
27
％
、
女
子

一
七
三
人
：
女
子
生
徒
中
46
％
）
で
ク

ラ
ブ
活
動
在
部
率
は
99.6
％
、
非
入
部
者

生
徒
は
僅
か
四
名
の
み
で
あ
る
。
こ
の

デ
ー
タ
は
、
学
校
側
が
入
部
手
続
き
を

執
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
ま
た
所
謂
〝
幽
霊
部
員
〟
が
い

る
と
は
思
わ
れ
る
が
、
少
な
く
て
も
大

多
数
の
在
校
生
徒
が
勉
学
の
み
な
ら
ず

部
活
に
何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
話
を
進
め
て
文
武
両
面
に
お

け
る
最
近
の
実
績
を
見
て
み
よ
う
。
ま

ず
は
「
文
」、
週
刊
誌
等
で
も
紹
介
さ

れ
て
い
る
の
で
ご
承
知
の
諸
氏
も
あ
る

だ
ろ
う
が
、
後
輩
た
ち
は
資
質
に
大
変

恵
ま
れ
て
い
る
う
え
に
母
校
の
教
育
目

標
で
あ
る
「
至
誠
業
に
励
み
」
を
真
摯

に
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
極
め
て
傑

出
し
た
実
績
を
挙
げ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト

上
の
あ
る
試
算
に
よ
る
著
名
大
学
進
学

率
を
見
て
み
る
と
、
公
立
高
校
で
は
全

国
第
六
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
と
か
、
東

北
地
方
で
は
勿
論
首
座
を
占
め
て
お

り
、
ラ
イ
バ
ル
仙
台
一
高
を
は
じ
め
と

し
て
他
校
の
追
随
を
許
し
て
い
な
い
。

し
か
し
こ
の
事
実
の
み
で
「
雄
大
剛
健

の
風
を
養
い
」
と
の
教
育
目
標
に
叶
う

も
の
で
な
い
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。

　「
武
」
の
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

「
武
」
を
勉
学
以
外
の
活
動
と
す
る
と
、

文
化
面
と
運
動
面
と
に
区
別
し
て
見
る

必
要
が
あ
る
。
文
化
部
活
動
は
、
こ
れ

も
素
晴
ら
し
い
実
績
が
み
ら
れ
て
い

る
。
一
昨
々
年
の
将
棋
部
の
全
国
高
校

将
棋
選
手
権
大
会
女
子
個
人
優
勝
、
一

昨
年
の
化
学
部
の
イ
ン
テ
ル
国
際
学
生

科
学
技
術
フ
ェ
ア
米
国
大
会
二
位
、
昨

年
は
囲
碁
部
の
全
国
高
校
囲
碁
選
手
権

で
並
み
居
る
強
豪
校
を
破
っ
て
団
体
優

勝
、
科
学
部
の
高
校
生
科
学
技
術
チ
ャ

レ
ン
ジ
最
優
秀
賞
な
ど
、
こ
れ
ら
の
快

挙
は
母
校
、
同
窓
生
の
誇
り
と
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
運
動
部
の
実
績
は

と
見
る
と
、
残
念
な
が
ら
必
ず
し
も

期
待
に
応
え
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え

ず
、
赫
々
た
る
実
績
を
誇
る
母
校
同
窓

生
間
で
は
切
歯
扼
腕
の
声
を
よ
く
耳
に

す
る
。
し
か
し
中
に
は
、
昨
年
の
水
泳

部
の
国
体
少
年
男
子
Ｂ
50
ｍ
自
由
形
四

位
、
馬
術
部
の
全
日
本
高
校
馬
術
選
手

権
男
子
総
合
三
位
、
そ
の
他
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
や
国
体
に
出
場
す
る
な
ど
立
派
に

活
躍
し
て
い
る
運
動
部
も
あ
る
に
は
あ

る
。
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
は
総
じ
て
卓

越
し
た
能
力
を
持
つ
生
徒
に
よ
る
個
人

競
技
種
目
に
限
ら
れ
、
団
体
競
技
、
例

を
挙
げ
れ
ば
硬
式
野
球
部
、
58
年
以
上

出
場
を
果
せ
な
い
で
い
る
甲
子
園
大
会

出
場
（
過
去
三
回
：
大
正
14
、
昭
和
22

＆
31
）
な
ど
は
「
夢
の
又
夢
」
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
さ
ら
に
最
近
で
は
、

体
力
面
で
ハ
ー
ド
な
運
動
部（
柔
道
部
、

ラ
グ
ビ
ー
部
な
ど
）
へ
の
入
部
者
が
極

端
に
少
な
い
傾
向
が
あ
り
、
こ
れ
も
大

変
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
し
ば
し
ば
母
校
を
訪
れ

て
彼
ら
彼
女
ら
が
懸
命
に
部
活
に
励
ん

で
い
る
姿
を
垣
間
見
た
り
、
ま
た
対
一

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
部

旦
　
　
英
夫
（
高
20
回
）

　
春
の
気
配
が
や
っ
と
訪
れ
た
三
月

二
十
四
日
、
第
二
回
Ｎ
Ｙ
支
部
同
窓

会
を
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
日
本
料
理
店

で
行
い
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地

に
お
い
て
、
同
じ
高
校
で
学
ん
だ
青
春

時
代
を
懐
か
し
く
語
り
合
う
こ
と
が
で

き
本
当
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り

ま
し
た
。
入
学
式
、
定
期
戦
、
応
援

歌
、
ク
ラ
ブ
活
動
そ
し
て
先
生
方
の
思

い
出
・
・
・
異
な
る
時
期
に
在
校
し
た

同
窓
生
五
人
で
す
が
一
瞬
に
し
て
共
鳴

し
あ
い
、
心
は
海
を
越
え
て
「
青
葉
の

支
部
総
会

同

期

会

開
催
報
告

等

山
、
広
瀬
の
流
れ
」
に
戻
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
大
井
会
長
か
ら
の
心
暖
ま

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　

そ
の
中
で
、
渡
邊
校
長
が
「
海
外
に
広

く
目
を
向
け
よ
う
」
と
生
徒
た
ち
を
励

ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
知
り
、

我
々
も
で
き
る
だ
け
の
協
力
を
し
て
生

徒
諸
君
を
助
け
、
将
来
の
Ｎ
Ｙ
会
員
増

加
に
繋
げ
よ
う
と
話
し
ま
し
た
。
最
後

に
個
室
に
移
り
、
校
歌
、
雨
か
嵐
か
、

勝
利
の
歌
そ
し
て
凱
歌
を
熱
唱
し
て
楽

し
い
会
を
終
え
ま
し
た
。

　
出
席
者

白
田
正
樹（
68
年
卒
）、
福
永
龍
美（
70
年
卒
）

蓼
原
祥
太
郎（
86
年
卒
）、
三
浦
理
寛（
93
年
卒
）

旦
　
英
夫（
68
年
卒
）

高
の
硬
式
野
球
部
定
期
戦
や
三
部
（
柔

道
、
排
球
、
籠
球
）
定
期
戦
で
は
、
相

手
選
手
よ
り
体
力
・
技
術
が
劣
っ
て
い

る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
母
校
の
名
誉
を
掛

け
、
ま
た
己
の
日
頃
か
ら
の
鍛
錬
の
成

果
を
試
そ
う
と
懸
命
に
闘
っ
て
い
る
選

手
達
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、

生
徒
諸
君
は
武
の
面
で
も
よ
く
頑
張
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
さ
れ

る
。
つ
ま
り
生
徒
達
の
多
く
は
、
文
と

武
を
共
に
努
力
し
て
お
り
、
た
と
え
文

武
両
面
で
秀
で
る
こ
と
が
な
く
て
も
、

ま
さ
に
文
武
一
道
を
実
践
し
て
い
る
も

の
と
考
え
た
。

　
以
上
か
ら
、本
稿
後
段
の
結
論
を〝
と

り
あ
え
ず
〟「
現
在
の
母
校
仙
台
二
高

は
文
武
両
道
校
で
は
な
い
も
の
の
文
武

一
道
校
で
は
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
す

る
。
し
か
し
同
窓
生
諸
氏
か
ら
は
「
些

か
評
価
が
甘
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
の
ご
批
判
が
あ
る
こ
と
が
十
分
に
予

想
さ
れ
、
結
論
を
「
と
り
あ
え
ず
」
と

し
た
理
由
が
そ
こ
に
あ
る
。
実
際
に
は

「
仙
台
二
高
は
文
武
両
道
校
と
し
て
、

文
の
み
な
ら
ず
武
で
も
秀
で
た
母
校
で

あ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
の
が
、

多
く
の
同
窓
生
の
本
音
で
あ
ろ
う
。
小

生
も
然
り
、
従
っ
て
後
輩
諸
君
に
は
現

状
に
甘
え
る
こ
と
な
く
、
と
り
わ
け
武

の
面
で
よ
り
一
層
の
奮
起
を
促
す
と
と

も
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
将
来
、
学
術
領

域
や
実
業
界
の
み
な
ら
ず
、
芸
術
・
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
い
て
中
心
的
役
割
を
果
た
す
傑
出
し

た
人
材
が
、
母
校
か
ら
多
数
輩
出
す
る

こ
と
を
切
に
願
う
も
の
で
あ
る
。

関
西
北
陵
会

川
幡
　
公
章
（
高
26
回
）　

　
二
〇
一
五
年
三
月
十
四
日
（
土
）
大

阪
中
央
電
気
倶
楽
部
に
て
第
十
七
回
関

西
北
陵
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
仙
台
二
高
か
ら
渡
邉
幸
雄
先
生
、
同

窓
会
本
部
か
ら
鈴
木
邦
夫
副
会
長
、
村

上
二
朗
事
務
局
長
を
迎
え
、
関
西
在
住

会
員
十
四
名
、
関
西
地
区
の
大
学
に
進

学
中
の
学
生
一
名
　
合
計
十
九
名
が
総

会
・
懇
親
会
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　
総
会
は
、
校
歌
斉
唱
、
東
日
本
大
震
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災
追
悼
及
び
物
故
者
　
三
崎
栄
治
様

（
高
４
回
）
の
御
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

し
た
。

　
麻
喜
宏
雄
会
長
の
開
催
の
挨
拶
、
御

来
賓
の
鈴
木
副
会
長
か
ら
仙
台
二
高
同

窓
会
の
概
要
説
明
、
渡
邉
校
長
か
ら
母

校
に
つ
い
て
の
御
報
告
を
頂
き
ま
し

た
。

　
仙
台
二
高
は
、
大
学
進
学
実
績
は
も

と
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
国
体
へ
の

出
場
、
高
校
囲
碁
の
選
手
権
の
男
子
団

体
優
勝
、
第
十
二
回
高
校
生
科
学
技
術

チ
ャ
レ
ン
ジ
（
Ｊ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
＝
ジ
ェ
イ

セ
ッ
ク
）
に
お
け
る
大
臣
賞
受
賞
等
、

母
校
生
徒
の
皆
さ
ん
の
文
武
に
わ
た
り

活
躍
が
し
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。
非

常
に
頼
も
し
く
、嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
Ｈ
26
年
度
の
決
算
報
告
、

世
話
人
の
選
任
、
会
計
報
告
な
ど
が
行

わ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
村
上
事
務
局
長
か
ら
仙

台
二
高
学
生
の
『
第
一
学
年
＆
第
二
学

年
　
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
現
状
と
意

識
度
ア
ン
ケ
ー
ト
』
の
調
査
結
果
報
告

が
あ
り
、
現
役
学
生
の
思
い
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
人
五
分
程
度
の
近
況
報
告

と
今
回
は
参
加
出
来
な
か
っ
た
方
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介
を
行
い
、
旧
知
の

皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
元
気
に
活
躍
さ

れ
て
い
る
事
を
確
認
す
る
和
や
か
な
会

合
と
な
り
ま
し
た
。

　
関
西
北
陵
会
で
は
、
近
年
　
関
西
地

区
の
大
学
へ
進
学
し
た
学
生
さ
ん
の
連

絡
先
を
紹
介
頂
き
、
本
会
へ
の
参
加
を

お
誘
い
し
て
い
ま
す
。

　
二
年
前
の
関
西
北
陵
会
に
参
加
し
た

モ
ン
タ
ニ
ュ
・
ミ
チ
ェ
ル
・
ル
イ
ス
君

（
京
都
大
学
４
回
生
）
は
、
当
時
の
天

江
喜
七
郎
（
高
14
回
）
会
長
か
ら
、
日

米
学
生
会
議
の
存
在
を
教
え
て
頂
き
ま

し
た
。
昨
年
は
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

学
生
会
議
に
参
加
し
、
貴
重
な
経
験
を

す
る
事
が
出
来
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
ル
イ
ス
君
か
ら
　
京
都
大
学

の
現
役
大
学
生
を
対
象
と
し
た
仙
台

二
高
会
設
立
の
提
案
が
あ
り
、
四
月

二
十
七
日
に
第
一
回
開
催
の
準
備
を
行

い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
現
役
の
皆

さ
ん
と
の
連
絡
が
と
れ
ず
成
立
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
別
の
機
会
に
開
催
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
現
役
大
学
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
確

立
す
る
こ
と
に
よ
り
関
西
北
陵
会
が
身

近
な
も
の
と
な
れ
ば
、
当
会
の
活
性
化

に
繋
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
本
年
三
月
十
八
日
　
関
西
北
陵
会
の

初
代
会
長
　
木
川
田
一
郎
さ
ん
の
訃
報

の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
本
会
の
設
立

に
あ
た
り
、
全
面
的
に
ご
尽
力
頂
い
た

方
を
な
く
し
た
事
は
、
非
常
に
残
念
で

す
。
御
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

東
海
北
陵
会

千
葉
　
善
根
（
高
９
回
）　

第
十
九
回
総
会
・
懇
親
会

　
平
成
二
十
六
年
十
一
月
八
日
に
、
名

古
屋
市
内
で
第
十
九
回
東
海
北
陵
会
の

総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
渡
邊
校
長
先
生
と
、
大
井
同
窓
会
会

長
、
村
上
事
務
局
長
の
三
名
を
お
迎
え

し
、
高
８
回
～
高
32
回
の
皆
さ
ん
、
計

十
八
名
が
参
加
し
て
、
総
会
・
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
の
議
題
は
、
決
算
報
告
、
役
員

選
任
、
会
勢
報
告
な
ど
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
、
原
案
通
り
、
承
認
さ
れ
た
。

　
千
葉
会
長
の
挨
拶
に
引
き
続
き
、
大

井
会
長
の
挨
拶
と
「
仙
台
二
高
同
窓
会

の
概
要
」
の
資
料
を
も
と
に
し
た
同
窓

会
の
活
動
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　
会
長
就
任
後
、
色
々
な
改
革
（
新
し

い
支
部
の
開
設
、会
報
の
刷
新
、ニ
ュ
ー

ス
レ
タ
ー
の
発
行
、
北
陵
祭
へ
の
参
加

等
）
を
行
っ
て
来
た
。
　

　
但
し
、
会
員
の
年
会
費
の
納
入
率
が

未
だ
低
い
。
い
ろ
い
ろ
な
手
段
で
、
納

入
率
を
ア
ッ
プ
し
た
い
。こ
れ
か
ら
も
、

東
海
北
陵
会
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い

と
の
事
で
あ
っ
た
。

　
更
に
、渡
邊
校
長
先
生
か
ら
挨
拶
と
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
た
詳
細
な
校

内
活
動
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
昨
年
、
Ｓ

Ｇ
Ｈ
構
想
に
、
率
先
し
て
手
を
あ
げ
た

と
報
告
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
採
用
さ

れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
後
も
更
に

成
長
し
、
素
晴
ら
し
い
仙
台
二
高
に
し

て
行
き
た
い
。
特
に
、
多
彩
な
人
材
を

育
成
し
て
い
き
た
い
。

　
特
に
今
年
は
東
大
合
格
者
の
増
加

や
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
十
一
名
が
出
場

し
た
事
、
囲
碁
の
全
国
優
勝
等
が
特
筆

さ
れ
る
。・
・
・
等
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、「
北
陵
の
四
季
」、「
平
成

二
十
六
年
度
仙
台
二
高
概
要
」
な
ど
の

資
料
も
全
員
に
配
布
さ
れ
、
理
解
を
深

め
る
事
が
で
き
た
。

　
今
回
、
初
め
て
蕎
麦
屋
で
の
総
会
を

企
画
し
た
が
、
従
来
の
会
議
室
で
の
仕

出
し
弁
当
と
は
異
な
り
、
次
々
に
出
さ

れ
る
料
理
を
堪
能
し
な
が
ら
、
和
や
か

な
歓
談
が
進
め
ら
れ
、
会
場
の
変
更
は

好
意
を
持
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
様
で

あ
る
。

　
歓
談
の
途
中
、
話
題
提
供
と
し
て
、

高
８
回
の
久
保
さ
ん
か
ら
、「
現
代
社

会
の
落
し
穴
は
」「
高
齢
者
の
生
き
方

を
ど
う
読
む
か
」
と
題
し
た
資
料
が
配

付
さ
れ
、
高
齢
者
に
な
っ
た
が
、
で
き

る
だ
け
生
き
甲
斐
を
持
ち
、
幸
せ
に
生

き
て
行
こ
う
と
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。

　
懇
親
会
の
最
後
に
は
、
元
応
援
団
長

の
工
藤
さ
ん
（
高
32
回
）
の
エ
ー
ル
と

指
揮
の
も
と
、
全
員
で
「
雨
か
嵐
か
」、

「
勝
利
の
歌
」、「
凱
歌
」
と
「
校
歌
」

を
歌
い
散
会
し
た
。

　
そ
の
後
、
有
志
に
よ
る
二
次
会
が
、

近
く
の
ス
ナ
ッ
ク
で
行
わ
れ
た
。
こ
こ

で
も
、
色
々
な
懇
談
が
延
々
と
続
き
、

平
成
二
十
六
年
度
の
有
意
義
な
総
会
・

懇
親
会
を
終
了
し
た
。

美
術
館
観
賞
と
古
戦
場
の
散
策

　
会
計
幹
事
の
野
田
さ
ん
（
高
19

回
）
の
企
画
で
、
平
成
二
十
七
年
二
月

二
十
五
日
に
有
志
会
員
に
よ
る
行
事
が

行
わ
れ
、
十
二
名
が
参
加
し
た
。

　
先
ず
、
長
久
手
古
戦
場
散
策
と
資
料

館
見
学
を
行
い
、
羽
柴
軍
と
織
田
・
徳

川
連
合
軍
と
の
戦
い
が
、
我
々
が
住
ん

で
い
る
、
こ
ん
な
に
近
い
所
で
行
わ
れ

た
事
に
衝
撃
を
受
け
な
が
ら
も
、
複
雑

な
戦
い
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
理
解
を

深
め
る
事
が
で
き
た
。

　
次
い
で
、
近
く
に
あ
る
名
都
美
術
館

に
移
動
し
、「
太
陽
と
月
の
し
ら
べ
」

総会会場で
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展
を
観
賞
し
た
。
観
賞
に
先
立
っ
て
、

美
人
の
学
芸
員
か
ら
日
本
画
の
魅
力
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
川

合
玉
堂
や
横
山
大
観
な
ど
著
名
な
画
家

の
名
画
を
詳
細
な
説
明
付
き
で
堪
能

し
、
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、

有
意
義
な
半
日
を
過
ご
す
事
が
で
き

た
。

　
行
事
終
了
後
、
近
く
の
蕎
麦
屋
で
飲

み
放
題
の
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
総
会
だ

け
で
は
話
し
尽
く
せ
な
い
話
題
で
盛
り

上
が
り
、
散
会
し
た
。
　
　
　
　
以
上美術館の中庭を背景に

　
以
前
に
二
中
、
二
高
同
窓
会
報
に
福

島
北
陵
会
の
成
り
立
ち
や
現
状
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
よ
う
に
、
毎
年
二
回

の
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
夏
に
は
福
島

福
島
北
陵
会

阿
部
　
力
哉
（
高
３
回
）　

市
内
で
の
総
会
・
懇
親
会
と
、
来
年
に

は
郡
山
市
内
で
の
忘
年
会
と
で
す
。
前

に
述
べ
た
よ
う
に
最
近
は
個
人
情
報
の

制
限
な
ど
か
ら
新
し
い
参
加
者
を
知
る

の
が
難
し
く
参
加
人
数
が
減
少
の
一
途

を
辿
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
六
年
度
は
七
月
五
日
の
仙

台
の
総
会
時
に
「
震
災
三
年
を
経
て
福

島
（
南
相
馬
市
）
の
今
」
と
題
し
て
福

島
在
住
の
三
人
の
同
窓
生
か
ら
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
際
に
一
週
間
後

（
七
月
十
二
日
）
の
福
島
北
陵
会
へ
の

出
席
を
約
束
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
若
い
人
の
人
数
が
増
え
て
十
七

名
（
高
３
～
38
回
卆
）
の
久
し
ぶ
り
で

に
ぎ
や
か
な
夏
の
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
年
末
の
福
島
北
陵
会
は
郡

山
市
の
ホ
テ
ル
バ
ー
デ
ン
で
十
一
月

二
十
九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
人

数
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
大
井
龍

司
会
長
の
初
め
て
の
御
出
席
を
い
た
だ

き
、
同
窓
会
に
対
す
る
な
み
な
み
な
ら

ぬ
熱
い
情
熱
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
会
に
は
同
伴
夫
人
が
加
わ
っ
て
、
大

い
に
盛
り
上
り
ま
し
た
。

　
以
上
昨
年
度
の
福
島
北
陵
会
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。

　
福
島
県
は
地
震
・
津
波
に
加
え
て
放

射
線
障
害
が
あ
っ
て
、
そ
の
復
興
は
複

雑
で
他
の
被
災
県
に
比
べ
て
大
幅
に
遅

れ
て
い
ま
す
。
県
内
テ
レ
ビ
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
は
毎
回

く
次
々
に
お
こ
る

原
発
事
故
と
そ
の
処
理
に
関
す
る
暗
い

内
容
の
も
の
が
主
体
で
す
。
現
に
故
郷

を
遠
く
離
れ
て
暮
す
人
々
が
大
勢
い

て
、
自
宅
に
い
つ
帰
れ
る
か
ど
う
か
さ

え
判
ら
な
い
現
状
で
す
。

　
春
爛
漫
の
今
、
帰
還
困
難
地
内
で
、

以
前
と
変
ら
ぬ
美
し
い
桜
を
咲
か
せ
て

い
る
よ
う
に
、
二
高
同
窓
会
で
は
年
齢

の
違
い
に
か
か
わ
り
な
く
共
通
の
な
つ

か
し
い
話
題
に
花
を
咲
か
せ
た
い
も
の

と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

　
福
島
県
内
在
住
の
同
窓
生
の
方
々
の

御
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
連
絡
先
　
益
田
　
芳
幸

　
　
　
福
島
県
丸
子
字
沢
目
一
七
―
三

　
電
　
話
　024

ー554

ー5920

　
平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
七
日
、
ホ

テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形
に
お
い

て
、
山
形
在
住
の
十
三
名
の
同
窓
生
が

集
い
、
山
形
北
陵
会
発
会
式
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
本
部
か
ら
は
大
井
龍
司

山
形
北
陵
会

粟
野
　
　
学
（
高
26
回
）　

会
長
、
渡
邊
幸
雄
校
長
先
生
、
枡
澤
慶

悦
副
会
長
、
前
野
文
男
理
事
、
村
上
二

朗
事
務
局
長
の
五
名
の
方
々
よ
り
ご
来

臨
い
た
だ
き
、
念
願
の
山
形
県
支
部
発

会
式
を
盛
大
に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
総
会
は
議
事
に
先
立
ち
、
事
務
局
よ

り
役
員
選
出
の
案
を
提
示
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
原
案
通
り
会
長
に
仙
道
富
士
郎

（
高
９
回
）
氏
、
副
会
長
に
阿
子
島
功

（
高
14
回
）
氏
、
柴
田
津
與
志
（
高
15

回
）
氏
、
会
計
監
事
に
齋
藤
聰
（
高
26

回
）
氏
、顧
問
に
庄
司
信
哉
（
高
１
回
）

氏
が
選
任
さ
れ
、
代
表
し
て
仙
道
会
長

よ
り
ご
挨
拶
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
は
仙
道
会
長
を
議
長
と
し
て
議
事
に

入
り
、
会
則
の
制
定
等
原
案
通
り
承
認

さ
れ
、
議
事
は
滞
り
な
く
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

　
議
事
終
了
後
、
ご
来
賓
の
皆
様
を
事

務
局
よ
り
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
代

表
し
て
大
井
会
長
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
戴

い
た
し
ま
し
た
が
、
以
前
か
ら
山
形
県

支
部
の
創
設
に
熱
意
を
注
い
で
こ
ら
れ

た
大
井
会
長
の
お
言
葉
を
拝
聴
し
、
支

部
と
し
て
ま
す
ま
す
期
待
に
応
え
ね
ば

な
ら
な
い
と
い
う
強
い
想
い
を
胸
に
抱

い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
総
会
後
、全
員
で
記
念
撮
影
を
行
い
、

祝
賀
会
へ
移
り
ま
し
た
。
齋
藤
聰
（
高

29
回
）
氏
が
司
会
を
務
め
、
ま
ず
、
渡

邊
校
長
先
生
よ
り
二
高
の
近
況
報
告
を

含
め
て
ご
挨
拶
い
た
だ
き
、
セ
ン
タ
ー

試
験
で
の
優
秀
な
成
績
や
、
部
活
動
で

の
各
大
会
に
お
け
る
輝
か
し
い
実
績

等
、
後
輩
達
の
文
武
両
道
の
活
躍
ぶ
り

に
、
会
員
一
同
大
変
誇
ら
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
庄
子
信
哉
（
高
１
回
）
氏

の
乾
杯
の
ご
発
声
で
、
祝
賀
会
が
華
や

か
に
ス
タ
ー
ト
し
、
和
や
か
な
歓
談
の

後
、
枡
澤
副
会
長
よ
り
「
仙
台
二
高
同

窓
会
の
概
要
」「
北
陵
の
四
季
」
等
の

資
料
が
配
布
さ
れ
、
同
窓
会
活
動
の
説

明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

後
に
は
参
加
者
の
自
己
紹
介
と
二
高
で

の
思
い
出
を
語
る
時
間
を
設
け
ま
し
た

が
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
辛
い
経
験
、

仲
間
と
の
絆
等
、
青
春
時
代
を
思
い
出

し
な
が
ら
話
す
表
情
は
一
様
に
明
る

く
、
年
月
が
経
っ
た
今
で
も
学
び
舎
で

の
思
い
出
が
色
褪
せ
る
こ
と
な
く
心
に

刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。

　
最
後
に
、
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、

阿
古
島
功
（
高
14
回
）
氏
の
閉
会
の
辞

を
も
っ
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。
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　「
山
形
北
陵
会
」
は
こ
の
度
の
発
会

式
に
出
席
な
さ
れ
た
十
三
名
を
含
め

二
十
二
名
で
歩
き
だ
し
た
ば
か
り
で
す

の
で
、
今
後
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
く

た
め
に
は
、
多
く
の
方
の
ご
賛
同
、
ご

協
力
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
次
回
の

開
催
時
に
は
更
に
多
く
の
山
形
在
住
の

同
窓
生
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
と
も

に
母
校
の
更
な
る
発
展
へ
の
期
待
と
希

望
を
分
か
ち
合
い
、
絆
を
深
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
出
席
者

庄
司
信
哉
（
高
１
回
）、
塚
本
長
（
高

３
回
）、
小
家
盛
男
（
高
５
回
）、
早
坂

茂（
高
６
回
）、仙
道
富
士
郎（
高
９
回
）、

阿
子
島
功（
高
14
回
）、柴
田
津
與
志（
高

15
回
）、
堀
田
俊
彦
（
高
16
回
）、
加
藤

良
清
（
高
18
回
）、齋
藤
聰
（
高
26
回
）、

粟
野
学（
高
26
回
）、榧
森
茂（
高
29
回
）、

齋
藤
健
（
高
41
回
）

亘
理
会
活
動
報
告

小
関
　
勝
祥
（
高
15
回
）　

　
か
ね
て
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
母
校
見

学
会
を
有
志
参
加
で
行
い
ま
し
た
。
校

地
内
の
樹
木
が
紅
葉
の
時
期
、
二
十
五

年
十
一
月
二
十
四
日
（
日
）
九
時
半
～

午
後
二
時
。
参
加
者
は
十
六
名
、
二

名
は
現
地
で
合
流
し
ま
し
た
。
昭
和

五
十
九
年
に
改
築
さ
れ
た
校
舎
は
、
平

成
十
九
年
に
さ
ら
に
男
女
共
学
に
対
応

し
、
社
会
状
況
に
呼
応
す
る
施
設
設
備

を
備
え
、
現
役
諸
君
が
高
校
生
生
活
を

満
喫
で
き
る
環
境
で
し
た
。
私
達
が
過

ご
し
た
当
時
の
も
の
を
随
所
に
見
つ

け
、
懐
か
し
く
感
じ
ま
し
た
。
柔
道
場

で
は
自
分
の
名
前
を
見
つ
け
て
懐
か
し

ん
で
い
る
姿
も
あ
り
ま
し
た
。
参
加
し

た
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
に
母
校
の
姿
を
目

に
焼
き
付
け
、
心
が
満
た
さ
れ
た
見
学

会
と
な
り
ま
し
た
。
私
達
の
た
め
に
貴

重
な
日
曜
日
に
も
拘
ら
ず
学
校
経
営
の

ご
説
明
と
校
舎
、
講
堂
、
体
育
館
を
ご

案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
渡
邊
幸
雄
校
長

先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
二
十
六
年
度
の
定
期
総
会
は
十
月
四

日
（
土
）
亘
理
町
「
二
の
丸
」
で
開
催
。

会
員
四
十
一
名
の
う
ち
二
十
四
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
渡
邊
幸
雄
校
長
先
生
、

同
窓
会
理
事
前
野
文
男
様
、
同
窓
会
事

務
局
長
村
上
二
朗
先
生
に
ご
臨
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。
懇
親
会
は
佐
藤
修
喜

氏
（
中
47
回
）
の
乾
杯
に
始
ま
り
、
来

賓
の
方
々
か
ら
、
同
窓
会
の
状
況
や
母

校
の
躍
進
に
つ
い
て
、「
北
陵
の
四
季
」

を
使
っ
て
詳
し
く
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
出
席
会
員
が
近
況
を
報
告

し
合
い
、和
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
四
年
、
全
国
か
ら

の
多
大
な
ご
支
援
に
よ
り
、
ゆ
っ
く
り

で
は
あ
り
ま
す
が
復
興
が
進
ん
で
い
ま

す
。
亘
理
鳥
の
海
温
泉
や
い
ち
ご
農
園

が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
海
岸
線
の
新
し

い
堤
防
の
建
設
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で

す
。
他
県
か
ら
の
工
事
車
両
が
息
つ
く

暇
も
な
く
行
き
来
し
て
い
ま
す
。
交
通

の
核
と
な
る
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
は
、
亘
理
駅

か
ら
浜
吉
田
駅
ま
で
開
通
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
山
下
、
坂
元
、
新
地
駅
舎
が
高

架
化
さ
れ
国
道
寄
り
に
移
動
し
て
建
設

さ
れ
る
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
一
方

で
、
復
興
住
宅
へ
の
入
居
が
始
ま
り
、

地
元
地
域
に
活
気
と
連
帯
が
戻
っ
て
き

ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
復
興
が
進
む
よ

う
に
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

北
陵
ド
ク
タ
ー
倶
楽
部

菊
地
　
　
徹
（
高
35
回
）

「
北
陵
ド
ク
タ
ー
倶
楽
部
」

設
立
総
会
開
催
さ
れ
る
。

　
平
成
二
十
六
年
七
月
十
三
日
（
日
）、

午
後
五
時
。
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

お
い
て
「
北
陵
ド
ク
タ
ー
倶
楽
部
」
設

立
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
或
る
日
の
「
北
陵
会
」
の
懇
親
会
で

の
こ
と
で
あ
る

　
大
井
龍
司
同
窓
会
会
長（
小
児
外
科
、

高
10
回
）
に
呼
び
止
め
ら
れ
た
鵜
飼
克

明
先
生
（
消
化
器
内
科
、
高
28
回
）
と

小
生
は
、
現
在
休
眠
状
態
に
あ
る
仙
台

二
高
出
身
の
医
師
に
よ
る
Ｏ
Ｂ
会
を
是

非
と
も
復
活
さ
せ
た
い
旨
ご
相
談
を
受

け
た
。
そ
し
て
、そ
れ
に
当
た
っ
て
は
、

相
応
し
い
名
称
を
改
め
て
考
案
し
、
き

ち
ん
と
し
た
会
則
を
作
成
し
、
そ
れ
に

則
っ
て
節
度
あ
る
活
動
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。無
論
、我
々

に
異
存
な
ど
あ
る
は
ず
も
な
く
、
早
速

世
話
人
を
募
り
、
設
立
総
会
に
向
け
て

の
準
備
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
。
最
大

の
懸
案
で
あ
っ
た
事
務
局
は
、
仙
台
医

療
セ
ン
タ
ー
消
化
器
内
科
内
に
設
置
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
鵜
飼
先
生
が
事
務

局
長
を
お
引
き
受
け
下
さ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
し
て
、
半
年
に
わ
た
る
準

備
期
間
を
経
て
い
よ
い
よ
総
会
当
日
を

迎
え
た
。

　
鵜
飼
先
生
の
司
会
進
行
で
開
会
。

　
大
井
先
生
が
開
会
の
ご
挨
拶
に
立
た

れ
、
当
会
の
設
立
の
趣
旨
に
つ
い
て
ご

説
明
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
現
在
仙
台
市
医
師
会
代
議

員
会
で
議
長
を
お
勤
め
の
今
井
克
彦
先

生
（
眼
科
、
高
9
回
）
が
議
長
に
選
出

さ
れ
、
協
議
に
入
っ
た
。

　
第
一
号
議
案「
会
の
名
称
に
つ
い
て
」

は
、
満
場
一
致
で
「
北
陵
ド
ク
タ
ー
倶

楽
部
」に
決
定
し
、予
め
用
意
し
て
あ
っ

た
濃
紺
の
地
に
校
章
と
会
の
名
称
と
を

白
抜
き
し
た
「
倶
楽
部
旗
」
が
会
場
正

面
に
堂
々
と
掲
げ
ら
れ
た
。

　
第
二
号
議
案
「
会
則
に
つ
い
て
」
も

異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。
続
く
第
三
号

議
案
「
会
長
選
出
」
で
あ
る
が
、
事
務

局
よ
り
世
話
人
会
の
意
向
と
し
て
前
仙

台
市
医
療
セ
ン
タ
ー
仙
台
オ
ー
プ
ン
病

院
院
長
の
山
崎
匡
先
生（
消
化
器
外
科
、

高
12
回
）
を
推
薦
し
た
い
旨
説
明
が
あ

り
、
こ
れ
も
異
論
な
く
承
認
さ
れ
山
崎

先
生
が
初
代
会
長
に
ご
就
任
さ
れ
た
。

　
副
会
長
に
は
、
五
十
嵐
章
先
生
（
産

婦
人
科
、
高
13
回
）、
本
郷
道
夫
先
生

（
消
化
器
内
科
・
心
療
内
科
、
高
19
回
）、

徳
村
弘
実
先
生
（
消
化
器
外
科
、
高
22

回
）
の
三
名
が
選
出
さ
れ
た
。
そ
の
他

の
役
員
は
、幹
事
に
鈴
木
晋
介
先
生（
脳

神
経
外
科
、
高
26
回
）
ほ
か
五
名
、
監

事
に
今
井
克
忠
先
生
（
泌
尿
器
科
、
高

15
回
）
ほ
か
二
名
、
顧
問
に
は
安
田
恒

人
先
生
（
精
神
科
、
中
45
回
）
ほ
か
五

名
の
先
生
方
が
推
挙
さ
れ
、
一
同
登
壇

の
上
、
紹
介
を
受
け
た
。

　
最
後
に
五
十
嵐
副
会
長
の
閉
会
の
ご

挨
拶
で
設
立
総
会
は
滞
り
な
く
終
了
し

た
。

　
会
場
を
移
し
て
記
念
撮
影
が
行
わ
れ

た
。
経
費
節
減
の
観
点
か
ら
安
田
先
生

が
自
ら
の
一
眼
レ
フ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
た
。

　
さ
ら
に
会
場
を
移
し
、
本
郷
副
会
長

の
座
長
の
も
と
で
特
別
講
演
会
が
挙
行

さ
れ
た
。

　
来
賓
の
渡
邊
幸
雄
校
長
（
高
26
回
）

か
ら
二
高
の
近
況
を
、
枡
澤
慶
悦
同
窓

会
副
会
長
（
高
21
回
）
か
ら
同
窓
会
の

現
況
を
ご
講
話
頂
い
た
。
小
生
の
同
級

生
に
も
医
師
は
多
い
が
、
近
年
の
二
高

生
は
さ
ら
に
輪
を
か
け
て
医
師
を
志
す

生
徒
が
多
い
ら
し
く
、
医
学
部
を
目
指

す
生
徒
の
同
好
会
の
よ
う
な
も
の
が
あ
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る
こ
と
に
は
驚
い
た
。

　
い
よ
い
よ
、
待
望
の
懇
親
会
。
校
歌

斉
唱
そ
し
て
山
崎
会
長
の
挨
拶
で
開
宴
。

渡
邊
校
長
と
枡
澤
同
窓
会
副
会
長
よ
り

ご
祝
辞
を
賜
り
、
引
き
続
き
、
安
田
先

生
に
よ
る
乾
杯
の
ご
発
声
。
さ
す
が
に

大
先
輩
、
一
気
に
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
高

校
時
代
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
い
た
。

　
楽
し
い
時
間
の
過
ぎ
る
の
が
早
い
こ

と
は
世
の
常
な
が
ら
、
何
時
し
か
華
や

い
だ
雰
囲
気
の
う
ち
に
懇
親
会
も
お
開

き
の
時
間
と
な
っ
た
。

　
か
つ
て
応
援
団
幹
部
で
あ
っ
た
野
口

光
徳
先
生
（
消
化
器
内
科
、
高
31
回
）、

鴫
原
康
先
生
（
形
成
外
科
、
高
34
回
）、

そ
し
て
菊
地
達
也
先
生（
消
化
器
内
科
、

高
37
回
）
の
三
名
に
よ
る
旗
振
り
に
合

わ
せ
て
「
雨
か
嵐
か
」、「
勝
利
の
歌
」

を
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
閉
会
と
な
っ

た
。

　
来
る
平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
二

日
、
第
二
回
総
会
が
執
り
行
わ
れ
る
こ

と
が
決
定
し
て
い
る
。

　
な
お
本
会
へ
の
入
会
或
い
は
情
報

提
供
を
希
望
さ
れ
る
方
（
と
り
あ

え
ず
宮
城
県
内
）
は
、
北
陵
ド
ク

タ
ー
倶
楽
部
、
鵜
飼
克
明
事
務
局
長

（e
-m

a
il:h

o
k
u

ry
o
.d

r@
g
m

a
il.c

o
m

）

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

昭
和
26
年
卒
・
首
都
圏
同
期
会

森
　
　
郷
巳
（
高
３
回
）　

　
台
風
十
八
号
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
が
、
改
め
て
二
十
六
年
十
二
月

十
五
日
・
Ｊ
Ｒ
新
橋
駅
近
く
の
第
一
ホ

テ
ル
東
京
で
開
催
の
運
び
と
な
っ
た
。

仙
台
か
ら
高
橋
正
道
・
木
村
正
武
両
君

の
参
加
も
あ
っ
て
十
八
名
の
出
席
。
初

め
に
二
十
六
年
に
亡
く
な
っ
た
大
泉
邦

彦
・
栄
谷
嘉
恭
・
佐
藤
雄
一
・
高
橋
晃

四
君
の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
黙
祷
。
次
い

で
恒
例
の
冒
頭
ス
ピ
ー
チ
で
大
谷
和
正

君
の
「
こ
の
ま
ま
で
日
本
の
財
政
再
建

は
可
能
か
、
ま
た
そ
の
秘
策
は
あ
る
の

か
」は
限
ら
れ
た
時
間
に
も
関
わ
ら
ず
、

し
っ
か
り
し
た
わ
か
り
や
す
い
論
理
の

展
開
で
あ
っ
た
。
会
食
と
各
人
の
近
況

報
告
の
あ
と
、
三
竿
喜
正
君
紹
介
の

ハ
ー
プ
奏
者
の
藤
枝
貴
子
さ
ん
の
ア
ル

パ
（
パ
ラ
グ
ア
イ
の
民
族
楽
器
）
使
用

の
演
奏
で
仙
台
二
高
校
歌
を
斉
唱
。
続

い
て
「
花
が
咲
く
」「
広
い
河
の
岸
辺
」

な
ど
に
耳
を
傾
け
楽
し
い
充
実
し
た
会

で
あ
っ
た
。

　「
仙
台
二
高
三
三
会
」
は
昭
和

三
十
三
年
に
卒
業
し
た
高
10
回
生
の
同

窓
会
で
す
。

　
三
三
会
の
第
一
回
の
開
催
は
、
卒
業

か
ら
二
十
年
を
経
た
昭
和
五
十
三
年
八

月
十
二
日
で
し
た
。
場
所
は
青
葉
通
り

と
一
番
町
の
角
に
あ
っ
た「
ひ
ら
つ
か
・

龍
鳳
苑
」
中
華
の
レ
ス
ト
ラ
ン
。
初
代

の
幹
事
は
山
形
嘉
徳
く
ん
と
後
藤
広
司

く
ん
で
し
た
。

　
お
二
人
の
幹
事
役
は
数
年
続
き
、
そ

の
後
七
回
目
か
ら
は
、
ク
ラ
ス
ご
と
二

年
間
の
当
番
と
な
り
、
現
在
ま
で
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
好
会
活
動
も
盛
ん
で
、

二
十
六
回
目
の
開
催
に
当
た
る
平
成

十
五
年
か
ら
「
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
と
「
囲

仙
台
二
高
三
三
会

平
山
　
長
篤
（
高
10
回
）　

碁
懇
親
会
」
が
ス
タ
ー
ト
。
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
は
三
三
会
懇
親
会
の
前
日
、
囲
碁

大
会
は
当
日
開
催
さ
れ
、
懇
親
会
の
中

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
仙
台
二
高
三
三
会
の
開
催
運
営
が
順

風
満
帆
で
続
け
て
来
ら
れ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
会
員
の
構
成
が
昭
和
三
十
三
年
卒
業

の
同
級
生
と
い
う
事
を
原
則
に
し
て
来

た
た
め
に
、
約
三
〇
〇
名
強
の
同
窓
生

に
通
信
連
絡
を
行
っ
て
来
ま
し
た
が
、

そ
の
通
信
費
が
財
政
的
な
負
担
と
な

り
、
平
成
二
十
一
年
頃
に
は
会
の
経
理

が
赤
信
号
を
発
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
平
成
二
十
二
年
に
緊
急
世
話

人
会
を
何
度
か
開
い
て
、
過
去
の
三
三

会
を
解
散
し
、
新
し
い
登
録
会
員
制
の

組
織
に
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
会
員
を
希
望
す
る
人
は
、
年
会
費
千

円
を
振
り
込
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
三
〇
〇
名
の
会
員

が
一
二
〇
名
程
度
に
減
り
、
財
政
的
な

不
安
も
解
消
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
現
在
の
会
員
数
は
、
一
一
〇
名
で
こ

の
人
数
に
は
「
東
京
三
三
会
」
や
「
名

古
屋
三
三
回
会
」
の
会
員
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
来
年
に
は
「
喜
寿
」
を
迎
え

る
年
令
に
達
し
て
、
近
年
は
亡
く
な
ら

れ
る
方
も
増
え
て
来
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
、
秋
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、お
互
い
の
無
事
を
確
認
し
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
い
も
の
で

す
。東

京
三
三
会

赤
間
　
祐
男
（
高
10
回
）　

　
東
京
三
三
会
は
、
昭
和
三
三
年
度
卒

業
生
が
、
東
京
を
開
催
地
と
し
て
、
応

援
団
長
の
故
斎
藤
紘
君
以
下
六
名
が
発

起
人
と
な
り
、
昭
和
五
七
年
九
月
に
発

足
し
ま
し
た
。

　
今
年
一
一
月
一
五
日
に
、
第
三
三
回

を
新
宿
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
開
催

し
、
四
〇
名
前
後
の
出
席
で
毎
年
新
た

な
同
期
会
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
当
三
三
会
は
、
代
表
幹
事
、
山
形
紘
、

和
地
一
紀
、
日
野
克
、
伊
藤
英
治
、
赤

間
祐
男
の
四
人
の
常
任
幹
事
と
毎
年
交

代
す
る
三
人
の
当
番
幹
事
で
運
営
し
て

い
ま
す
。

　
社
会
人
現
役
時
代
に
各
分
野
に
お
い

て
、
研
鑽
・
蓄
積
し
た
実
体
験
の
知

恵
と
情
報
の
テ
ー
マ
に
し
た
講
話
を
、

三
三
会
内
の
講
師
を
選
び
披
露
し
て
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貰
っ
て
い
ま
す
。

　
三
一
回
は
、
当
会
の
代
表
幹
事
の
山

形
紘
君
（
現
役
外
科
開
業
医
）
か
ら
「
日

頃
の
患
者
を
診
て
の
健
康
注
意
点
」
と

題
し
て
貴
重
な
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
昨
年
第
三
二
回
で
は
、
昭
和
三
〇
年

度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

で
第
三
位
入
賞
（
創
業
以
来
初
）
の
元

合
唱
団
五
名
が
校
歌
に
続
き
、
東
日
本

大
震
災
の
話
題
曲
「
花
は
咲
く
」
を
、

犠
牲
者
の
方
々
の
供
養
と
被
災
者
の
早

い
復
興
を
願
い
、
男
声
四
部
コ
ー
ラ
ス

の
音
頭
に
し
て
全
員
で
斉
唱
し
ま
し

た
。

　
我
々
二
年
次
の
昭
和
三
二
年
夏
の
甲

子
園
大
会
に
出
場
（
史
上
三
度
目
）
し
、

ベ
ス
ト
八
ま
で
駒
を
進
め
た
実
績
は
、

全
校
生
の
応
援
団
の
声
援
を
受
け
て
、

血
気
盛
ん
な
青
春
時
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
結
集
し
た
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
堀
見
武
義
君
の
音
頭
で
三
三

会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
と
し
て
年
一
〇
回
、

（
一
回
は
知
多
半
島
師
崎
に
一
泊
二
日

連
続
プ
レ
イ
、
二
回
は
栃
木
一
泊
二
日

プ
レ
イ
）
健
康
第
一
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

ゴ
ル
フ
競
技
で
競
い
合
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
応
援
副
団
長
の
山
形
紘
君

の
リ
ー
ド
で
、
凱
歌
を
声
高
ら
か
に
歌

い
、
名
カ
メ
ラ
マ
ン
伊
藤
英
治
君
に
よ

る
恒
例
の
記
念
撮
影
で
終
了
し
ま
し

た
。

　
我
々
三
三
会
が
社
会
人
に
な
っ
た

一
九
六
四
年
は
、
我
国
経
済
の
高
度
成

長
の
最
盛
期
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
競
技
の
熱
戦
に
興
奮
し
た
記
憶
が
未

だ
鮮
明
で
す
。
そ
の
感
動
を
六
年
後
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
再
び
と
そ
れ
ま
で
、

「
健
康
長
寿
」
で
、
毎
年
三
三
会
に
集

合
す
る
こ
と
を
誓
い
散
会
し
ま
し
た
。

以
上

名
古
屋
三
三
会

佐
山
　
泰
弘
（
高
10
回
）　

　
名
古
屋
三
三
会
の
活
動
は
、
ゴ
ル
フ

＋
懇
親
会
活
動
が
全
て
で
あ
る
。

　
事
の
発
端
は
、
二
十
年
以
上
も
前
に

遡
る
が
、
仙
台
で
行
わ
れ
た
三
三
会
総

会
に
、
た
ま
た
ま
中
京
・
関
西
地
区
か

ら
四
名
が
参
加
し
、
二
次
会
で
同
席
し

た
事
か
ら
始
ま
る
。高
橋
伯
君（
Ｄ
組
）、

大
浦
克
彦
君（
Ｅ
組
）、多
田
恭
憲
君（
Ｄ

組
）と
小
生（
Ａ
組
）の
四
名
で
あ
っ
た
。

当
時
名
古
屋
地
区
勤
務
だ
っ
た
高
橋
君

と
小
生
が
交
互
に
当
番
で
、
ゴ
ル
フ
場

と
懇
親
会
場
を
確
保
し
、
関
西
勤
務
の

両
君
を
招
き
、
ゴ
ル
フ
・
懇
親
会
が
ス

タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
東

京
三
三
会
で
交
流
が
あ
っ
た
赤
間
祐
男

君
（
Ｂ
組
）
や
、
桜
井
端
君
（
Ｅ
組
）

も
名
古
屋
で
ゴ
ル
フ
を
一
緒
に
や
ろ
う

と
の
声
が
上
が
り
、
折
角
遠
方
ま
で

交
通
費
を
出
し
て
プ
レ
ー
す
る
な
ら
、

た
っ
た
一
日
だ
け
で
は
勿
体
な
い
と
の

意
見
が
多
く
、
現
在
の
様
な
二
日
間
の

ゴ
ル
フ
と
初
日
の
夜
の
懇
親
会
と
の

セ
ッ
ト
活
動
が
定
着
し
た
の
で
あ
る
。

定
年
後
仙
台
に
戻
ら
れ
た
桜
井
君
と
三

井
肇
君
（
Ｅ
組
）
も
朝
一
番
の
フ
ラ
イ

ト
で
中
部
国
際
空
港
に
、
又
、
大
勢
の

東
京
組
が
朝
一
番
の
新
幹
線
で
名
古
屋

へ
向
か
い
、
石
垣
秀
生
君
（
Ａ
組
）
と

稲
川
秀
郎
君
（
Ｆ
組
）
を
加
え
た
名
古

屋
組
が
二
手
に
分
か
れ
て
出
迎
え
て
合

流
し
、
そ
の
ま
ま
ゴ
ル
フ
場
へ
直
行
す

る
の
で
あ
る
。

　
懇
親
会
場
は
、
こ
こ
十
年
程
は
知
多

半
島
の
先
端
の
高
台
に
あ
る
師
崎
荘
で

行
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
、
伊
勢
湾
と
三

河
湾
が
目
の
前
に
二
七
〇
度
展
開
す
る

絶
景
の
場
所
に
加
え
、
地
元
産
の
美
味

し
い
魚
介
類
が
、
腹
一
杯
堪
能
で
き
る

所
で
、
そ
の
後
の
カ
ラ
オ
ケ
を
含
め
て

夜
中
ま
で
楽
し
め
る
会
場
で
あ
る
。
勿

論
、
ゴ
ル
フ
は
や
ら
な
い
が
、
懇
親
会

に
は
参
加
す
る
楽
し
い
メ
ン
バ
ー
も
い

る
。

　
当
時
は
、
四
組
で
プ
レ
ー
し
た
が
、

後
期
高
齢
者
と
も
な
る
と
次
第
に
人
数

が
減
少
し
、
今
年
は
二
組
の
プ
レ
ー
と

な
っ
た
の
が
寂
し
い
。
し
か
し
、
今
回

は
同
窓
会
会
長
の
大
井
龍
司
君（
Ｅ
組
）

が
仙
台
か
ら
初
参
加
さ
れ
、
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。参
加
者
も
喜
ん
で
お
り
、

今
後
も
続
け
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上知多半島の先端、師崎荘での懇親会（平成26年10月20日）

東
京
一
八
会

伊
藤
　
悦
敬
（
高
18
回
）　

　
私
た
ち
高
18
回
生
は
母
校
を
昭
和

四
十
一
年
に
卒
業
以
来
、
大
学
な
ど
を

経
て
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
来
年
の
春

に
は
満
五
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
仙
台
で
は
地
元

の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り「
一
八
会
」

と
し
て
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、
首
都

圏
在
住
の
メ
ン
バ
ー
は
東
京
一
八
会
と

し
て
、
ま
と
ま
っ
た
運
営
や
行
事
も
な

く
し
ば
ら
く
一
部
の
小
さ
な
仲
間
同
志

の
集
ま
り
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
、
定
年
や
還
暦
を
迎
え
る

前
後
の
こ
ろ
か
ら
だ
ん
だ
ん
ま
と
ま
っ

て
き
ま
し
て
、
定
期
的
な
集
ま
り
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
二
年
に
一
回
は
東

京
一
八
会
総
会
（
三
十
人
前
後
が
参

加
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
偶
数

月
（
二
カ
月
に
一
度
の
第
三
金
曜
日
が

原
則
）
の
飲
み
会
を
東
京
・
秋
葉
原
の

焼
き
鳥
屋
「
九

い
ち
じ
く」

に
て
開
催
し
て
き
て

三
十
三
回
に
な
り
ま
す
。
こ
の
飲
み
会

は
毎
回
入
れ
替
り
立
ち
替
り
で
集
ま
る

顔
ぶ
れ
が
替
わ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

十
人
以
上
は
集
ま
り
、
そ
の
時
々
の
話

題
や
二
高
時
代
の
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
て
、
お
互
い
に
元
気
さ
を
競
っ
て

い
ま
す
。

　
昨
年
春
ご
ろ
か
ら
、
東
京
一
八
会
で

は
加
藤
俊
一
君
を
中
心
と
し
た
有
志
が

卒
業
五
十
周
年
の
記
念
事
業
を
仙
台
の

同
期
メ
ン
バ
ー
に
提
案
し
、
ク
ラ
ス
幹

事
会
の
席
で
一
緒
に
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
よ
う
や
く
発
起
人
体
制
と
事
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ゲ
タ
の
会

鈴
木
　
誠
一
（
高
22
回
）　

　
二
〇
一
五
年
一
月
二
日
（
金
）
午
後

五
時
か
ら
、江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
、

四
十
名
が
集
っ
て
、「
二
〇
一
五
年
ゲ

タ
の
会
新
年
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
一
年
、
一
年
大
事
な
時
を

刻
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
お
互
い
元
気

な
う
ち
に
、
毎
年
、
お
正
月
と
、
八
月

の
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
集
ま
ろ
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
、
同

期
の
皆
様
と
会
う
度
に
、
会
社
や
仕
事

が
変
わ
っ
た
人
、
そ
し
て
、
第
二
の
職

場
も
終
え
ら
れ
た
方
も
、
多
い
よ
う
で

す
。

　
そ
の
た
め
か
仙
台
に
戻
る
予
定
の
方

も
多
い
よ
う
で
す
。
同
期
の
皆
様
と
、

そ
ん
な
話
も
交
え
な
が
ら
、
還
暦
を
過

ぎ
て
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
田
島
信
義

先
生
、
今
野
敏
先
生
に
ゲ
ス
ト
で
ご
出

席
い
た
だ
き
、
二
次
会
ま
で
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
オ
プ
シ
ョ

ン
の
麻
雀
は
中
止
と
し
ま
し
た
。
ゲ
タ

の
会
は
、
我
々
が
、
満
三
十
六
歳
の

時
、
仙
台
二
高
同
窓
会
総
会
の
当
番
回

期
の
時
に
、
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
あ
れ

か
ら
二
十
八
年
一
日
も
欠
か
さ
ず
、
毎

月
二
十
二
日
に
、
二
十
名
近
く
集
ま
っ

て
、
ゲ
タ
飲
み
会
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
来
た
る
八
月
十
四
日
（
金
）
に
は
、

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
、浜
野
ケ
イ
子
さ
ん
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
、
内
山
誠
さ
ん
を
お
招
き

し
て
、「
田
島
信
義
先
生
米
寿
お
祝
い

ゲ
タ
の
会
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
ゲ
タ
メ
ン
バ
ー
、
全
員
集
合
。

業
の
内
容
も
形
に
な
り
出
し
、
近
々
同

期
の
み
な
さ
ん
に
案
内
で
き
る
と
こ
ろ

ま
で
来
ま
し
た
。
話
を
聞
い
た
同
期
の

メ
ン
バ
ー
は
仙
台
二
高
に
か
け
る
篤
い

思
い
に
燃
え
始
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

来
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
全
体
の

同
期
会
総
会
が
開
催
さ
れ
る
年
に
な
り

ま
す
。
大
い
に
楽
し
み
な
卒
業
五
十
周

年
に
な
り
そ
う
で
す
。

そ
れ
は
部
員
七
名
か
ら

始
ま
っ
た
!!

関
口
　
昌
男
（
高
10
回
）

　
昭
和
三
十
年
十
月
、
宮
城
県
高
校
野

球
の
新
人
戦
が
始
ま
る
時
、
我
が
仙
台

二
高
野
球
部
の
部
員
は
、
三
年
生
が
抜

け
た
後
と
い
う
事
も
あ
っ
て
、
二
年
生

四
人
、
一
年
生
三
人
程
度
し
か
い
な

か
っ
た
。
野
球
は
九
人
で
や
る
ス
ポ
ー

ツ
と
い
う
事
は
昔
も
今
も
変
わ
り
は
な

い
。

　
新
人
戦
に
出
る
た
め
に
は
最
低
で
も

九
人
の
部
員
が
必
要
だ
っ
た
。
新
人
戦

が
始
ま
る
ま
で
の
間
に
以
前
野
球
部
に

い
た
者
達
を
か
き
集
め
、
漸
く
野
球
が

出
来
る
人
数
を
確
保
す
る
事
が
出
来
た

時
は
正
直
ホ
ッ
ト
し
た
が
勝
て
る
は
ず

も
無
く
、
結
果
は
当
然
一
回
戦
負
け
。

か
き
集
め
た
部
員
も
新
人
戦
が
終
る
と

同
時
に
決
ま
っ
た
よ
う
に
や
め
て
い
っ

た
。

　
こ
こ
か
ら
残
っ
た
部
員
七
名
の
頑
張

り
が
始
ま
っ
た
。
春
に
な
り
新
一
年
生

が
入
部
し
て
き
た
。

　
何
と
か
野
球
部
と
し
て
の
体
裁
は

整
っ
た
。
数
だ
け
の
。
練
習
試
合
は
可

能
に
な
っ
た
。
当
時
の
監
督
二
瓶
さ
ん

は
ど
ん
な
お
気
持
ち
で
我
々
を
ご
指
導

さ
れ
た
の
か
、
そ
の
と
き
の
監
督
の
気

持
ち
を
我
々
は
知
ら
な
い
。
新
年
度
に

な
っ
て
、
練
習
試
合
は
始
め
た
が
全
く

勝
つ
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
ピ
ッ

チ
ャ
ー
で
四
番
で
主
将
の
早
坂
さ
ん
は

捕
手
だ
っ
た
二
年
生
の
私
を
ど
ん
な
風

に
思
っ
て
ピ
ッ
チ
ン
グ
練
習
を
し
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
？
と
に
か
く
練
習
試
合

は
全
て
敗
戦
で
あ
っ
た
。

　
そ
ん
な
時
、
伝
統
の
一
・
二
高
定
期

戦
の
日
が
や
っ
て
き
た
。
昭
和
三
十
一

年
五
月
だ
っ
た
。
当
時
は
一
勝
一
敗
に

な
る
と
決
勝
戦
は
月
耀
の
午
後
に
行
な

わ
れ
た
。
月
耀
の
午
前
の
英
語
の
授
業

中
、
突
然
先
生
が
教
壇
か
ら
降
り
て
こ

ら
れ
、
小
生
の
前
に
止
っ
た
。
吃
驚
し

た
。
そ
の
日
は
英
文
和
訳
の
授
業
で

次
々
に
指
名
さ
れ
て
い
た
。
い
よ
い
よ

俺
の
番
か
？
　
そ
の
先
生
は
、『
関
口
！

今
日
は
絶
対
に
勝
て
よ
！
』
と
言
わ
れ

て
教
壇
に
戻
ら
れ
た
。
和
訳
の
問
題
は

小
生
を
飛
び
越
え
て
そ
の
次
の
者
に
当

て
ら
れ
た
。
そ
ん
な
今
で
は
考
え
ら
れ

な
い
よ
う
な
出
来
事
も
あ
っ
た
。
そ
の

３
回
戦
２
対
１
で
勝
利
し
た
。
そ
れ
か

ら
二
高
野
球
部
は
練
習
試
合
に
勝
て
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
第
三
十
八
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選

手
権
宮
城
県
予
選
が
始
ま
っ
た
。
当
時

は
、
宮
城
・
福
島
・
山
形
の
三
県
か
ら
一

チ
ー
ム
に
甲
子
園
出
場
権
が
与
え
ら
れ

て
い
た
。
投
手
で
四
番
で
主
将
の
早
坂

さ
ん
は
二
年
の
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
の
小
生

の
ミ
ッ
ト
目
掛
け
て
一
心
不
乱
に
投
げ

込
み
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
言
う
間
に
五

試
合
完
投
の
五
連
勝
で
宮
城
県
大
会
で

優
勝
し
て
し
ま
っ
た
。
東
北
大
会
は
毎

年
主
催
県
持
ち
回
り
で
、
こ
の
年
は
宮

城
県
開
催
だ
っ
た
。一
回
戦
福
島
高
校

戦
、延
長
10
回
６
対
３
で
勝
利
、二
回
戦

仙
台
一
高
戦
、
９
回
裏
に
４
対
４
の
同

点
に
追
い
つ
き
、
延
長
11
回
５
対
４
の

さ
よ
な
ら
勝
利
で
決
勝
戦
と
な
っ
た
。

相
手
は
福
島
代
表
磐
城
高
校
戦
、
結
局

こ
れ
に
三
対
一
に
て
勝
利
し
、
仙
台
二

高
三
度
目
の
甲
子
園
出
場
を
決
め
た
。

　
昭
和
三
十
一
年
八
月
十
二
日
入
場
式

に
は
颯
爽
と
仙
台
二
高
野
球
部
も
行
進

し
て
い
た
。

　
前
年
の
秋
に
は
七
名
し
か
い
な
か
っ

た
野
球
部
が
！
と
夢
の
よ
う
だ
っ
た
。

し
か
も
甲
子
園
で
も
一
回
戦
が
不
戦
勝

だ
っ
た
と
は
言
え
、
慶
應
高
校
を
破
っ

て
ベ
ス
ト
８
に
進
出
、
四
国
の
西
条
高

校
に
誰
か
の
暴
走
？
（
本
人
・
関
口
は

暴
走
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
今
で
も
）

で
２
対
０
で
敗
れ
た
が
、
ベ
ス
ト
８
と

言
う
事
で
第
十
一
回
兵
庫
県
国
体
に
出

場
、
準
決
勝
戦
で
中
京
商
業
（
現
在
の

中
京
大
中
京
）に
３
対
１
で
敗
れ
た
が
、

こ
の
試
合
は
戦
後
初
の
天
覧
試
合
と
な

り
、
そ
の
栄
に
浴
す
事
に
な
っ
た
。

　
四
回
目
の
甲
子
園
出
場
、
小
生
の
目

の
黒
い
う
ち
に
何
と
か
な
ら
な
い
か
！

現
役
諸
君
ガ
ン
バ
レ
!!

寄
　
　
稿

対
西
条
高
戦
の
三
塁
前
憤
死
を

横
山
泰
三
画
伯
の
３
こ
ま
漫
画
の
一
部

関
口
憤
死
の
漫
画
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む
か
し
の
話
で
あ
る
。

　
現
在
は
よ
く
「
部
活
」
と
い
う
用
語

が
使
わ
れ
る
が
昔
は
そ
ん
な
言
葉
は
な

か
っ
た
。
こ
の
話
は
約
七
十
三
年
前
の

わ
が
仙
台
二
中
の
部
活
の
は
な
し
で
あ

る
。

　
現
在
の
仙
台
二
高
の
場
所
は
昔
か
ら

変
わ
っ
て
い
な
い
。
当
時
の
仙
台
二
中

の
周
辺
は
大
日
本
帝
国
陸
軍
の
第
二
師

団
で
あ
っ
た
。
師
団
司
令
部
は
現
在
の

青
葉
山
の
東
北
大
学
の
講
堂
―
萩
ホ
ー

ル
の
あ
た
り
で
あ
り
、
大
橋
を
渡
り
坂

を
登
っ
て
大
手
門
を
く
ぐ
る
と
司
令
部

で
あ
っ
た
。
大
町
の
方
向
か
ら
大
橋
を

渡
る
と
左
手
は
追
廻
し
練
兵
場
で
青
葉

城
の
眼
下
で
奥
に
射
撃
場
が
あ
っ
た
。

右
側
、
つ
ま
り
現
在
の
仙
台
国
際
セ
ン

タ
ー
の
場
所
と
そ
の
北
側
の
二
高
ま
で

の
間
が
工
兵
隊
で
あ
っ
た
。
今
の
二
高

の
道
路
を
挟
ん
で
西
側
、
つ
ま
り
現
在

の
県
立
美
術
館
、
さ
ら
に
も
っ
と
西
側

を
含
め
た
場
所
に
野
砲
隊
が
あ
り
、
さ

ら
に
そ
の
西
側
に
輜
重
隊＜

し
ち
ょ
う

た
い＞

が
あ
っ
た
。
そ
し
て
亀
岡
八
幡

の
坂
を
登
っ
た
丘
の
上
、
つ
ま
り
現
在

の
東
北
大
学
の
各
種
の
研
究
部
や
教
育

大
学
の
あ
る
部
分
は
荒
れ
野
の
演
習
地

だ
っ
た
。

　
つ
い
で
に
市
内
の
軍
隊
の
説
明
を
す

る
と
、
榴
ヶ
岡
に
四
連
隊
と
言
っ
た
歩

兵
部
隊
が
あ
り
、
広
大
な
宮
城
野
原
の

東
南
隅
に
騎
兵
隊
が
あ
っ
た
。

　
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
こ
こ
か

ら
が
部
活
の
は
な
し
で
あ
る
。
当
時
は

戦
争
の
真
っ
最
中
だ
っ
た
が
野
球
部
は

残
っ
て
い
た
し
対
一
中
戦
も
ほ
そ
ぼ
そ

な
が
ら
あ
っ
た
。
剣
道
部
、
柔
道
部
な

ど
が
華
や
か
で
射
撃
部
な
ど
も
あ
っ

た
。
昭
和
十
六
年
か
十
七
年
だ
っ
た
か

は
っ
き
り
憶
え
て
い
な
い
の
だ
が
、
乗

馬
部
が
生
ま
れ
た
。
ま
た
な
ぜ
乗
馬
部

が
そ
の
こ
ろ
に
生
ま
れ
た
の
か
も
定
か

で
は
な
い
。
し
か
し
や
や
推
定
は
で
き

る
。
そ
れ
は
教
科
と
し
て
あ
っ
た
軍
事

教
練
の
指
導
者
だ
っ
た
古
参
の
大
尉
さ

ん
あ
た
り
の
口
利
き
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

し
、
軍
隊
の
ほ
う
と
し
て
も
軍
馬
の
運

動
不
足
の
解
消
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
軍

人
に
な
る
青
少
年
の
育
成
な
ど
を
目
指

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
年
生
だ
っ
た
私

は
そ
の
乗
馬
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
に
さ
れ

た
。
同
期
の
部
員
に
後
の
黒
川
内
科
→

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
→
県
衛
生
部
長
→

県
会
議
員
に
な
っ
た
故
高
野
昭
君
な
ど

が
居
る
。

　
と
に
か
く
野
砲
は
一
門
の
砲
を
馬
六 

頭
か
四
頭
で
曳
く
。
騎
兵
隊
は
殆
ど
が

騎
乗
し
て
い
る
。
輜
重
隊
は
荷
物
の
運

搬
が
主
た
る
仕
事
で
積
ん
だ
車
を
馬
で

曳
く
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
、
他
の
隊

も
含
め
て
将
校
さ
ん
達
の
乗
馬
も
沢
山

二
中
の
周
辺
に
飼
わ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
を
放
課
後
を
待
ち
わ
び
て
借

り
て
乗
る
訳
で
あ
る
。

　
昭
和
十
六
・
七
年
に
は
も
う
全
国
の

物
資
不
足
が
激
し
く
な
り
、
な
か
な
か

革
靴
も
入
手
出
来
な
く
な
り
生
徒
の
半

分
ぐ
ら
い
は
登
下
校
時
に
裸
足
に
下
駄

穿
き
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
旧
制
高
等

学
校
の
二
高
生
は
伊
達
に
足
駄
穿
き
で

あ
っ
た
が
。
そ
し
て
校
内
は
冬
で
も
裸

足
だ
っ
た
。

　
放
課
後
大
急
ぎ
で
乗
馬
ズ
ボ
ン
を
穿

き
さ
ら
に
乗
馬
用
の
長
靴
を
履
き
そ
れ

に
拍
車
を
着
け
て
厩
舎
目
指
し
て
出
か

け
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
時
代

だ
か
ら
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
は
無
い
、

そ
れ
ぞ
れ
苦
心
し
て
入
手
し
た
が
、
私

の
家
に
は
幸
い
な
こ
と
に
日
露
戦
争
に

軍
医
と
し
て
出
征
し
た
祖
父
の
使
っ
た

白
い
乗
馬
ズ
ボ
ン
と
乗
馬
用
長
靴
と
拍

車
が
あ
っ
た
の
で
そ
れ
を
着
用
し
て
い

た
。

　
馬
に
乗
っ
た
こ
と
の
無
い
方
の
た
め

に
申
し
添
え
る
と
、
乗
馬
の
最
初
の
訓

練
は
き
び
し
い
。
左
手
で
馬
の
鬣

た
て
が
みを

握

り
右
手
で
鞍
の
後
部
を
握
り
左
足
を
上

げ
て
鐙

あ
ぶ
み

に
つ
ま
先
を
掛
け
て
飛
び
乗
る

の
だ
が
、
最
初
は
旨
く
な
ん
か
乗
れ
な

い
。
兵
隊
さ
ん
に
お
尻
を
押
し
上
げ
て

貰
っ
て
乗
る
。
初
め
て
乗
れ
ば
高
い
の

と
不
安
定
な
の
に
驚
く
。
馬
場
に
は
十

頭
ぐ
ら
い
の
各
馬
の
轡

く
つ
わ

か
ら
長
い
綱
が

つ
い
て
い
て
そ
の
綱
を
纏
め
て
馬
場
の

中
央
に
立
っ
て
い
る
教
官
が
左
手
に
持

ち
右
手
に
長
い
鞭
を
持
っ
て
い
る
。「
背

筋
を
立
て
よ
。
鐙
を
外
せ
」
の
命
令
で

背
中
を
シ
ャ
キ
ッ
と
伸
ば
し
足
を
鐙
か

ら
抜
く
。「
並な

み

足あ
し

、
前
へ
」
の
命
令
で

馬
は
勝
手
に
歩
き
出
す
。
並
足
に
慣
れ

る
と
「
速は

や

足あ
し

」
に
な
る
、
そ
う
な
る
と

こ
っ
ち
は
鞍
か
ら
落
ち
な
い
よ
う
に
必

死
で
腿
を
締
め
し
が
み
つ
く
。
勿
論
落

仙
台
二
中

　
　
乗
馬
部
の
こ
と

 

北
陵
ド
ク
タ
ー
倶
楽
部
顧
問

安
田
　
恒
人
（
中
45
回
）
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ち
る
奴
も
い
る
。
何
度
で
も
乗
せ
ら
れ

鍛
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
自
由
に
「
駆
け

足
」
も
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
Ｔ
Ｖ
ド

ラ
マ
な
ど
で
は
乗
馬
姿
が
日
常
的
だ

が
、
誰
で
も
す
ぐ
山
野
を
走
り
回
れ
る

訳
で
は
な
く
似
た
よ
う
な
経
過
を
経
て

上
腿
の
筋
肉
を
使
え
る
よ
う
に
な
る
と

格
好
よ
く
乗
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ

る
。

　
馬
の
話
も
少
し
。
馬
の
種
類
は
数
え

切
れ
な
い
ほ
ど
在
る
。
し
か
し
乗
る
馬

は
あ
る
程
度
大
き
く
て
利
口
で
気
性
が

細
か
く
て
丈
夫
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
勿
論
乗
れ
る
の
だ
が
常
に
車
を
引

く
馬
は
頭
を
下
げ
て
肩
に
力
が
必
要
だ

か
ら
乗
っ
て
も
頭
の
位
置
が
低
い
、
さ

ら
に
足
も
太
く
蹄

ひ
づ
め

も
大
き
く
体
重
も
多

く
て
太
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
乗
る
と
多

少
ど
た
ど
た
す
る
の
で
あ
る
。
野
砲
隊

や
輜
重
隊
の
馬
は
こ
れ
ら
が
多
く
、
ア

ン
グ
ロ
ノ
ル
マ
ン
や
ア
ン
グ
ロ
ア
ラ
ブ

が
多
か
っ
た
。
こ
れ
に
引
き
代
え
将
校

乗
馬
や
騎
兵
隊
の
馬
は
頭
が
立
っ
て
い

て
足
が
ス
ラ
リ
と
し
て
動
作
が
軽
快
で

気
性
が
細
か
い
。
ア
ラ
ブ
や
サ
ラ
ブ

レ
ッ
ド
が
多
か
っ
た
。
犬
猫
も
可
愛
い

が
馬
ほ
ど
可
愛
い
動
物
は
な
い
と
思

う
、
但
し
乗
り
手
を
判
断
し
こ
い
つ
は

駄
目
な
奴
だ
な
と
思
う
と
云
う
こ
と
を

聞
か
な
い
し
振
り
落
と
し
た
り
蹴
っ
た

り
す
る
。
こ
れ
は
い
い
乗
り
手
だ
と
判

断
し
た
ら
何
で
も
手
技
に
従
う
し
調
教

し
易
い
。
そ
こ
で
将
校
乗
馬
の
厩
舎
に

行
き
良
い
馬
を
探
し
て
乗
る
の
で
あ

る
。
中
に
赤
札
が
貼
っ
て
あ
り
咬
癖
、

蹴
癖
。
放
馬
癖
と
書
い
て
あ
る
馬
が
居

る
。
咬
み
つ
く
、
蹴
飛
ば
す
、
逃
げ
出

す
、
そ
し
て
気
性
が
は
げ
し
い
。
と
こ

ろ
が
こ
い
つ
の
前
に
行
き
じ
っ
と
見
つ

め
合
う
。
そ
し
て
乗
る
と
こ
い
つ
が
素

晴
ら
し
い
馬
な
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
馬

を
探
し
て
乗
る
楽
し
み
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
こ
ろ
よ
く
東
北
大
学
医
学
部
の

乗
馬
部
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
馬
術
訓

練
を
す
る
機
会
も
多
か
っ
た
。
医
者
に

な
つ
て
か
ら
も
お
付
き
合
い
を
頂
い
た

が
、
そ
の
中
に
故
安
藤
静
男
先
生
や
故

神
津
康
雄
先
生
な
ど
（
両
先
生
と
も
昭

和
十
九
年
医
学
部
卒
業
）
が
居
た
し
わ

れ
わ
れ
を
可
愛
が
っ
て
貰
い
と
て
も
面

倒
を
み
て
頂
い
た
。
ご
一
緒
に
松
島
ま

で
の
遠
乗
り
な
ど
も
し
た
。
こ
ん
な
楽

し
い
部
活
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
ん
な

僅
か
三
年
く
ら
い
で
終
焉
し
た
部
活
は

こ
の
乗
馬
部
と
も
う
一
つ
あ
り
、
短
艇

部
だ
っ
た
。

　
そ
ち
ら
の
話
は
こ
こ
で
は
省
略
、
学

校
の
歴
史
に
も
残
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う

が
。

　
駄
足
だ
が
、
昭
和
二
十
年
の
終
戦
で

陸
軍
は
解
体
と
な
り
秋
ご
ろ
に
軍
馬
の

無
料
放
出
が
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
農
村

に
引
き
取
ら
れ
た
が
、
わ
た
し
は
可
愛

い
可
愛
い
馬
を
欲
し
く
て
堪
ら
な
か
っ

た
。
し
か
し
人
間
さ
ま
の
食
料
さ
え
無

く
て
ひ
も
じ
い
時
に
仙
台
市
内
で
馬
の

飼
料
な
ど
入
手
は
出
来
る
筈
も
な
い
。

涙
を
呑
ん
で
断
念
し
た
。だ
か
ら
後
に
、

動
か
な
い
時
は
餌
を
喰
わ
な
い
オ
ー
ト

バ
イ＜

鉄
馬＞

乗
り
に
な
つ
て
今
日
に

至
っ
た
の
で
あ
る
。

鉄
馬
翁
　
記

特
別
講
演

「
震
災
三
年
を
経
て
、福
島

（
南
相
馬
市
）の
今
」を
聞
い
て

深
松
　
　
栞
（
高
64
回
）　

　
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
十
四
時

四
十
六
分
。
受
験
生
と
し
て
の
ス
タ
ー

ト
を
控
え
、
私
た
ち
は
二
高
で
模
試
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
長
く
て
大
き
な
揺
れ
。
一
体
何
が

起
こ
っ
て
い
る
の
か
判
断
で
き
な
い
時

間
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま

す
。
揺
れ
が
続
け
ば
続
く
ほ
ど
、
た
だ

事
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
被
害
に

あ
っ
た
誰
も
が
感
じ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
あ
れ
か
ら
三
年
。
仙
台
で

暮
ら
し
続
け
て
い
る
私
で
さ
え
、
周
り

の
生
活
か
ら
は
震
災
の
面
影
が
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
こ
の

度
、
福
島
で
活
動
を
続
け
る
御
三
方
の

貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
の

で
す
。
率
直
な
感
想
と
し
て
言
え
る
の

は
、私
が
経
験
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」

と
は
ほ
ん
の
一
部
で
あ
っ
た
の
だ
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
停
電
や
物
不
足
、
学

業
や
部
活
へ
の
制
約
を
受
け
た
と
言
っ

て
も
、
津
波
や
原
発
事
故
に
よ
る
被
害

な
ど
と
は
い
っ
さ
い
無
関
係
で
し
た
。

原
発
事
故
の
深
刻
さ
を
耳
で
聞
く
こ
と

は
あ
っ
て
も
、
肌
で
感
じ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
も
な
お
、
不
自
由
な
暮

ら
し
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
々
が
多
く

い
る
中
、
震
災
の
存
在
を
忘
れ
か
け
て

い
た
自
分
を
恥
ず
か
し
く
思
い
ま
す
。

人
間
は
「
忘
れ
る
」
と
い
う
優
れ
た
能

力
を
持
つ
生
き
物
だ
と
、
悲
し
み
や
苦

し
み
を
経
験
し
て
も
い
ず
れ
乗
り
越
え

ら
れ
る
生
き
物
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け

な
い
悲
し
み
や
苦
し
み
も
存
在
す
る
の

で
す
。
私
は
九
月
か
ら
ド
イ
ツ
に
約
一

年
留
学
し
ま
す
。
世
界
で
考
え
て
も
数

え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
多
く
の
人
が
東
日

本
大
震
災
の
存
在
を
知
っ
て
い
る
中
で

東
北
出
身
だ
と
言
え
ば
、
地
震
に
関
し

て
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
私
に
は
、
東
北
代
表
と
し
て

経
験
談
や
現
状
を
伝
え
て
く
る
義
務
が

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
東
北
の
人

た
ち
が
、
福
島
の
人
た
ち
が
経
験
し
た

悲
し
み
や
苦
し
み
を
、
次
な
る
災
害
へ

の
教
訓
と
し
て
伝
え
て
こ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
点

に
お
い
て
も
、
今
回
お
話
を
聞
け
た
こ

と
は
私
に
と
っ
て
と
て
も
意
義
の
あ
る

こ
と
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
事
態
は
想
像
を
絶
し
て

悲
惨
で
し
た
。「
賠
償
金
を
も
ら
え
て

良
い
身
分
だ
ね
。」
こ
の
言
葉
を
聞
い

た
時
、
原
発
事
故
と
い
う
も
の
が
人
間

を
醜
く
さ
え
し
て
し
ま
っ
て
い
る
現
状

に
憤
り
さ
え
感
じ
ま
し
た
。
平
成
の
大

合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
南
相
馬
市
と
し

て
動
き
始
め
た
矢
先
に
、
原
発
事
故
の

特
別
警
戒
区
域
、
賠
償
保
障
区
域
の
境

界
に
よ
り
ま
た
も
分
断
さ
れ
て
し
ま

う
。
同
心
円
上
で
考
え
る
と
南
相
馬
市

は
二
十
キ
ロ
、
三
十
キ
ロ
地
点
で
分
断

さ
れ
て
し
ま
い
、
援
助
の
差
も
あ
る
そ

う
で
す
。
同
じ
地
域
で
暮
ら
し
て
い
た

は
ず
な
の
に
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
距

離
で
区
別
さ
れ
て
し
ま
う
…
。
自
殺
な

ど
の
原
発
事
故
関
連
死
に
も
歯
止
め
が

か
か
ら
ず
、
二
〇
一
四
年
六
月
現
在
で

死
者
は
一
七
〇
八
人
に
の
ぼ
っ
て
い
る

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に
も
心
が
痛
み
ま
し

た
。
避
難
区
域
を
同
心
円
範
囲
で
決
め

て
し
ま
う
こ
と
に
学
生
な
が
ら
い
さ
さ

か
疑
問
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

決
め
方
に
よ
る
実
際
の
被
害
を
聞
い
た

こ
と
は
今
回
が
初
め
て
で
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
こ
の
よ

う
な
壮
絶
か
つ
心
に
残
る
貴
重
な
お
話

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
伊
藤
博
英
さ
ん
、

鈴
木
昌
一
さ
ん
、
今
野
明
さ
ん
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
私
に
で
き
る
こ
と
は

何
な
の
か
、
小
さ
な
こ
と
だ
と
し
て
も

何
か
実
践
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
か
、

こ
れ
か
ら
も
考
え
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

仙
台
二
中
二
高
北
陵
会

二
十
年
の
軌
跡

高
橋
　
正
道
（
高
３
回
）

　
同
窓
の
自
主
的
な
研
鑽
の
場
と
し

て
仙
台
二
中
・
二
高
北
陵
会
は
昭
和

五
十
六
年
九
月
（
一
九
八
一
年
）
に
発

足
、
平
成
十
三
年
九
月
ま
で
二
十
年
間

一
四
一
回
の
例
会
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。

設
立
の
き
っ
か
け

　
戦
後
の
学
制
改
革
に
よ
り
旧
制
二
中

か
ら
新
制
二
高
と
通
算
六
年
間
在
学
し

た
四
期
（
高
１
～
４
）
は
卒
業
後
、
社

会
人
と
し
て
情
報
交
換
の
必
要
性
を
痛

感
、
四
期
の
顔
馴
染
み
で
異
業
種
交
流
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会
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
折

に
首
都
圏
の
青
山
史
朗
さ
ん
（
中
40
）

主
宰
の
同
窓
の
勉
強
会
東
京
北
斗
会
の

活
動
を
知
り
強
い
刺
激
を
受
け
北
陵
会

発
足
の
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

同
窓
の
自
主
的
勉
強
会

　
発
足
に
あ
た
っ
て
は
経
験
豊
富
な
菅

野
英
之
進
さ
ん
（
高
１
）
伊
澤
平
一
さ

ん
（
高
４
）
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、

二
階
堂
正
さ
ん
（
高
２
）
と
準
備
会
を

つ
く
り
同
窓
の
自
主
的
な
勉
強
・
交
流

の
会
と
し
て
、
同
窓
会
本
部
の
了
解
を

得
て
昭
和
五
十
六
年
九
月
二
十
五
日
に

設
立
総
会
を
開
催
。
総
会
に
は
恩
師
の

諸
先
生
、
先
輩
の
氏
家
栄
一
さ
ん
（
中

33
・
七
十
七
銀
行
頭
取
）
の
ご
出
席
を

頂
き
「
頑
張
っ
て
続
け
る
よ
う
に
」
と

激
励
を
受
け
、
参
加
九
〇
名
（
登
録
会

員
三
〇
〇
名
）
で
会
の
発
展
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。（
写
真
参
照
）
四
期
会
は

発
展
的
に
散
会
。

運
営
に
つ
い
て

　
歴
代
会
長
は
高
１
回
の
松
岡
竹
雄
・

熊
谷
徳
雄
・
矢
野
直
孝
・
千
坂
祐
さ
ん

の
諸
先
輩
の
ご
指
導
の
も
と
、
各
卒
業

回
期
代
表
の
世
話
人
会
を
中
心
に
協
議

を
重
ね
な
が
ら
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

例
会
は
同
窓
の
講
師
の
講
義
を
中
心
と

し
た
勉
強
会
で
、
講
師
に
は
一
番
得
意

な
話
を
約
一
時
間
講
義
し
て
頂
く
よ
う

依
頼
。
多
忙
な
お
仕
事
の
中
、
設
立
趣

旨
を
ご
理
解
の
上
、
快
諾
し
て
頂
い
た

多
士
済
々
な
講
師
陣
か
ら
は
政
治
・
経

済
経
営
・
科
学
・
趣
味
・
芸
術
等
自
前

の
講
師
陣
か
ら
専
門
外
の
幅
広
い
分
野

の
講
義
を
学
ぶ
幸
運
を
得
ま
し
た
。
北

陵
の
風
土
を
共
有
す
る
講
師
の
生
き
様

を
感
じ
、
伝
統
の
重
み
を
強
く
感
じ
な

が
ら
の
運
営
で
し
た
。
堀
田
前
同
窓
会

長
か
ら
は
―
「
文
武
一
道
」
路
線
上
の

知
的
交
流
の
場
―
と
過
分
な
評
価
を

頂
き
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

二
十
年
の
間
に
は
大
雪
、
大
雨
な
ど
悪

天
候
の
日
に
も
続
々
と
参
加
者
が
集

合
、
安
堵
し
た
感
動
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。

　
北
陵
会
の
強
み
に
各
回
同
期
会
の
存

在
が
あ
り
ま
す
。
回
期
か
ら
の
積
極
的

講
師
推
薦
と
例
会
当
日
の
応
援
出
席
・

終
了
後
の
講
師
を
囲
ん
で
旧
交
を
温
め

る
交
流
会
等
は
同
期
の
結
束
と
北
陵
会

継
続
発
展
の
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。
結
果
的
に
講
師
は
中
学
の
先
輩

十
六
名
高
１
回
か
ら
27
回
ま
で
一
一
〇

名
と
計
一
二
六
名
、年
次
総
会
十
五
回
・

高
橋
清
久
校
長
・
渡
邊
義
之
校
長
の
講

演
二
回
を
含
む
一
四
一
回
出
席
会
員
は

平
均
四
〇
名
、
二
十
年
で
五
六
〇
〇
余

名
参
加
の
勉
強
会
で
し
た
。

五
周
年
記
念
誌
の
発
行

　
五
周
年
を
迎
え
た
昭
和
六
十
一
年
九

月
に
は
葉
書
一
枚
原
稿
の
募
集
を
行

い
、
講
師
と
会
員
併
せ
て
九
〇
名
か
ら

ユ
ニ
ー
ク
な
短
文
随
想
を
寄
せ
て
貰
い

ま
し
た
。
表
紙
は
「
へ
ん
な
人
」
の
題

で
原
稿
を
頂
い
た
上
田
朗
さ
ん
（
高
１

版
画
家
）
の
版
画
で
飾
り
貴
重
な
記
念

誌
と
な
り
ま
し
た
。

講
師
の
思
い
出

　
各
講
師
に
忘
れ
得
な
い
思
い
出
が
あ

り
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
で
首
都
圏
か

ら
ご
出
張
の
講
師
の
中
か
ら
数
名
の
方

を
紹
介
し
ま
す
。（
役
職
は
講
演
時
）

○
第
四
回
・
吉
田
直
哉
さ
ん
（
高
１
・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
チ
ー
フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）「
ブ

ラ
ウ
ン
管
の
裏
の
と
っ
て
お
き
の
話
」

で
し
た
。
巧
み
な
話
術
で
抱
腹
絶
倒
の

お
話
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
吉
田

さ
ん
は
テ
レ
ビ
創
成
期
か
ら
活
躍
さ
れ

テ
レ
ビ
の
低
俗
化
を
恐
れ
、
知
的
で
レ

ベ
ル
の
高
い
数
々
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
作

品
を
発
表
、
創
造
的
な
活
動
を
続
け
ら

れ
た
逸
材
で
す
。
著
書
多
数
「
脳
内
イ

メ
ー
ジ
と
映
像
」「
ま
な
こ
つ
む
れ
ば
」

は
吉
田
さ
ん
の
教
養
の
豊
か
さ
を
感
じ

る
名
著
で
す
。

○
第
九
回
・
橋
本
保
雄
さ
ん
（
高
３
・

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
常
務
）「
世
界
に
通

じ
る
も
て
な
し
の
心
」
と
題
し
、
国
際

レ
ベ
ル
の
ホ
テ
ル
の
確
立
に
貢
献
し
た

経
験
か
ら
得
た
サ
ー
ビ
ス
の
神
髄
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
仙
台
と
母
校
を

こ
よ
な
く
愛
し
た
同
期
の
敬
愛
す
る
親

友
で
す
。
著
書
は
「
感
動
を
創
る
」「
人

脈
の
極
意
」
他
サ
ー
ビ
ス
学
関
連
多
数

○
第
十
二
回
・
高
橋
由
貴
彦
さ
ん
（
高

１
・
東
京
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
社
長
）

　「
旅
と
歴
史
と
人
生
と
・
支
倉
常
長

の
足
跡
探
訪
」
の
演
題
で
し
た
。
当
日

は
講
師
指
定
の
オ
ー
デ
ィ
オ
機
器
を
配

置
し
て
伊
達
の
サ
ム
ラ
イ
支
倉
常
長
が

ヴ
ァ
チ
カ
ン
に
向
っ
て
行
進
す
る
臨
場

感
溢
れ
る
演
出
で
歴
史
的
雄
図
を
彷
彿

と
さ
せ
る
感
動
的
な
講
演
で
し
た
。
石

巻
出
身
の
著
者「
ロ
ー
マ
へ
の
遠
い
旅
・

慶
長
使
節
・
支
倉
常
長
の
足
跡
」
に
詳

述
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
第
五
十
回
・
青
山
史
朗
さ
ん
（
中

40
・
東
京
ア
ド
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
代
表

取
締
役
）
に
は
在
京
の
講
師
の
紹
介
な

ど
多
大
な
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
。
例

会
で
は
「
日
本
の
代
表
的
私
立
美
術
館

名
品
」
と
題
し
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
さ

れ
て
い
た
国
宝
級
美
術
品
の
紹
介
と
仕

事
の
厳
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
第
一
三
四
回
に
は
、
仙
台
二
高
創
立

百
周
年
記
念
誌
「
百
年
の
逸
材
」
に
つ

い
て
、
編
集
青
山
さ
ん
・
著
者
中
島
信

吾
さ
ん
（
高
８
）
帯
同
で
来
仙
、
北
陵

の
歴
史
に
燦
然
と
輝
き
、
誇
る
べ
き
偉

大
な
先
輩
達
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

○
第
五
十
一
回
・
穂
積
和
夫
さ
ん
（
高

１
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）「
歴
史
的

建
造
物
を
描
く
」
建
築
設
計
か
ら
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
。名
言「
俺

が
ブ
ラ
ン
ド
」
と
称
さ
れ
た
才
能
豊
か

で
洒
脱
な
先
輩
か
ら
「
男
の
お
洒
落
」

の
お
話
も
聞
き
た
か
っ
た
で
す
ね
。

北
陵
の
強
い
絆
に
感
謝

　
同
窓
の
強
い
信
頼
に
結
ば
れ
た
北
陵

会
二
十
年
の
軌
跡
で
す
。
最
後
に
各
回

講
師
・
出
席
の
会
員
諸
兄
・
ご
指
導
ご

助
言
を
頂
い
た
諸
先
輩
・
運
営
に
ご
協

力
頂
い
た
世
話
人
会
の
諸
兄
、
設
立
以

来
、
献
身
的
な
お
手
伝
い
で
武
骨
な
男

子
の
会
に
紅
一
点
、
華
を
添
え
て
頂
い

た
丹
野
恵
子
さ
ん
（
中
42
回
故
丹
野
一

郎
氏
長
女
）
等
の
お
力
添
え
に
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
。
お
名
前
で
ご
紹
介

し
た
方
の
中
に
は
故
人
に
な
ら
れ
た
方

も
お
り
ま
す
。
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
し
ま
す
。

新
「
仙
台
二
高
北
陵
会
」
の
紹
介

　
第
一
期
が
終
了
し
て
一
年
後
世
代
交

代
し
、
新
仙
台
二
高
北
陵
会
が
平
成

十
四
年
九
月
に
発
足
、
新
感
覚
で
年
約

八
回
の
例
会
を
続
け
て
十
三
年
、
益
々

の
発
展
を
祈
念
し
ま
す
。
連
絡
は
世
話

人
会
代
表
・
加
藤
幹
夫
さ
ん
（
高
26
回
）

　
連
絡
　090

ー3120

ー6065

※
講
師
一
覧
、
希
望
者
に
は
お
送
り
致

し
ま
す
。
連
絡
は
高
橋
ま
で
。

　
高
橋
　
正
道

　
携
帯
　090

ー7934

ー2800

　m
a
il

　m
ta

k
@

zf7.so
-n

et.n
e.jp
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五
月
一
日
の
創
立
記
念
行
事
に
、

現
産
業
技
術
総
合
研
究
所
理
事
長
、

元
ソ
ニ
ー
株
式
会
社
社
長
で
あ
る
、

高
校
18
回
の
中
鉢
良
治
様
を
講
師
と

し
て
「
仙
台
二
高
の
思
い
出
」
と
い

う
演
題
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
講
演
会
は
二
年
前
に
あ

る
生
徒
か
ら
「
ぜ
ひ
中
鉢
さ
ん
の
お

話
を
伺
い
た
い
」
と
い
う
強
い
希
望

が
あ
り
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
二
年

越
し
で
そ
の
願
い
が
か
な
っ
た
も
の

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
卒
業
し
た
そ
の

生
徒
も
講
演
会
に
駆
け
つ
け
て
い
ま

し
た
。

　
さ
て
、
中
鉢
さ
ん
は
川
渡
中
学
校

（
旧
鳴
子
町
、現
大
崎
市
）か
ら
、た
っ

た
一
人
で
本
校
へ
入
学
し
ま
し
た
。

友
人
も
な
く
親
元
を
離
れ
て
下
宿
生

活
を
し
な
が
ら
、
悩
み
な
が
ら
も
楽

し
く
二
高
性
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
を
確
立
し
た
過
程
を
、

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
お
話
し
い
た

だ
き
、
高
校
や
大
学
で
の
生
活
、
さ

ら
に
は
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
で
の
研
究
生
活
を

山
に
た
と
え
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ま
ず
高
校
時
代
は
、
八
畳
一
間
の

下
宿
生
活
で
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な

り
、
夜
に
涙
を
こ
ぼ
し
な
が
ら
も
、

「
二
高
生
と
は
何
か
」
と
い
う
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
、
厳
し
い
応
援

練
習
や
「
よ
し
っ
」
の
返
事
か
ら
芽

生
え
確
立
し
て
い
っ
た
こ
と
。
職
業

意
識
が
な
く
大
学
進
学
の
目
的
も
な

い
中
で
、
所
属
し
て
い
た
弁
論
部
が

社
交
場
で
情
報
源
と
な
り
、
理
系
・

文
系
の
イ
メ
ー
ジ
を
得
て
理
系
の
進

学
を
決
め
た
こ
と
。
二
浪
を
し
て
東

北
大
学
へ
進
ん
だ
こ
と
。
大
学
入
学

後
は
、
文
系
の
科
目
を
た
く
さ
ん

取
っ
た
こ
と
。
同
級
生
の
先
輩
に
も

助
け
て
も
ら
い
、
修
士
・
博
士
の
過

程
へ
と
進
み
、
研
究
者
に
な
る
と
も

考
え
た
が
、結
局
は
就
職
し
た
こ
と
。

な
ど
の
思
い
出
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
当
時
の
高
校
生
は
井
上
ひ
さ
し
の

「
青
葉
繁
れ
る
」
み
た
い
に
（
一
高
が

舞
台
の
小
説
で
す
が
）
お
利
口
さ
ん

で
、
ち
ょ
い
悪
を
し
て
み
て
、
ま
た

お
利
口
さ
ん
に
戻
る
。
自
己
矛
盾
的

自
己
同
一
性
を
持
つ
人
物
が
多
く
い

   
「
仙
台
二
高
の
思
い
出
」

　
　
現
産
業
技
術
総
合
研
究
所
理
事
長
・
元
ソ
ニ
ー
株
式
会
社
社
長

　
中
鉢
　
良
治
氏
（
高
18
回
）

　
創
立
記
念
講
演
会

た
、
そ
ん
な
世
界
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
今
の
産
総
研
の
八
〇
〇
名
の
入
所

者
は
、
は
じ
め
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
取

る
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
て
も
、
上

に
は
上
が
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ

れ
、
一
人
前
の
研
究
者
に
な
れ
ば
良

い
と
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
ま
す
が
、
や

が
て
研
究
が
認
め
ら
れ
る
と
研
究
者

が
集
ま
り
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
も
注
目

を
受
け
、
世
界
か
ら
も
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
二
高
生
は
中
学

校
で
は
上
で
あ
っ
て
も
、
高
校
で
は

上
が
い
ま
す
。
そ
の
中
で
苦
労
し
な

が
ら
、
先
輩
の
背
中
を
見
て
少
し
づ

つ
成
長
す
る
。
二
高
生
と
産
総
研
の

研
究
者
は
似
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　
文
系
・
理
系
の
話
も
楽
し
く
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
学
に
入

る
と
理
系
は
勉
強
が
大
変
で
、
文
系

は
余
裕
が
あ
る
。
文
系
に
は
協
調
性

が
あ
り
、理
系
に
は
競
争
力
が
あ
る
。

文
系
は
目
的
や
業
績
が
明
確
で
な
い

が
、
理
系
は
業
績
が
は
っ
き
り
し
て

い
て
カ
ッ
コ
い
い
。
し
か
し
複
雑
な

前
途
が
あ
る
。
生
涯
給
料
は
か
つ
て

は
文
系
が
高
か
っ
た
が
、
今
は
理
系

が
高
い
、
等
々
。
中
鉢
さ
ん
は
エ
ン

ジ
ニ
ア
を
と
し
て
理
系
100
％
で
Ｓ
Ｏ

Ｎ
Ｙ
に
入
社
し
ま
し
た
が
、
四
十

歳
で
課
長
に
な
る
と
理
系
が
50
％
、

五
十
歳
で
は
20
％
、
六
十
歳
越
し
た

ら
ほ
と
ん
ど
文
系
だ
そ
う
で
す
。
企

業
で
は
理
系
の
技
術
的
要
素
だ
け
で

な
く
、
協
調
で
き
る
文
系
的
人
材
が

欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
中
鉢
さ
ん
は
、
高
校
時
代
に
あ
ま

り
目
的
意
識
が
な
か
っ
た
り
、
理
系

文
系
も
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ

ゆ
え
理
系
で
は
あ
っ
て
も
文
系
的
な

素
養
が
高
く
、
そ
の
後
の
活
躍
に
現

れ
た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
中
鉢
さ
ん
が
仙
台
二
高
を
選
ん

だ
の
は
、
こ
こ
が
高
い
山
だ
か
ら

で
、
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
先
生
が

い
た
か
ら
で
し
た
。
独
り
者
で
心
細

く
て
も
、
仲
間
が
い
て
山
登
り
を
始

め
ま
し
た
。
途
中
で
チ
ャ
ラ
チ
ャ
ラ

し
て
足
元
を
す
く
わ
れ
て
転
ん
で
も

大
丈
夫
、
救
っ
て
く
れ
る
人
が
い
ま

し
た
。
登
る
と
周
り
が
見
え
、
次
の

山
の
こ
と
を
考
え
ま
す
。
下
り
は
次

の
山
の
備
え
で
す
。
次
へ
の
準
備
が

な
け
れ
ば
山
は
登
れ
ま
せ
ん
。
次
の

大
学
の
理
系
山
で
は
二
高
で
は
会
え

な
か
っ
た
人
々
も
い
て
、
そ
こ
に
登

る
と
ま
た
見
え
な
い
も
の
が
見
え
て

き
ま
し
た
。
は
る
か
向
こ
う
に
ま
た

山
が
見
え
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
登
っ

て
修
士
山
か
ら
博
士
山
を
目
指
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
山
に

い
た
か
っ
た
け
れ
ど
、
当
時
す
で
に

結
婚
し
て
子
供
が
い
た
た
め
、
家
族

に
ダ
メ
と
言
わ
れ
、
降
り
て
別
の
山

に
登
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
が

ソ
ニ
ー
山
で
し
た
。
ソ
ニ
ー
連
邦
に

は
沢
山
の
山
が
あ
り
、
一
人
で
は
登

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
無
理
だ
と
思
い

い
っ
た
ん
降
り
て
準
備
す
る
と
、
ま

た
道
が
開
け
ま
し
た
。
そ
れ
の
繰
り

返
し
で
し
た
。
そ
う
し
て
、
う
ま
く

頂
上
に
ア
タ
ッ
ク
出
来
た
の
は
ご
く

限
ら
れ
た
人
、
大
き
な
責
任
も
生
じ

ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
に
入
社
し
て
か
ら
社
長

に
な
る
ま
で
の
苦
労
話
や
、
こ
う
す

れ
ば
良
い
、
な
ど
と
い
う
明
確
な
ア

ド
バ
イ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
日
本
い
や
世
界
を
リ
ー
ド
す
る

Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
の
最
高
責
任
者
と
い
う
雲

の
上
の
よ
う
な
方
の
基
礎
が
、
こ
の

仙
台
二
高
に
あ
る
こ
と
は
確
か
で

す
。
最
後
に
中
鉢
さ
ん
は
私
た
ち
に

大
き
な
夢
と
希
望
を
与
え
る
言
葉
で

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　「
社
長
に
な
る
と
一
人
で
は
何
も

出
来
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
人
々
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
征

服
し
て
ゆ
く
う
ち
、
小
さ
い
時
に
は

見
え
な
か
っ
た
高
い
山
に
登
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
下
を
見
る
と
、
あ

の
青
春
時
代
に
見
た
山
―
あ
な
と
う

と
　
あ
な
う
る
わ
し
―
あ
の
山
が
あ

り
ま
し
た
。
山
登
り
は
苦
し
い
か
ら

楽
し
い
の
か
、
苦
し
い
け
ど
楽
し
い

の
か
、
私
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
私

の
山
登
り
は
ま
だ
続
き
ま
す
。
私
も

頑
張
り
ま
す
。
君
た
ち
も
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。」
青
春
時
代
に
見
た
山

と
は
も
ち
ろ
ん
、
二
高
生
の
時
に
見

て
い
た
山
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

　
当
日
の
夜
は
「
囲
む
会
」
が
開
催

さ
れ
、
講
演
会
を
聞
く
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
同
窓
生
も
多
数
出
席
な
さ

れ
ま
し
た
。
あ
れ
ほ
ど
の
人
物
に

な
っ
て
も
、
同
級
生
や
同
窓
生
の
中

に
入
る
と
、
普
通
の
二
高
生
に
な
っ

て
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
す
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
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団体名称 代表者 事務局（連絡員） 事務局連絡先

N・Y支部
旦　　英夫
（高20）

旦　　英夫
（高20）

8 Heritage  Lane,  Rye,  New 
York 10580 USA,

914-921-0771

北海道支部
若生幸一郎
（中43）

上田　俊朗
（高15）

登別市常磐町１丁目14-3 0143-85-2729

青森支部
生駒日出夫
（中37）

新山　龍治
（高22）

青森市緑2-15-8 017-774-1009

岩手支部
鈴木　恒男
（高５）

橋浦礼二郎
（高23）

盛岡市西松園1-9-2 019-662-7028

山形北陵会
仙道富士郎
（高９）

粟野　　学
（高26）

山形市旅篭町３丁目2-3 023-631-0001

福島北陵会
阿部　力哉
（高３）

益田　芳幸
（高３）

福島市丸子字沢目17-2 024-554-5920

在京同窓会
上条　　努
（高24）

赤井澤勝己
（高23）

千葉市若葉区みつわ台
1-27-1-B-304

東海北陵会
千葉　善根
（高９）

佐山　泰弘
（高10）

愛知県知多郡武豊町平井6-39 0569-72-4032

関西同窓会
麻喜　宏雄
（高９）

川幡　公章
（高26）

兵庫県姫路市飾磨区英賀保駅前町
72プリート202

090-7716-3643

広島支部
奥田　幸造
（高12）

佐藤　　均
（高17）

広島市西区庚牛中4-5-8-301 082-275-1269

気仙沼支部
移川　二郎
（中36）

移川　二郎
（中36）

気仙沼市松崎柳沢216-5 0226-22-6685

志津川支部
高橋　長偉
（高11）

高橋　長偉
（高11）

本吉郡南三陸町志津川十日町1 0226-46-2041

石巻･桃生･牡鹿支部
菅原　　憲
（高８）

後藤　宗徳
（高29）

石巻市千石町2-10
石巻グランドホテル気付

加美郡支部
有馬　恒彦
（高18）

大山　　匡
（高23）

加美郡加美町字北町2-181-1 0229-63-3054

塩釜北陵会
大平　眞悦
（高18）

中村　賢一
（高17）

塩釜市尾島町1-15 022-362-3226

黒川北陵会
大友　正隆
（高16）

大友　正隆
（高16）

黒川郡大郷町羽生字原畑27-2 022-359-3222

岩沼支部
四倉　政美
（高10）

四倉　政美
（高10）

岩沼市桜2丁目1-15 090-3755-6555

亘理会
山田　芳廣
（高９）

山田　芳廣
（高９）

亘理郡亘理町字五日町19 0223-34-5347

角田支部 未定
湯村　周一
（高22）

角田市角田字町65 0224-63-1331

支部OB会連絡先

●支　部

●職　域

団体名称 代表者 事務局（連絡員） 事務局連絡先

仙台市役所北陵会
伊藤　行政
（高26）

砂子田　順
（高58）

〒980-8671 青葉区国分町3-7-1
仙台市総務企画局
人材育成部労務課

022-261-1111
（内）2222

宮城県庁仙台二高養賢会
吉田　祐幸
（高29）

野呂　秀樹
（高42）

〒980-8570 青葉区本町3-8-1
宮城県国際経済交流課
国際交流第二班　　　　

022-211-2277

仙教委北陵会
郡山　孝幸
（高25）

東海林惠吾
（高28）

〒982-0014 太白区大野田六反田10-5
大野田小学校

022-247-6654

藤崎北陵会
松原　大介
（高27）

星　　史雄
（高37）

〒980-8652 青葉区一番町3-2-17㈱
藤崎　人事部労務担当

022-261-5111

宮歯二高会
太郎丸　浩
（高17）

角田　　哲
（高26）

つのだ歯科医院 022-281-4182

北陵ドクター倶楽部
山崎　　匡
（高12）

鵜飼　克明
（高28）

仙台医療センター消化器内科
hokuryo.dr@
gmail.com

事務局



同　　窓　　会　　報【  15 】平成27年６月１日 第  48 号

●クラブ

団体名称 代表者 事務局（連絡員） 事務局連絡先

青葉倶楽部  硬式野球部 
鈴木　文夫
（高６）

岡崎　正行
（高28）

〒982-0242
仙台市太白区秋保町長袋戸崎64 

022-399-2215 

仙台二高
軟式野球部OB会 

軟式野球部 
岩田健太郎
（高49）

岩田健太郎
（高49）

〒981-0942
仙台市青葉区貝ヶ森3-29-25 

022-278-1422

仙台二高
ハンドボール部
北陵会 

ハンドボール部 
菅間　　進
（高21）

中鉢　貴省
（高48）

〒980-0014
仙台市青葉区本町１-12-12
ＧＭビルディング９Ｆ

022-796-9411

仙台二高
バスケットボール部
北陵会

バスケットボール部
萩原　邦明
（高４）

佐藤　宣男
（高16）

〒981-0961
仙台市青葉区桜ヶ丘1-3-15

022-278-7458

仙台二高
バスケットボール部
東京北陵会

バスケットボール部
太田　一彦
（高23）

遠藤　英司
（高38）

〒165-0035
東京都中野区白鷺3-22-7-117

080-1133-3072

サッカー部
菊田　　久
（高25）

菊田　　久
（高25）

〒963-0006
仙台市宮城野区白鳥2-26-24

022-258-2287

仙台二高ラグビー部
OB会

ラグビー部
本吉　和康
（高11）

桂島　　猛
（高34）

〒981-3332
富谷町明石台5-41-1

022-776-1364

北陵騎士の会 フェンシング部
小栗　康次
（高13）

秋保　茂樹
（高32）

〒021-0866
岩手県一関市南新町55

0191-32-5105

ヨット部 未定
奥野　誠也
（高22）

〒981-1304
志田郡松山町千石本丸49桃源院

090-6149-0002

仙台二高スキー部
北陵会 

スキー部
前田　弘毅
（高28）

斎藤　雅人
（高34）

〒981-0953
仙台市青葉区西勝山7-2

022-719-3282

仙台二高陸友会 陸上競技部
宮崎　幹男
（高12）

加瀬　延男
（高16）

022-287-3901

仙台二高北陵柔道会 柔道部
佐々木優登
（高16）

鈴木　　裕
（高27）

〒984-0836
青葉区新坂町3-19

022-271-3682

仙台二高剣道部
OB会

剣道部
菅野　　敦
（高41）

堀之内優樹
（高44）

〒989-0225
白石市東町2-5-28-102

0224-25-9924

仙台二高弓道部
OB会

弓道部
中村　光雄
（中42）

山口　哲男
（高20）

〒980-0804
仙台市青葉区大町2-15-40

022-223-1618

仙台二高OB山の会 山岳部
三浦　康宏
（高31）

三浦　康宏
（高31）

〒981-3362
富谷町日吉台1-3-2

022-358-9452

仙台二高
バドミントン部OB会

バドミントン部 未定
宍戸　義一
（高22）

〒981-0952
仙台市青葉区中山7-14-8

022-278-4448

卓球部
金子　　榮
（高２）

鈴木　　登
（高17）

〒983-0826
仙台市宮城野区鶴ヶ谷東3-14-19

022-252-4216

バレーボール部
北陵会

バレーボール部
佐野　　崇
（高４）

阿部広太郎  
（高40）

〒982-0011
仙台市太白区長町3-4-16-1001

022-308-3551

宮城県
仙台第二高等学校
合気道部同窓会

合気道部
岡崎　　信
（高20）

吉田　信彌
（高22）
進藤　　遼
（高60）

〒980-8631
仙台市青葉区川内澱橋通１番地
宮城県仙台第二高等学校
合気道部顧問担当教諭気付

022-221-5626
（仙台二高）
0224-25-0024

仙台二高
空手部OB会

空手部
渡辺　秀樹
（高56）

仙台二高応援団
幹部OB会

応援団
田中於莵彦
（高15）

田中於莵彦
（高15）

〒986-0912
仙台市青葉区天守台 青葉城本丸会館

022-222-0218

二吹会
吹奏楽部
（ブラスバンド部）

龍田　正隆
（高11）

但木　　均
（高22）

〒981-0912
仙台市青葉区堤町1-1-1-1201

022-717-3507

演劇部
西條　昭将
（高15）

西條　昭将
（高15）

〒191-0053
東京都日野市豊田2-3-12

042-583-4997

写真部
伊勢　隆一
（高19）

伊勢　隆一
（高19）

〒980-0801
仙台市青葉区木町通1-6-32

022-222-1720

事務局

※他の運動部、文化部の情報をお寄せください。

　【連絡先】　仙台二高同窓会活性化担当副会長　鈴木　誠一

  仙台二高同窓会事務局  〒980－8631　仙台市青葉区川内澱橋通1　

     TEL／022－221－5651　FAX022－221－5686

     Eメール／ qqnt4329@wonder.ocn.ne.jp

     同窓会ML／nikodousoukai@googlegroups.com（詳しくはp32）
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平成27年度　年間行事予定
４月28日 火 大運動会（活動助成） 本校校庭

５月１日 金 創立 115 周年記念講演会　　産総研理事長　高 18 回　中鉢　良治　氏 本校講堂 13時15分

５月10日 土 定期戦祝勝会 ＫＯＢＯスタ宮城 16時00分

５月24日 日 対一高同窓会ゴルフ対抗戦 仙台CC名取コース

６月１日 月 同窓会報第 48 号発刊

６月11日 木 当番回期第一回打ち合わせ会（高 26、27、38、39、50、51 回） 北陵館 19時30分

６月14日 日 第一回評議員会 江陽グランドホテル 16時00分

６月24日 水 当番回期第二回打ち合わせ会（高 26、27、38、39、50、51 回） 北陵館 19時30分

７月４日 土 校内ツアー・総　会　　講演会：グラブ活動後援会への寄付 江陽グランドホテル 17時00分

９月５日 土
北陵祭（同窓会ブース開設） 仙台二高

９月６日 日

11月11日 水 当番回期・ＰＴＡ役員第一回打ち合わせ会（高 27、28、39、40、51、52 回） 北陵館 18時30分

12月９日 水 当番回期・ＰＴＡ役員第二回打ち合わせ会（高 27、28、39、40、51、52 回） 江陽グランドホテル 18時30分

１月13日 水 当番回期・ＰＴＡ合同第三回打ち合わせ会（高 27、28、39、40、51、52 回） 北陵館 18時30分

１月22日 金 ＰＴＡ同窓会合同懇親会 江陽グランドホテル 18時00分

２月29日 月 同窓会入会式 本校講堂 10時00分

理事会開催（4/23、5/13、6/11、7/1、8/12、9/16、10/14、11/18、12/16、1/20、2/17、3/16） 北陵館・画像検診クリニック会議室

◆定期戦祝勝会やゴルフ対抗戦などのイベントは、時期が近づくとホームページやメール等でご案内をします。また、初冬に発行予定の

ニュースレター（仮称）でもご案内しますので、奮ってご参加下さい。

◆今年度の評議員会は同窓会報発刊後に開催されるため、例年掲載している「一般会計平成26年度収支決算報告ならびに平
成27年度予算案」は本号には掲載せず、12月発行予定の北陵ニュースレターに載せますのでご了承ください。

◆上記行事予定も評議員会の承認を受けてません。あくまでも参考として掲載しますので、併せてご了承下さい。

評議員名簿

◆評議員が２名制になっています

　平成25年度の総会後から、各回期の評議員が２名となりました。まだ選出されていない回期の方は、お早めに選出していただき、事務局

までご一報下さい。

回期 氏　　名

中40 桂　　重俊

中41 欠員

中42
和賀井敏夫

南條　信郎

中43 欠員

中44 石井　敏夫

中45 欠員

中46 桃生　和夫

中47 平塚　良治

高１ 欠員

高２
朝倉　　亮

吉田　敏樹

高３
高橋　正道

安達　　剛

高４ 毛呂　達夫

高５ 小金澤紀光

高６
土岐　満夫

大友　一郎

高７
中谷　義信

藤野　尚之

高８
小山　明恒

後藤　　潮

高９
渡辺　和彦

相澤美智雄

高10
四倉　政美

三井　　肇

高11 高石　祥二

高12 米竹　　隆

回期 氏　　名

高13
志賀　従興

菅野　昭雄

高14 磐井　　裕

高15 近藤　尚武

高16
植田　俊之

坂本　正憲

高17
高橋　　賢

山田　信一

高18
梅津　珪三

渡辺　康之

高19
庄子　友康

遠藤　謙治

高20
半田　　賢

中島　俊和

高21
内藤　清秀

吉田憲三郎

高22
菊田　健三

熊谷　晴樹

高23
大友　史祥

小野寺満明

高24
沼倉　和彦

二本柳　基

高25
斎　　基之

原　　敏紀

高26
木村　　清

角田　　哲

高27 鈴木　　裕

高28 岡崎　正行

回期 氏　　名

高28 鵜飼　克明

高29
稲辺　和彦

永見　幸久

高30 渡邉　善夫

高31 太田　康裕

高32 和賀　久佳

高33
松谷　秀則

結城　道広

高34
平野　　豊

千葉　敏彦

高35
菊地　　徹

今野　明典

高36
柳　　雅裕

首藤　雅浩

高37
天江新太郎

木村　光博

高38 長谷川清人

高39 日下　　開

高40 大久　　耕

高41
菅沼　恵一

利　　大作

高42 中久喜英夫

高43 渡邊　勝宏

高44 田所　直希

高45 花本耕之助

高46 小野　光利

高47 八谷　　豊

高48 大張　慎悟

回期 氏　　名

高48 武田　力也

高49
落合　和希

高田　雄史

高50 橘　　大介

高51 平山　雅史

高52 欠員

高53 栗原　慶太

高54 三嶋　廣人

高55 千葉　祐介

高56 武藤　　卓

高57 京極　自源

高58 相場　　峻

高59 蔡　　優広

高60 柴又　賢史

高61 日置壮一郎

高62 添田　敏寛

高63 佐久間俊平

高64
深松　　栞

徳永　航平

高65
佐渡　恵奈

佐藤　泰史

高66
鈴木　小夜

坂元　宏司

高67
鈴木　麻優

齋藤　　樹
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次
項
に
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
同
窓
会
合
同
新
年

懇
親
会
で
話
題
と
な
っ
た
、

「
二
高
生
の
意
識
調
査
結
果
」

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
同
窓
会

合
同
新
年
懇
親
会

の
ご
案
内

　
平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
二
日

（
金
）
に
、
恒
例
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
同

窓
会
合
同
新
年
懇
親
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
会
場
は
、
例
年
ど
お
り
、
江
陽

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
調
整
中
で

す
。

　
詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
ご
案
内
す
る
予
定
で

す
。

　
今
か
ら
日
程
を
空
け
て
お
い
て

い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

理
事
会
等

記

録

イ
ベ
ン
ト

報

告

●
平
成
二
十
六
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
同
窓
会

合
同
新
年
懇
親
会
報
告

　
恒
例
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
同
窓
会
合
同
新
年

懇
親
会
（
Ｐ
Ｔ
同
懇
）
が
平
成
二
十
七

年
一
月
二
十
三
日
（
金
）
江
陽
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
一
一
三
名
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
筆
す
べ
き
は
、
今
ま
で
父
兄
の
参

加
者
が
少
な
く
参
加
し
て
も
ビ
ジ
タ
ー

的
な
存
在
だ
っ
た
も
の
を
、
今
回
は
合

同
主
催
者
と
し
て
参
加
の
呼
び
か
け
だ

け
で
は
な
く
企
画
の
段
階
か
ら
打
合
せ

に
入
っ
て
貰
っ
た
と
い
う
点
で
し
た
。

そ
の
表
れ
と
し
て
懇
親
会
の
司
会
は
当

番
回
期
か
ら
高
二
十
六
回
の
阿
部
孝
一

氏
と
Ｐ
（
父
母
）
か
ら
長
谷
川
友
子
さ

ん
の
二
人
制
で
担
当
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
も
P
の
出
番
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

と
り
わ
け
一
、
二
年
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力

に
よ
り
実
施
し
た
一
、
二
年
の
生
徒
の

「
二
高
生
と
し
て
の
意
識
調
査
結
果
」

平
成
二
十
六
年
十
月
十
五
日
（
木
）

・
Ｐ
Ｔ
同
懇
当
番
幹
事
と
の
打
合
せ

・
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
進
捗
状
況

・
在
京
同
窓
会
総
会
報
告

・
亘
理
支
部
総
会
報
告

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
九
日
（
水
）

・
Ｐ
Ｔ
同
懇
当
番
幹
事
と
の
打
合
せ

・
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
進
捗
状
況

・
叙
勲
の
紹
介

・
東
海
支
部
、
県
庁
養
賢
会
総
会
報
告

・
合
気
道
部
Ｏ
Ｂ
会
設
立
総
会
報
告

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
一
日
（
水
）

・
Ｐ
Ｔ
同
懇

・
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
進
捗
状
況

・
総
会
・
Ｐ
Ｔ
同
懇
で
の
叙
勲
者
等
の

処
遇
に
関
す
る
内
規

・
広
島
支
部
の
休
止

・
中
四
十
二
回
評
議
員

・
故
菊
地
喬
様
か
ら
の
ご
寄
附
の
取
り

扱
い

・
仙
教
委
北
陵
会
、
塩
釜
支
部
、
福
島

支
部
総
会
報
告

・
岩
手
在
住
一
・
二
高
合
同
懇
親
会
報

告
平
成
二
十
七
年
一
月
十
五
日
（
木
）

・
Ｐ
Ｔ
同
懇

・
専
門
委
員
会
の
立
ち
上
げ

・
平
成
二
十
六
年
度
卒
業
式

・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
照
明
設
置

平
成
二
十
七
年
二
月
十
二
日
（
木
）

・
Ｐ
Ｔ
同
懇
の
総
括

・
次
期
理
事
改
選
の
手
続
き

・
専
門
委
員
会
の
立
ち
上
げ

・
故
菊
地
喬
様
か
ら
の
ご
寄
附
の
取
り

扱
い

・
同
窓
会
入
会
式

平
成
二
十
七
年
三
月
十
二
日
（
木
）

・
次
期
理
事
改
選
の
手
続
き

・
理
事
会
内
委
員
会
構
成

・
東
日
本
大
震
災
　
鎮
魂
と
追
悼
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
建
立
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
卒
業
生
の
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

・
化
学
部
へ
の
報
奨
金

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
三
日
（
木
）

・
次
期
理
事
改
選
の
手
続
き

・
新
年
度
の
会
務
分
担

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
五
日
（
水
）

・
故
菊
地
喬
様
か
ら
の
ご
寄
附
の
取
り

扱
い

・
総
会
の
議
事
整
理

・
岩
手
支
部
総
会
報
告

平
成
二
十
六
年
七
月
三
十
日
（
水
）

・
総
会
、
懇
親
会
の
総
括
　

・
会
則
の
横
書
き
化

・
総
会
で
の
ク
ッ
キ
ー
販
売

・
海
外
在
住
同
窓
生
へ
の
会
報
送
付

・
後
援
依
頼
の
取
扱
い

・
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

・
北
陵
祭
の
同
窓
会
ブ
ー
ス

・
故
菊
地
喬
様
か
ら
の
ご
寄
附
の
取
り

扱
い

・
北
陵
ド
ク
タ
ー
倶
楽
部
設
立
総
会
報

告
・
仙
台
市
役
所
北
陵
会
、
岩
沼
支
部
総

会
報
告

・
山
形
支
部
設
立
総
会
報
告

平
成
二
十
六
年
八
月
十
九
日
（
火
）

・
北
陵
祭
の
同
窓
会
ブ
ー
ス

・
会
則
の
横
書
き
化

・
囲
碁
部
全
国
優
勝
の
特
別
表
彰

　
（
五
万
円
）

・
ク
ラ
ブ
活
動
後
援
会
へ
の
寄
付

　
（
百
万
円
）

・
関
西
北
陵
会
総
会
報
告

平
成
二
十
六
年
九
月
十
八
日
（
木
）

・
北
陵
祭
同
窓
会
ブ
ー
ス
運
営
の
総
括

・
Ｐ
Ｔ
同
懇

・
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
進
捗
状
況

・
第
一
回
評
議
員
会
の
日
程
、
議
案

・
平
成
二
十
七
年
度
行
事
計
画

・
同
窓
会
報
編
集

・
同
窓
会
費
納
入
頭
打
ち
対
策

・
総
会
の
準
備
日
程

・
部
活
動
補
助
金
の
使
途

の
発
表
に
は
全
参
加
者
が
釘
付
け
に
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
校
歌
斉
唱
で
は
高
６
回
の
小

畑
章
氏（
フ
ル
ー
ト
）、横
山
尚
平
氏（
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
）
が
伴
奏
す
る
な
ど
今
ま

で
と
は
違
う
趣
向
に
会
場
が
沸
き
ま
し

た
。

　
今
回
の
懇
親
会
の
当
番
回
期
は
高
26

回
を
筆
頭
に
38
回
、
50
回
が
当
た
り
、

中
で
も
26
回
は
角
田
哲
氏
、
早
川
正
秀

氏
、
木
村
清
氏
を
中
心
に
企
画
、
動
員
、

進
行
と
精
力
的
に
携
わ
り
ま
し
た
。
特

に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
抽
選
会
で
は
早

川
正
秀
氏
が
「
寅
さ
ん
」
に
扮
し
て
軽

妙
洒
脱
に
当
選
番
号
を
読
み
上
げ
大
盛

り
上
が
り
で
し
た
。
当
番
回
期
の
メ
ン

バ
ー
を
は
じ
め
父
母
の
方
々
、
校
内
幹

事
の
先
生
方
に
は
大
変
ご
苦
労
様
で
し

た
。

　
今
回
の
当
番
回
期
は
今
年
七
月
に
行

わ
れ
る
総
会
ま
で
が
担
当
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
次
年
度
の
回
期
の
メ

ン
バ
ー
（
高
27
・
39
・
51
回
）
と
も
協

力
し
合
っ
て
更
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

く
よ
う
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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二高生の意識調査結果

　今年のＰＴＡ同窓会合同懇親会で、ＰＴＡ企画として「第１学年＆第２学年　ハイスクールライフ　現状と意識

度アンケート」の調査結果が発表されました。これは大井同窓会長から千葉ＰＴＡ会長へのお声掛けにより実現し

たものです。この懇親会を盛り上げるため、同窓会側の企画は毎年行われていましたが、ＰＴＡ側の企画は初めて

で大変素晴らしいものでした。

　ここにその一部を紹介します。

　対象は１・２年生 649 名で、回答者数は 578 名（89％）でした。内容は「総論編」「勉強編」「部活動編」「一般生活編」

「家庭編」「恋愛編」「高校生としての自覚編」「未来への展望編」の項目に分けた、合計 30 問です。

●学校生活は楽しいですか

楽しい時もあれば、苦しい時もある 286 人、楽しい 256 人。この２項目で 94％に達しています。

楽しくない 18 人、苦しい 14 人で、５％の生徒がハイスクールライフをエンジョイできていないようです。

苦しみながらも楽しい、それでこそ二高生。好ましい結果ではないでしょうか。

●行事の中で最も印象的なものは何ですか？

定期戦 37％、応援練習 17％、北稜祭 23％、登山 15％

定期戦と応援練習が断トツで合計 54％です。登山もあわせて「洗礼」されるのですね。

●将来どんな人物になりたいですか

多い方から順に「自分の特性を生かした分野で活躍したい」「平凡でも穏やかな人生を生きていきたい」「安定志

向の職業に就きたい」「研究者や専門職に就きたい」「世界を飛び回る国際人になる」「日本の将来を担う各分野の

リーダーになり、日本を背負いたつ」「まだわからない」そして最後が「親のような人生を送りたい」でした。「世

界を飛び回る国際人になる」では、英語が得意な女子が多い結果となりました。

●将来なりたい職業は決まっていますか

はい（35％）、いいえ（64％）、無回答（１％）

「はい」が少ないのが残念ですが、自分の無限の可能性を探っている、ということでしょう。

はい、の中で具体的に書いてきたのは

医療関係（医者、薬剤師等）、外交官、税理士、技術者、宇宙物理学者、研究者、経営者、パイロット、アナウン

サー、建築家、作家、作曲家、デザイナー、公務員、教師、石油王、サッカー選手の代理人です。石油王という

のは、創立記念日に講演をしていただいた鈴木勝王さん（高 16、元 JAPEX社長）の影響だと思います。

●今の日本の良いところは何だと思いますか

多い順に「食文化」「医療」「科学技術」「漫画・アニメ」「伝統文化」「国民性」「音楽」「言葉」「風土」「ＩＴ関連」です。

100 人以下だったのは、スポーツ、映画、憲法、福祉、教育、工業生産。更に 25 人以下が経済、政治となりました。

日本の政治を良いと思っている生徒はたった 10 人です。

同窓生諸兄の時代とはずいぶん変わったと思いますが、よく時代を反映していると思います。

●今の日本の替えたいところはありますか

ある（47％）、ない（57％）、無回答（7％）

　「ある」の具体的内容は、政治、文化学問、教育、財政・税、医療福祉、意識　等でした。

●自分は将来、社会のリーダーとして活躍すると思いますか？

ＮＯ 28％、無回答 47％ですが、ＹＥＳが 25％です。二高生の未来に期待しましょう。

　このアンケートのために、ＰＴＡの佐藤哲也二学年委員長、千葉真己恵一学年委員長を中心に、一・二学年のＰ

ＴＡ研修委員の皆さまに、問題の作成から集計、プレゼンテーション資料作成まで、長時間にわたり多量の作業を

していただきました。そのご労苦に対し、心より感謝申し上げますとともに、素晴らしい発表に拍手を送りたいと

思います。ありがとうございました。
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平
成
二
十
七
年
五
月
九
日
（
土
）
に

コ
ボ
ス
タ
宮
城
に
お
い
て
、
戦
後
七
十

回
目
の
仙
台
二
高
・
一
高
硬
式
野
球
定

期
戦
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  

昨
年
は
、
二
高
が
「
歴
史
的
」
と
も

言
え
る
大
逆
転
勝
利
を
納
め
、
大
い
に

溜
飲
を
下
げ
ま
し
た
。
連
勝
を
か
け
た

今
年
の
一
戦
は
、
一
高
に
先
制
さ
れ
て

も
す
ぐ
に
追
い
つ
く
、
序
盤
か
ら
一
点

を
争
う
試
合
展
開
と
な
り
ま
し
た
。
試

合
途
中
か
ら
小
雨
が
降
る
中
、
二
高
生

は
声
の
限
り
に
応
援
し
ま
し
た
が
、
七

回
に
三
点
を
入
れ
ら
れ
九
回
に
は
ダ
メ

押
し
の
一
点
を
追
加
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
、
九
回
裏
の
攻
撃
で

は
満
塁
ま
で
粘
り
ま
し
た
が
、
あ
と
一

定 

期 

戦

平
成
二
十
七
年
度

　
入
　
学
　
式

平
成
二
十
六
年
度

　
同
窓
会
入
会
式

　
四
月
八
日
（
水
）
平
成
二
十
七
年
度

の
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
男
子

一
九
六
名
、
女
子
一
二
四
名
の
三
二
〇

名
の
新
二
高
生
の
誕
生
で
す
。

　
渡
邉
幸
雄
校
長
（
高
26
回
）
に
よ
る

式
辞
の
後
、
新
入
生
代
表
の
北
山
　
拓

君
の
力
強
い
宣
誓
が
あ
り
、
続
い
て
千

葉
敏
彦
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
（
高
34
回
）、
大

井
龍
司
同
窓
会
会
長
（
高
10
回
）
の
お

二
人
か
ら
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
大
井

会
長
か
ら
は
、
①
創
立
一
一
五
周
年
を

数
え
る
仙
台
二
高
の
輝
か
し
い
伝
統
を

守
る
た
め
に
は
、
単
に
引
き
継
ぐ
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
更
に
高
め
る
よ
う

努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
心
に
刻
ん

で
欲
し
い
。
②
二
高
は
単
に
進
学
の
た

め
の
学
校
で
は
な
く
、
全
人
的
な
教
育

を
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
勉
強
だ
け

で
な
く
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
経
験

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
性
が
拡
が
り

能
力
を
高
め
、
卒
業
時
に
は
「
我
、
何

を
な
す
べ
き
か
」
と
い
う
人
生
の
目
標

　
卒
業
式
を
目
前
に
控
え
た
二
月

二
十
七
日
（
金
）、
大
井
会
長
以
下
理

事
会
メ
ン
バ
ー
と
各
回
期
評
議
員
併
せ

十
五
名
が
参
列
し
て
高
六
十
七
回
生

三
一
二
名
の
同
窓
会
入
会
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
大
井
会
長
は
「
諸
君
の
同
窓
会
へ
の

入
会
を
歓
迎
す
る
。
今
後
と
も
母
校
へ

の
愛
校
心
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。」

と
挨
拶
。
会
長
か
ら
代
表
の
鈴
木
麻
優

さ
ん
（
新
評
議
員
）
に
卒
業
記
念
品

（
電
波
時
計
と
卒
業
証
書
を
入
れ
る
筒
）

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
枡
澤
副
会
長
か

ら
同
窓
会
の
概
要
説
明
の
後
、
会
長
か

ら
評
議
員
・
常
任
委
員
の
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
、
代
表
し
て
新
評
議
員
の
齋
藤
　

樹
君
（
前
応
援
団
長
）
が
「
伝
統
あ
る

二
高
惜
敗
！

新評議員・常任委員の面々（同窓会入会式後）

在籍生徒数 平成27年４月８日 現在

普通科１学年８クラス（定員320名）

１年 320 名
男子 196 名、

女子 124 名 

２年 322 名
男子 192 名、

女子 130 名 

３年 326 名
男子 203 名、

女子 123 名 

計 968 名
男子 591 名、

女子 377 名 

二
高
同
窓
会
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き

光
栄
に
思
い
、
誇
り
を
も
っ
て
前
進
し

て
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
二
人
の
新
評
議
員
の
ほ
か
次

の
七
名
が
常
任
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

（
常
任
委
員
） 

藤
沢
　
留
美

佐
藤
　
真
穂
・
渡
邉
　
千
寛

藤
波
　
裕
太
・
澤
田
　
万
尋

大
友
　
拓
海
・
加
納
　
　
伸

を
見
つ
け
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
欲
し

い
。
③
孔
子
の
「
苗
に
し
て
秀
で
ざ
る

も
の
あ
り
、
秀
で
て
実
ら
ざ
る
も
の
あ

り
」
と
い
う
言
葉
を
引
い
て
日
々
の
努

力
が
大
切
で
あ
る
。
と
い
う
お
祝
い
と

励
ま
し
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、
新
入
生
一

同
引
き
締
ま
っ
た
顔
で
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　（
理
事
会
）

入学式

　
三
月
一
日
（
日
）
平
成
二
十
六
年
度

第
六
十
七
回
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
男
子
一
八
六
名
、
女
子
一
二
六
名

の
計
三
一
二
名
が
学
び
舎
を
巣
立
ち
ま

し
た
。

　
大
井
会
長
は
卒
業
生
諸
君
に
「
夢

は
逃
げ
な
い
。
逃
げ
る
の
は
自
分
で

あ
る
。」
と
い
う
あ
る
作
家
の
言
葉
を

紹
介
し
、「
人
生
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
で

こ
の
言
葉
を
思
い
起
こ
し
、
夢
の
実
現

に
向
け
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
将

来
、
仙
台
二
高
卒
業
生
と
し
て
悔
い
の

な
い
人
生
を
歩
ん
で
欲
し
い
。
願
わ
く

は
、
各
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
こ
の
国

を
引
っ
張
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
。ま
た
、

一
同
窓
生
と
し
て
是
非
、
同
窓
会
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
国
、
内
外
で

活
躍
し
て
い
る
素
晴
ら
し
い
先
輩
諸
兄

と
誼
を
通
じ
て
、人
間
と
し
て
の
深
さ
、

幅
を
広
げ
て
欲
し
い
。」
と
は
な
む
け

の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
度

　
第
67
回
卒
業
式

卒業式



同　　窓　　会　　報 【  20 】平成27年６月１日第  48 号

３部定期戦結果速報

バレーボール  二高 ３－０ 一高  ＜勝ち＞

柔道  二高 一高3人残し 一高  ＜負け＞

バスケットボール  二高 80－85 一高  ＜負け＞

試 合 結 果

未

平成27年度  同窓会総会のご案内

1．日　　時：平成27年７月４日（土）　総　　会17時（受付開始は16時30分）

  　特別講演17時45分

  　懇 親 会19時00分

2．場　　所：江陽グランドホテル≪地下鉄広瀬通下車　西１番出口徒歩０分≫

 TEL：022－267－5111

3．懇親会費：6,000円（学生の方は2,000円）

4．申込締切：６月26日（金）

★懇親会費は当日、会場でお支払い下さい。

★出席申込は、下記の申込先へFAX、電話又はＥメールでお願いします。

5．申 込 先：〒980－8631　仙台市青葉区川内澱橋通1

  仙台二高同窓会事務局  TEL　022－221－5651　FAX022－221－5686

    Eメール　qqnt4329@wonder.ocn.ne.jp

6．当番回期：高26、27、38、39、50、51回

  上記回期の方々は評議員、常任委員を中心にご協力をお願いします。

7．関連企画

・懇親会アトラクション

常磐木学園フラガール愛好会

顧問　横山ゆかり先生のもと、12名の乙女が出演します

第２回フラガールズ甲子園優勝！突然会場が南国ムードあふれるナイアガラガー

デンに早変わり。会食がより一層美味しくなります！！

・パネルディスカッション

「応援団幹部という生き方」

42年前の応援団幹部が当時の思い出とその後の人生を語ります。

パネラーは応援団長（千葉和俊氏・高26）、副団長（池田明史氏・高26）、幹事長（伊

藤豊氏・高26）の３名、コーディネーターは阿部孝一氏（高26）です。

・母校案内ツアー（当日総会前実施：二高正面玄関前15時集合）

同期の方、クラブの方、お誘い会わせの上、多数ご参加ください。

本
が
出
ず
２
―
７
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
戦
後
の
対
戦
成
績
は
、
二
高

の
30
勝
31
敗
９
分
と
な
り
ま
し
た
。
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平成26年度　同窓会費納入状況

同窓会費納入及び、納入額ベスト10回期の推移

　
昨
年
度
は
会
費
に
つ
い
て
の
目
標
を

会
報
発
送
者
一
四
七
四
〇
人
に
対
し
納

入
者
数
三
四
〇
〇
人
（
会
報
発
送
者
数

の
23
％
）、
納
入
額
を
一
〇
二
〇
万
円

と
設
定
し
、
会
員
の
皆
さ
ん
へ
会
報
や

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト
で
納
入
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
後

一
歩
の
と
こ
ろ
で
目
標
未
達
と
言
う
残

念
な
結
果
に
終
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
平
成
二
十
四
年
以
降
、
納
入
率
は

回
復
基
調
に
あ
り
、
そ
の
目
標
も
皆
さ

ん
の
ご
協
力
で
遠
か
ら
ず
達
成
さ
れ
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
特
に
卒
業

回
期
が
60
回
以
降
の
若
手
Ｏ
Ｂ
の
納
入

率
が
比
較
的
高
い
こ
と
は
心
強
い
所
で

す
。

　
ま
た
、
資
料
で
も
わ
か
る
よ
う
に
七

年
間
連
続
し
て
ベ
ス
ト
10
入
り
し
て
い

る
回
期
が
高
11
回
を
は
じ
め
と
し
て
高

10
、
12
、
14
回
の
四
回
期
あ
り
、
高
４
、

６
、
８
、
15
回
も
大
き
な
貢
献
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
こ
の

場
を
借
り
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
更
に
こ
の
三
年
間
で
は
高
21
、
22

回
が
連
続
し
て
ベ
ス
ト
10
入
り
し
、
新

し
い
勢
い
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
同
窓
会
の
運
営
は

全
て
会
費
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お

会

費

納

入

に

つ

い

て

り
、
活
性
化
の
指
標
と
し
て
も
納
入
額

は
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
理

事
会
と
し
て
は
こ
れ
か
ら
も
日
本
一
の

同
窓
会
を
目
指
し
て
活
動
を
続
け
て
行

く
所
存
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
一
人
で

も
多
く
会
費
を
収
め
て
い
た
だ
く
よ
う

切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
お
気
持
ち

は
あ
り
な
が
ら
お
忘
れ
の
方
が
多
数
お

ら
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
ど
う
か

身
近
の
会
員
相
互
に
お
声
が
け
を
頂
き

な
が
ら
納
入
促
進
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。［

納
入
方
法
］

　
会
報
に
同
封
し
た
振
込
用
紙
を

お
使
い
く
だ
さ
い
。
郵
便
局
、
銀

行
両
方
で
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た

下
記
の
銀
行
口
座
に
お
振
込
み
い

た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
そ
の
際

は
振
込
手
数
料
を
差
し
引
い
て
い

た
だ
き
、お
名
前
と
卒
業
回
期
（
あ

る
い
は
卒
業
年
）
を
ご
記
入
願
い

ま
す
。

［
振
込
先
］

◇
七
十
七
銀
行
　
芭
蕉
の
辻
支
店

　
普
通
口
座

　
口
座
番
号
　
〇
〇
九
七
八
四
五

　
宮
城
県
仙
台
第
二
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
窓
会

　
会
長
　
大
井
　
龍
司

会
費
納
入
状
況
の
推
移

並
び
に
会
費
納
入
の
お
願
い

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

納入総額 8,608,000 7,998,000 9,189,000 9,045,000 9,571,000 9,873,000 9,597,100

納入者数 2,869 2,666 3,057 3,015 3,190 3,289 3,199

順位／１ 高８ 334,000 高11 339,000 高11 318,000 高11 354,000 高11 363,000 高11 342,000 高11 324,000

２ 高11 333,000 高６ 264,000 高４ 255,000 高10 285,000 高10 309,000 高22 303,000 高22 312,000

３ 高60 291,000 高４ 249,000 高14 252,000 高14 285,000 高64 285,000 高10 288,000 高10 291,000

４ 高10 270,000 高９ 246,000 高４ 234,000 高４ 261,000 高14 282,000 高12 282,000 高21 267,000

５ 高６ 258,000 高10 243,000 高10 231,000 高９ 252,000 高12 276,000 高14 276,000 高14 258,100

６ 高14 258,000 高14 243,000 高９ 225,000 高12 252,000 高４ 264,000 高４ 258,000 高18 258,000

７ 高９ 249,000 高12 225,000 高15 222,000 高６ 243,000 高21 258,000 高15 258,000 高４ 255,000

８ 高12 207,000 高５ 222,000 高３ 216,000 高８ 234,000 高64 252,000 高21 258,000 高12 255,000

９ 高16 207,000 高８ 216,000 高12 213,000 高15 231,000 高９ 252,000 高65 255,000 高66 249,000

10 高15 201,000 高61 210,000 高５ 192,000 高３ 225,000 高22 252,000
高６ 252,000

高15 243,000
高17 252,000

2,608,000 2,457,000 2,358,000 2,622,000 2,793,000 2,772,000 2,712,100

回期
会報

発送数
口数 入金額

中 28 0 0 0

29 1 0 0

30 0 1 3,000

31 0 0 0

32 1 1 3,000

33 1 1 3,000

34 2 4 12,000

35 2 0 0

36 2 1 3,000

37 1 2 6,000

38 1 3 9,000

39 1 8 24,000

40 30 7 21,000

41 28 8 24,000

42 34 15 45,000

43 38 14 42,000

44 54 25 75,000

45 52 20 60,000

46 70 24 72,000

47 78 23 76,000

高１ 81 23 69,000

2 115 41 123,000

回期
会報

発送数
口数 入金額

3 134 65 195,000

4 156 85 255,000

5 152 67 201,000

6 177 80 240,000

7 141 61 183,000

8 177 65 195,000

9 189 77 231,000

10 206 97 291,000

11 216 108 324,000

12 228 85 255,000

13 196 68 204,000

14 213 87 258,100

15 208 81 243,000

16 212 78 234,000

17 218 79 237,000

18 208 86 258,000

19 177 71 213,000

20 181 60 180,000

21 239 89 267,000

22 266 104 312,000

23 180 63 189,000

24 188 52 156,000

回期
会報

発送数
口数 入金額

25 198 63 189,000

26 200 59 177,000

27 207 39 117,000

28 185 46 138,000

29 180 32 96,000

30 189 42 126,000

31 175 30 90,000

32 216 47 141,000

33 197 43 129,000

34 189 31 93,000

35 193 35 105,000

36 191 37 111,000

37 191 29 87,000

38 179 25 75,000

39 185 26 78,000

40 202 29 87,000

41 200 19 57,000

42 217 16 48,000

43 188 20 60,000

44 183 15 45,000

45 219 16 48,000

46 207 23 69,000

回期
会報

発送数
口数 入金額

47 227 17 51,000

48 218 18 54,000

49 221 19 57,000

50 187 16 48,000

51 193 17 51,000

52 188 13 39,000

53 205 13 39,000

54 226 13 39,000

55 201 18 54,000

56 221 21 63,000

57 222 18 54,000

58 229 16 48,000

59 254 22 66,000

60 261 34 102,000

61 263 29 87,000

62 269 27 81,000

63 278 36 108,000

64 282 45 135,000

65 308 69 207,000

66 291 83 249,000

回期記載なし 8,000 円

合計 9,597,100 円
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モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
建
立
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
ご
協
力
を
！

　
こ
の
度
、官
民
が
一
体
と
な
っ
た「
東

日
本
大
震
災 

鎮
魂
と
追
悼
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト 

建
立
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
立

ち
上
が
り
、
そ
の
彫
刻
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

（
風
の
環 3.11 

絆
）
の
制
作
が
、
現
在

ロ
ー
マ
在
住
の
世
界
的
彫
刻
家
・
画
家

で
、
母
校
の
同
窓
生
で
も
あ
る
武
藤
順

九
氏
（
高
20
回
）
が
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
同
窓
会
理
事
会
と
し
て

は
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
を
認

め
、
同
窓
生
に
幅
広
く
支
援
・
協
力
を

呼
び
か
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
な
お

武
藤
氏
に
も
、
そ
の
旨
を
お
伝
え
し
て

い
ま
す
。
こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
本
年

九
月
か
ら
イ
タ
リ
ア
の
氏
の
工
房
で
一

年
か
け
て
制
作
、
完
成
後
宮
城
野
区
の

夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ
敷
地
内
に
仮
設
置
予

定
。
最
終
的
に
は
石
巻
市
に
計
画
さ
れ

て
い
る
復
興
祈
念
公
園
に
設
置
さ
れ
ま

す
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
期
間
は
復
興

祈
念
公
園
計
画
の
進
捗
次
第
で
数
年

間
、
寄
付
は
百
円
か
ら
受
付
け
る
と

の
こ
と
。
振
込
口
座
は
「
七
十
七
銀
行 

本
店
営
業
部 

普
通
口
座 8012008 

モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
建
立
（
コ
ン
リ
ュ
ウ
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

　
事
務
局

　
電
話

　022

ー721

ー4311

　F
A

X

　022

ー211

ー4437

　
Ｅ
メ
ー
ル

　3.11.m
o
n
u
m

en
t@

g
m

a
il.co

m

　　
同
窓
会
と
し
て
は
、
総
会
な
ど
の

行
事
の
際
、
受
付
にB

o
x

を
設
置
し
、

ご
寄
付
に
備
え
ま
す
。
多
く
の
同
窓
生

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
理
事
会
）                                               

　「
副
会
長
退
任
の
ご
挨
拶
と
御
礼
」

副
会
長
　
鈴
木
　
誠
一
（
高
22
回
）

　
　
仙
台
二
高
同
窓
会
活
性
化
担
当
副

会
長
の
高
22
回
卒
、
鈴
木
誠
一
で
す
。

こ
の
た
び
、
七
月
四
日
（
土
）
仙
台
二

高
同
窓
会
総
会
を
も
っ
て
、
退
任
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
年
か
ら
七
年
の
長
き
に
わ

た
っ
て
、
母
校
仙
台
二
高
の
理
事
の
一

人
と
し
て
、
同
窓
会
の
活
性
化
の
一
助

を
担
え
た
こ
と
は
、
私
の
大
き
な
喜
び

で
す
。
七
年
も
の
長
い
間
、
同
窓
生
の

皆
様
に
は
、
お
支
え
い
た
だ
き
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
理
事
と
し
て
の
七
年
間
の
思
い
出
を

お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
七
年
前

理
事
就
任
の
挨
拶
で
、
私
は
、「
明
る

く
楽
し
い
同
窓
会
作
り
」
を
表
明
し
ま

し
た
。
西
澤
潤
一
会
長
、
大
井
龍
司
会

長
と
、お
二
人
の
偉
大
な
会
長
の
下
で
、

同
窓
会
事
業
を
運
営
致
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
戸
田
慶
三
先
生
、
奥
山
雅
敏

先
生
、
村
上
二
朗
先
生
、
三
名
の
二
高

の
先
生
方
は
、
事
務
局
長
と
し
て
、
連

絡
調
整
の
激
務
を
、
熱
心
に
果
た
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
は
、
最
初
に
私
の
や
る
べ
き
こ
と

は
、
何
か
と
考
え
、
大
井
龍
司
会
長
に

懇
願
し
、
新
た
に
活
性
化
部
門
を
立
ち

上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
活
性

化
と
は
、
何
か
を
考
え
た
時
、
私
は
、

次
の
三
点
に
目
標
を
絞
り
ま
し
た
。
①

総
会
、
Ｐ
Ｔ
同
懇
の
出
席
者
人
数
、
②

同
窓
会
費
納
入
金
額
、
③
評
議
員
会
出

席
者
人
数
。
こ
の
三
点
を
目
標
指
標
に

据
え
ま
し
た
。
こ
の
三
点
の
数
値
を
上

げ
る
た
め
に
、
数
値
目
標
を
掲
げ
て
、

達
成
に
努
力
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
手
段
と
し
て
、
①
横
軸

の
卒
業
回
期
評
議
員
二
名
制
、
②
縦

軸
の
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
を
掲
げ
ま
し
た
。

ま
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
連
絡
網
と
し

て
、
①
仙
台
二
高
同
窓
会G

o
o
g
le

　

M
a
ilin

g
 L

ist

、
②
仙
台
二
高
同
窓
会

理
事
会G

o
o
g
le M

a
ilin

g
 L

ist

、
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
連
絡

網
も
機
能
し
出
し
ま
し
た
。
特
に
理
事

会
Ｍ
Ｌ
で
は
、
Ｍ
Ｌ
上
で
の
議
論
も
活

発
と
な
り
ま
し
た
。
願
わ
く
ば
、
仙
台

二
高
同
窓
会
Ｍ
Ｌ
で
、
建
設
的
な
情
報

発
信
、
共
有
が
、
今
一
層
な
さ
れ
れ
ば
、

同
窓
会
活
性
化
の
一
助
に
な
る
も
の
と

考
え
ま
す
。
　
　

　
大
井
龍
司
会
長
の
新
体
制
に
移
行
し

て
か
ら
は
、
目
覚
ま
し
い
改
革
に
つ
ぐ

改
革
で
、
と
て
も
風
通
し
の
良
い
同
窓

会
と
な
り
ま
し
た
。
大
井
会
長
は
、
必

ず
毎
月
の
理
事
会
に
出
席
さ
れ
、
自
ら

議
長
を
務
め
ら
れ
、決
ま
っ
た
事
項
は
、

す
ぐ
実
行
す
る
と
い
う
、
決
議
と
実
行

の
ス
ピ
ー
ド
感
は
、
卓
越
し
た
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
個
々
の
事
業
の
す
ば
ら

し
さ
に
つ
い
て
は
、
皆
様
の
ご
存
知
の

通
り
で
す
。
特
に
、①
各
支
部
の
充
実
、

特
に
海
外
支
部
開
設
、
②
一
・
二
高
硬

式
野
球
定
期
戦
後
の
イ
ー
グ
ル
ス
ネ
ス

ト
で
の
祝
勝
会
、
③
北
陵
祭
で
の
同
窓

会
ブ
ー
ス
出
店
、
④
Ｐ
Ｔ
同
懇
で
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
同
窓
会
と
の
共
同
企
画
、
⑤

同
窓
会
入
会
式
へ
の
評
議
員
の
出
席
、

等
々
は
、
画
期
的
な
も
の
で
し
た
。

　
今
、
理
事
を
去
る
こ
と
に
あ
た
っ

て
、
現
理
事
の
皆
様
は
、
と
て
も
す
ば

ら
し
く
、
大
井
会
長
の
下
で
、
大
変
ま

と
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
新
し
い
若
い
理

事
が
加
わ
っ
て
、
ま
す
ま
す
仙
台
二
高

同
窓
会
は
発
展
す
る
も
の
と
信
じ
て
お

り
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
三
点
だ
け
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
①
二
十
代
、

三
十
代
の
若
い
世
代
が
魅
力
を
感
じ
る

同
窓
会
を
作
る
。
②
女
性
同
窓
生
を
同

窓
会
運
営
に
よ
り
関
わ
り
を
持
っ
て
い

た
だ
く
。
③
い
ま
だ
道
半
ば
の
縦
軸
の

理
事
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
期
を
以
っ
て
ご
退
任
さ
れ
る
鈴
木
副
会
長
よ
り

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト「
風
の
環
」の

ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
前
に

武
藤
順
九
氏（
左
）と
大
井
同
窓
会
長
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「
同
期
会
開
催
状
況

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」

ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
の
充
実
を
は
か
る
。

　
副
会
長
退
任
後
は
、
在
野
か
ら
私
の

で
き
る
範
囲
で
、
微
力
な
が
ら
、
今
後

も
、
同
窓
会
の
更
な
る
活
性
化
に
協
力

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
世
界
に
冠
た
る
仙
台
二
高
同
窓
会
、

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
。

　
七
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

故 

菊
地 

喬
氏
か
ら
の
寄
付
金
の
使
途
に
つ
い
て

　
故
菊
地
　
喬
氏
（
中
46
回
）
の
ご
遺
族
か
ら
故
人
の
遺
志
な
の
で
同
窓
会

活
動
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
金
二
〇
〇
万
円
の
ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
。
理

事
会
で
は
そ
の
使
途
に
つ
い
て
、
評
議
員
会
に
諮
り
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
「
各
回
期
、
各
支
部
、
各
職
域
、
各
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

に
対
し
て
、
希
望
に
応
じ
て
校
章
、
名
称
入
り
の
旗
を
作
成
し
贈
呈
す
る
費

用
に
充
て
る
。」
と
の
結
論
に
い
た
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
同
窓
会
各
組
織
の
活
動
の
更
な
る
活
性
化
に
繋
が
れ
ば
、
故
人
の
ご
遺
志

に
沿
う
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
弓
道
読
本
　
他
計
47
冊 

横
山
　
仁
平
様
（
中
47
回
）

●
折
々
に
認
め
た
も
の 

布
施
康
二
郎
様
（
高
12
回
）

●
秩
序
の
ミ
ク
ロ
ロ
ジ
ー 

高
城
　
　
玲
様
（
高
39
回
）

●
一
文
学
愛
好
家
の
気
ま
ま
な
散
歩
　
わ
が
読
書
日
記
抄

 

石
川
　
裕
清
様
（
高
22
回
）

●
軍
神
に
な
り
そ
こ
ね
た
男
　
日
本
海
軍
兵
曹
長
・
佐
藤
高
志
の
記
憶

 

河
内
（
旧
佐
藤
）
達
美
様
（
高
21
回
）

●
謎
解
き
「
南
京
事
件
」　
東
京
裁
判
の
証
言
を
検
証
す
る

 

阿
羅
　
健
一
様
（
高
14
回
）

●
頭
は
文
明
に
　
体
は
野
蛮
に

　
　
―
海
洋
地
質
学
者
、
父
・
田
山
利
三
郎
の
足
跡
―

 

海
老
名
卓
三
郎
様
　（
高
11
回
）

●
新
釈
　
奥
鹽
地
名
集 

三
浦
　
一
泰
様
（
高
21
回
）

●
『
歌
仙
　
両
吟
　
六
根
　
楽
未
央
』 

井
上
　
　
功
様
（
高
10
回
）

●
『
歌
仙
・
両
吟
　
お
ち
こ
ち
に
の
巻
』　
　
　
　
　
　
　
　
〃

●
『
造
形
1
号
～
4
号
』 

岩
瀬
　
慶
孝
様
（
高
４
回
）

●
『
仙
二
高
新
聞
　
２
、８
、９
、
12
号
』　
　
　
　
　
　
　
　
〃

同
窓
生
か
ら
の 

寄 

贈 

本 

の
ご
紹
介

　
本
年
四
月
下
旬
に
各
回
期
評
議
員

の
協
力
を
得
て
、
同
期
会
の
開
催
状

況
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
送
付
し
た
61
回
期
の

う
ち
32
回
期
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

①
「
同
期
会
を
開
催
し
て
い
る
」
が

23
回
期
、「
開
催
し
て
い
な
い
」

が
9
回
期
。
現
在
、
開
催
し
て
い

な
い
回
期
も
い
ず
れ
開
催
し
た
い

意
向
で
し
た
。

②
「
同
期
会
の
名
称
」
は
卒
業
年
次

に
因
む
も
の
が
多
く
、
ま
た
、
恩

師
か
ら
命
名
し
て
い
た
だ
い
た
と

い
う
回
期
や
校
歌
か
ら
と
っ
た
回

期
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
愛
着
と
誇

り
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

③
「
開
始
時
期
」
は
卒
業
後
十
～

三
十
年
と
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、
卒

業
後
二
十
年
前
後
の
、
と
り
わ
け

四
十
二
歳
の
厄
年
や
三
十
六
歳
の

同
窓
会
当
番
回
期
（
幹
事
）
に
当

た
る
年
に
始
め
た
回
期
が
比
較
的

多
い
よ
う
で
す
。

④
「
開
始
の
き
っ
か
け
」
も
各
回
期

ご
と
に
様
々
で
す
が
、
当
番
回
期

（
幹
事
）
に
当
た
る
こ
と
が
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
す
る
回
期
が
多

か
っ
た
で
す
。

⑤
「
開
催
回
数
」
は
年
一
～
三
回
が

多
く
、
数
年
に
一
回
の
回
期
も

あ
り
ま
し
た
。「
開
催
場
所
」
は
、

仙
台
、
東
京
が
多
く
、
仙
台
と
東

京
と
で
交
互
に
開
催
し
て
い
る
回

期
や
東
海
地
区
で
開
催
し
て
い
る

回
期
も
あ
り
ま
し
た
。

⑥
「
出
席
者
数
」
も
二
十
人
か
ら

八
十
人
ま
で
と
幅
が
あ
り
ま
し
た

が
、
当
番
回
期
（
幹
事
）
に
当
た

る
年
や
厄
年
や
還
暦
な
ど
の
節
目

の
年
に
多
く
集
ま
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

⑦
「
特
筆
す
べ
き
事
項
」
で
は
、
定

期
的
に
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
や
囲
碁
の

大
会
を
催
し
て
い
る
回
期
や
農
耕

平
成
二
十
六
年
秋
の
叙
勲
受
章
者
（
内
閣
府
）

　
瑞
宝
小
綬
章
　
農
林
水
産
行
政
事
務
功
労

元
食
品
総
合
研
究
所
長
　
鈴
木
　
建
夫
殿
（
高
14
回
）

　
瑞
宝
双
光
章
　
教
育
功
労

元
小
学
校
長
　
小
關
　
八
郎
殿
（
高
14
回
）

平
成
二
十
七
年
春
の
叙
勲
受
賞
者
（
内
閣
府
）

　
旭
日
小
綬
章
　
金
融
功
労

元
仙
台
銀
行
頭
取
　
三
井
　
精
一
殿
（
高
14
回
）

や
登
山
の
愛
好
会
が
あ
る
回
期
、

ま
た
、
毎
年
、
ボ
ジ
ョ
レ
ー
・
ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
を
解
禁
日
に
飲
む
会
を
催

す
回
期
、
更
に
毎
月
定
例
日
に
飲

み
会
を
十
八
年
も
続
け
て
い
る
と

い
う
驚
異
的
な
回
期
も
あ
り
ま
し

た
。

　
な
お
、
紙
幅
の
関
係
で
ア
ン
ケ
ー

ト
の
概
要
報
告
は
以
上
で
す
が
、
若

い
世
代
の
回
期
か
ら
「
同
期
会
を
開

催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
各
回

期
の
開
催
状
況
を
教
え
て
欲
し
い
」

と
の
声
も
あ
り
、
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
に
詳

細
を
掲
載
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
寄
せ
い

た
だ
い
て
い
な
い
回
期
に
あ
っ
て
は
、

是
非
、
事
務
局
ま
で
六
月
中
く
ら
い

に
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
様
式

は
問
い
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
を

頂
い
た
評
議
員
各
位
に
は
、
こ
の
場

を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
会

叙勲受章者
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年度別

大学 

27年３月 26年３月 25年３月

合格者数 合格者数 合格者数

国 立 大 学 234 (127) 253 (145) 238 (131)

公 立 大 学 20 (7) 18 (10) 11 (5)

私 立 大 学 401 (116) 491 (154) 371 (124)

大学校・専修・その他の学校 7 (1) 3 (1) 3 (2)

総　　　計 662 (251) 765 (310) 623 (262)

国
　
　
立
　
　
大
　
　
学

小 樽 商 大 1

北 海 道 大 8 (2) 14 (8) 10 (5)

室 蘭 工 大 1 (1)

弘 前 大 1 6 (3) 4 (2)

岩 手 大 6 (3) 6 (6) 2

東
　
北
　
大

文 10 (8) 7 (5) 8 (8)

法 10 (8) 7 (5) 5 (3)

経済 10 (4) 10 (7) 12 (7)

教育 3 (2) 2 7 (4)

理 10 (7) 7 (4) 10 (8)

工 25 (19) 39 (23) 31 (23)

医
医 14 (5) 21 (8) 15 (6)

保 3 (2) 6 (2) 6 (1)

歯 8 (4) 3 (2) 11 (5)

薬 5 (2) 5 (5) 7 (4)

農 8 (7) 9 (4) 4 (3)

東北大小計 106 (68) 116 (65) 116 (72)

宮城教育大 11 (7) 5 (4) 7 (5)

秋 田 大 1 (1) 1 3 (2)

山 形 大 25 (10) 33 (17) 23 (8)

福 島 大 3 (2)

茨 城 大 1 (1) 2 (2) 1

筑 波 大 2 (1) 1 (1) 6 (4)

宇 都 宮 大 3 (2) 2

埼 玉 大 4 (2) 3 (1) 4 (1)

千 葉 大 1 (1) 10 (6) 5 (3)

お茶の水女子大 1 1 (1)

東京海洋大 1 (1)

電気通信大 3 2 1

東
　
京

　
大

文Ⅰ 2 (1) 2 (1) 1

文Ⅱ 2 (1)

文Ⅲ 2 (1) 1 (1) 3 (1)

理Ⅰ 12 (8) 7 (5) 1 (1)

理Ⅱ 1 2 (2) 1

理Ⅲ

（後期）

東京大小計 17 (10) 12 (9) 8 (3)

東京医歯大 2 (1) 2

東京外語大 2 (1)

東京学芸大 1 (1) 1

東京芸術大 2 (2)

東京工業大 4 (2) 1 (1) 2 (2)

東京農工大 2 (1)

一 橋 大 8 (7) 6 (6) 5 (1)

横浜国立大 2 3 (1)

新 潟 大 5 (2) 3 (2) 3 (2)

富 山 大 1

金 沢 大 2

山 梨 大 1 1 (1)

信 州 大 1 1 (1)

静 岡 大 1 (1) 2

名 古 屋 大 2 1 (1)

京 都 大 11 (2) 9 (4) 11 (6)

大 阪 大 2 (1) 1 (1) 5 (4)

神 戸 大 3 (2) 5 (4)

奈良女子大 1

広 島 大 5 (2) 1 (1) 1

九 州 大 1

九 州 工 大 1

熊 本 大 1

国立大学合計 234 (127) 253 (145) 238 (131)

過去３年間の大学入試合格状況

年度別

大学 

27年３月 26年３月 25年３月

合格者数 合格者数 合格者数

公
　
　
立
　
　
大
　
　
学

釧路公立大 1

岩手県立大 1

宮 城 大 6 (3) 4 (3) 3 (2)

国際教養大 1 (1) 1 (1) 1 (1)

山形県立保健医療大 1 (1)

福島県医科大 3 (1) 3 5 (1)

茨城県立医療大

前 橋 工 大 1 (1)

高崎経済大 2 1 1 (1)

首都大東京 1

横浜市立大 2 (1) 1 (1)

金沢美術工芸大 1 (1)

都留文科大 2 (1) 1

静岡県立大 1

滋賀県立大 1 (1)

京都府立大 1 (1)

大阪市立大 1

大阪府立大 1 1

公立大学合計 20 (7) 18 (10) 11 (5)

国公立大学合計 254 (134) 271 (155) 249 (136)

私
　
　
立
　
　
大
　
　
学

酪農学園大 1

北海道医療大 1 1

岩手医科大 11 (1) 9 5

仙 台 大 1 (1)

東北学院大 14 (3) 16 (2) 4 (2)

東北工業大 1 (1) 1

東北福祉大 3 (2) 2 (2)

東北薬科大 13 (3) 19 (6) 5 (1)

宮城学院女子大 1

東北芸術工科大 1 (1)

奥 羽 大 1

自治医科大 1 (1) 3 (1)

獨協医科大 2 3 1

文星芸術大 1

埼玉医科大 1

文 教 大 1 (1)

埼玉学園大 1

神田外語大 2 (2)

東京歯科大 1 2

明 海 大 1 1 (1)

尚美学園大 1 (1)

東 京 歯 大 1

千葉科学大 1

青山学院大 4 (2) 3 (2) 7 (4)

亜 細 亜 大

学 習 院 大 1 2

北 里 大 4 7 (1) 9 (2)

杏 林 大 4 3 (1) 1

慶應義塾大 27 (11) 15 (5) 20 (5)

工 学 院 大 6 (3)

國 學 院 大 3 (2) 1 (1) 1 (1)

国際基督教大 1 (1) 1 (1)

駒 澤 大 3 3 (1) 5 (2)

芝 浦 工 大 13 (2) 23 (5) 13 (3)

順 天 堂 大 5 3 1

上 智 大 5 (5) 2 (1) 5 (3)

昭 和 大 2 2 (1)

昭和薬科大

成 蹊 大 3 1

成 城 大 2 (1) 1

聖心女子大

専 修 大 1 (1) 1

創 価 大 1 (1) 3 (3)

多摩美術大 1 (1)

中 央 大 35 (14) 59 (21) 34 (16)

津 田 塾 大 3 (3) 13 (3) 5

（　　　）内は現役内数

年度別

大学 

27年３月 26年３月 25年３月

合格者数 合格者数 合格者数

帝 京 大 1

東 海 大 2 11 (4) 2 (1)

東京医科大 2 1

東 京 音 大 1 (1)

東京慈恵会医大 1 2 2

東京家政大 1 (1)

東京女子大 2 (2) 4 (2) 2 (1)

東京女子医科大 1 2 (1)

東京電機大 3 2 (1)

東京都市大 3

東京農業大 4 11 (7) 3 (1)

東京薬科大 1 1

東京理科大 55 (7) 73 (15) 37 (7)

東 邦 大 1 1 1

東 洋 大 1 2 (1) 2

日 本 大 10 (3) 8 (5) 7 (2)

日本医科大 2 3 2

日本歯科大 1 5

日本獣医生命大 2

日本女子大 2 1 (1) 4 (4)

法 政 大 20 (5) 26 (7) 18 (8)

星 薬 大 1

武 蔵 野 大 3

武蔵野美大 1 (1)

明 治 大 49 (19) 55 (15) 36 (18)

明治学院大 1 1 (1) 2

武蔵野音大 1 (1)

立 教 大 7 (5) 12 (6) 28 (7)

明 治 薬 大 1

立 正 大 1 (1)

早 稲 田 大 38 (14) 42 (16) 39 (16)

神 奈 川 大 1 1 (1)

フェリス女大 1 (1)

新 潟 薬 大 1

金沢医科大 1 1

松本歯科大 1

愛 知 医 大 1

愛知学院大

京都造形芸大 1 (1)

同 志 社 大 6 (1) 9 (4) 11 (3)

同志社女大 1

立 命 館 大 9 (2) 19 (5) 15 (2)

龍 谷 大

大阪医科大 1 (1)

大 阪 歯 大 1

関西学院大 1

関 西 大 2

近 畿 大 1 (1) 1

甲 南 大 1 (1)

神戸芸術工科大 1

神戸女学院大 3 (3)

産 業 医 大 １

福 岡 大 2

私立大学合計 401 (116) 491 (154) 371 (124)

大
学
校

防衛大学校 1

防衛医科大 4 2 2 (1)

航空保安大学校 1 (1)

大学校合計 5 3 (1) 2 (1)

専
修
他

大学･短大･専門 2 (1) 1 (1)

その他合計 2 (1) 1 (1)
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部活動の記録／運動部成績

部　名 活動実績（大会名・実績・選手名）

硬 式 野 球 部

第８回春季宮城県高等学校野球中部地区大会

　第１回戦（４月13日 宮城広瀬球場） 仙台二８－７仙台工

　第２回戦（４月20日 仙台市民球場） 仙台二４－５泉松陵

　敗者復活

　第１回戦（４月26日 仙台市民球場） 仙台二14－８仙台東

　敗者復活

　第２回戦（４月29日 仙台市民球場） 仙台二３－４仙台一

第96回全国高等学校野球選手権宮城大会

　第１回戦（７月６日 鹿島台中央野球場 仙台二４－８泉松陵）

第８回秋季宮城県高等学校野球中部地区大会

　第１回戦（９月３日 仙台市民球場 仙台二３－２仙台工）

　第２回戦（９月６日 仙台市民球場 仙台二７－０宮城広瀬）

仙台二高一回戦硬式野球定期戦

　仙台二高14－10仙台一高（戦後通算30勝30敗９引き分け）

軟 式 野 球 部

仙台一高・仙台二高 軟式野球定期戦（名取市民球場５月17日）

　４対３　勝　戦後通算 30勝24敗

第63回宮城県高等学校軟式野球春季大会（松島球場５月29日）

　１回戦　仙台二高ＶＳ仙台商業 ０対１負

第59回全国高等学校軟式野球選手権宮城大会

（松島球場７月18日）

　１回戦　仙台二高ＶＳ東北学院 ２対14負

第55回宮城県高等学校軟式野球秋季大会

（松島球場10月４日、６日）

　１回戦　仙台二高ＶＳ明成 ６対２勝

　２回戦　仙台二高ＶＳ仙台 ０対３負

陸 上 競 技 部

県高校総体（５/23～26）

　800ｍ  佐藤宏夢　 第３位　走高跳  鈴木琢斗　 第４位

　5000ｍ 相澤拓実　 第６位　110ｍH  福山皓太朗 第６位

　走幅跳 浅尾真結子 第７位　5000ｍW 白井　花　 第７位

　砲丸投 野村周平　 第８位

　女1600ｍR　浅尾・大坂・菊池・高橋　第８位

東北大会（６/13～16）

　走高跳 鈴木琢斗　　第６位（インターハイ出場）

　5000ｍ 相澤拓実　　決勝29位

　800ｍ  佐藤宏夢　　予選敗退

　110ｍH 福山皓太朗　予選敗退

インターハイ（８/２ 甲府市中銀スタジアム）

　走高跳 鈴木琢斗　　予選敗退

仙台一高・二高定期戦（８/９仙台市陸上競技場）

　総合得点

　仙台二高210点－仙台一高180点　仙台二高勝利（６連覇）

県新人大会（９/４～７ 利府ひとめぼれスタジアム宮城）

　5000ｍ  相澤拓実　第４位　110ｍH 福山皓太朗　第４位

　100ｍH  佐々木麻悠子　第４位

　走高跳  鈴木琢斗　第４位

　三段跳  門脇　凌　第４位（以上５名東北新人大会出場）

　砲丸投  野村周平　第５位　3000ｍ  田中　碧　第６位

　走高跳  帆足莉子　第６位　三段跳  我妻春太　第６位

　400ｍ  高橋茉由　第８位

東北新人大会（９/27～29 福島市）

　5000ｍ  相澤拓実　第６位　走高跳  鈴木琢斗　 第11位

　三段跳  門脇　凌　第15位　110ｍH 福山皓太朗 予選敗退

　100ｍH  佐々木麻悠子　予選敗退

全国高校駅伝競走大会宮城県予選会（10/25 栗原市）

　男子　第６位

　女子　第13位

水 泳 部

競泳

県高校総体（６月13日～15日 宮城県総合運動公園総合プール）

　男子　総合３位（71点）

　　　　50ｍ自由形  ２位　堀合孝太郎　４位　新冨健太

　　　　  ８位　永作太一

　　　　100ｍ自由形  ３位　堀合孝太郎

　　　　  ４位　佐々木建晟　６位　永作太一

　　　　200ｍ自由形  １位　佐々木建晟

　　　　400ｍリレー  ３位

（新冨健太、堀合孝太郎、永作太一、佐々木建晟）

　　　　800ｍリレー  ３位

（植田雅大、新冨健太、堀合孝太郎、永作太一）

　　　　400ｍメドレーリレー　３位

（佐々木建晟、新冨健太、堀合孝太郎、永作太一）

東北水泳大会（７月18～20日 秋田県立総合プール）

　400ｍリレー　予選２位　決勝６位（入賞）

（予選で標準記録突破）

　　新冨健太・堀合孝太郎・永作太一・佐々木建晟

部　名 活動実績（大会名・実績・選手名）

水 泳 部

　堀合孝太郎　50ｍ自由形  予選３位　決勝４位（入賞）

（予選、決勝とも標準記録突破）

　　　　　　　100ｍ自由形  予選３位　決勝５位（入賞）

（予選、決勝とも標準記録突破）

　　以上全国高校総体

（８月17～20日 千葉県国際総合水泳場）出場決定

　新冨健太　　50m自由形  予選10位　決勝10位

　佐々木建晟　100ｍ自由形  予選９位　決勝９位

全国高校総体（８月17～20日 千葉県国際総合水泳場）

　400ｍリレー　予選52位　予選落ち

堀合孝太郎・新冨健太・佐々木建晟・永作太一

　掘合孝太郎　50ｍ自由形  予選41位　予選落ち

　　　　　　　100ｍ自由形  予選49位　予選落ち

国民体育大会（９月12～14日 長崎市民総合プール）

　少年男子Ｂ　50ｍ自由形　４位　堀合孝太郎

県新人大会（８月31日～９月２日 宮城県総合運動公園総合プール）

　男子　総合３位（73点）

　　　　50ｍ自由形  １位　堀合孝太郎　５位　永作太一

　　　　100ｍ自由形  １位　堀合孝太郎　３位　永作太一

　　　　  ８位　佐々木健朗

　　　　200ｍ自由形  ６位　跡部晧斗　　８位　植田雅大

　　　　400ｍ自由形  ６位　植田雅大

　　　　1500ｍ自由形 ５位　跡部晧斗

　　　　4×100ｍリレー　２位

（堀合孝太郎、植田雅大、跡部晧斗、永作太一）

　　　　4×200ｍリレー　３位

（植田雅大、堀合孝太郎、佐々木健朗、永作太一）

　　　　4×100ｍメドレーリレー　４位

（佐々木健朗、植田雅大、堀合孝太郎、永作太一）

　女子　100ｍ背泳ぎ  ８位　森戸文香

　　　　200ｍ背泳ぎ  ７位　森戸文香

　　　　4×100ｍメドレーリレー　８位

（森戸文香、佐竹恭佳、三好麻優子、今野葵）

東北新人水泳大会（10月17日・18日 宮城県総合運動公園総合プール）

　50ｍ自由形  １位　堀合孝太郎（県高校新記録、大会新記録）

　100ｍ自由形 ３位　堀合孝太郎　７位　永作太一

　4×100ｍリレー　５位　入賞

（堀合孝太郎、植田雅大、跡部晧斗、永作太一）

　4×100ｍメドレーリレー　９位　予選落ち

（佐々木健朗、植田雅大、堀合孝太郎、永作太一）

水球

平成26年度宮城県高等学校総合体育大会水泳（水球）競技会

（６月29日ヒルズ仙南プール）

　仙二10－34柴田

平成26年度宮城県高等学校新人水泳大会（水球）競技会

（10月26日ヒルズ仙南プール）

　仙二８－20柴田

第62回東北高等学校選手権水泳（水球）競技大会

（７月12・13日山形総合プール）

　二高　０勝４敗　５/５位

第69回国民体育大会水泳（水球）競技東北ブロック予選会

（８月２・３日ヒルズ仙南プール）

　宮城県チーム（加藤和洋代表として出場）２勝２敗３/６位

第21回東北高等学校春季水球競技大会

（５月24日・25日盛岡市総合プール）

　仙二　１勝４敗　６/８位

第27回東北選手権水球競技大会

（11月１～３日秋田県立総合プール）

　仙二　０勝４敗　６/６位

サ ッ カ ー 部

高校総体（県ベスト16）

　・地区予選（４/30～５/11）

　仙台二２－１仙台　仙台二２－１仙台一

　仙台二０－３東北　仙台二３－０向山

　・県大会（５/31～６/１）

　１回戦　仙台二３－０古川黎明

　２回戦　仙台二０－１仙台城南

選手権大会（７/26～10/25）

　・１次予選

　仙台二４－１石巻工業（延長）　仙台二１－０多賀城

　・決勝トーナメント

　１回戦　仙台二３－４富谷

M2リーグ（５/18～12/23 高円宮杯MリーグＵ－18２部）

　仙台二１－０仙台一　　　　仙台二８－１宮城農

　仙台二３－０松島　　　　　仙台二０－２聖和

　仙台二１－０石巻商　　　　仙台二３－０多賀城
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部　名 活動実績（大会名・実績・選手名）

サ ッ カ ー 部

　仙台二１－０東北生活文化　仙台二10－０古川黎明

　仙台二５－０仙台向山　　　仙台二０－２仙台一

　仙台二８－０宮城農　　　　仙台二６－１松島

　仙台二０－３聖和　　　　　仙台二６－０石巻商

　仙台二１－１多賀城　　　　仙台二５－０東北生活文化

　仙台二11－０古川黎明　　　仙台二５－１仙台向山

新人大会（県ベスト16）

　・地区予選（10/１～10/10）

　仙台二４－１明成　仙台二０－０城南

　・代表決定戦

　仙台二２－０仙台西

　・県大会（11/21～11/22）

　１回戦　仙台二２－１気仙沼

　２回戦　仙台二０－１東北学院

ラ グ ビ ー 部

県高校総体（５/24）石巻総合運動場

　Ａブロック（石巻高校、高専広瀬と合同）

　１回戦　合同Ａ（５－37）宮城高専名取　敗退

全国高校ラグビー大会（花園大会）宮城県予選

（８/31）県サッカー場

　１回戦　仙台二（０－41）仙台一　敗退

新人大会　石巻高校と合同（10/29）石巻総合運動場

　１回戦　合同（７－26）白石工業　敗退

東北高等学校ラグビー７人制大会

　カップ戦優勝（宮城県選抜として：５名選出）

ハ ン ド

ボ ー ル 部

宮城県春季ハンドボール選手権大会（４月17日～４月19日）

　一回戦　　仙台二22対19仙台西

　二回戦　　仙台二29対24東北

　準々決勝　仙台二22対26仙台三

宮城県高等学校総合体育大会ハンドボール競技

（６月７日～９日）

　一回戦シード

　二回戦　　仙台二29対28泉館山

　準々決勝　仙台二17対30仙台三

国民体育大会宮城県予選（７月24日～26日）

　一回戦　　仙台二21対11泉松陵

　二回戦　　仙台二20対17仙台向山

　準々決勝　仙台二25対19仙台三

　準決勝　　仙台二19対29仙台南

仙台市民総体（８月10日～11日）

　一回戦　　仙台二16対12仙台西

　二回戦　　仙台二  5対12仙台一→敗者Ｔへ

　二回戦　　仙台二17対５仙台

　準々決勝　仙台二10対11仙台東

第63回宮城県高等学校ハンドボール競技新人大会

（11月６日～８日）

　一回戦　仙台二21対14仙台高専

　二回戦　仙台二15対16仙台南

バ ス ケ ッ ト

ボ ー ル 部

第63回宮城県高等学校総合体育大会バスケットボール競技仙

塩地区予選会

　１次リーグ（５/８ 仙台市体育館）

　仙台二86－78仙台工業　仙台二77－61宮城広瀬

　リーグ１位で県大会出場

第64回対仙台一高定期戦（５/17 仙台二高体育館）

　仙台二71－75仙台一　通算成績　33勝31敗

第63回宮城県高等学校総合体育大会バスケットボール競技

（６/７～６/９ セキスイハイムスーパーアリーナ）

　１回戦　　仙台二104－59松山

　２回戦　　仙台二86－76志津川

　３回戦　　仙台二54－47泉館山

　準々決勝　仙台二33－117聖和学園

　県ベスト８（高校選手権二次大会出場権獲得）

第45回宮城県高校選手権予選二次大会（10/４ 登米市総合体育館）

　１回戦　　仙台二75－70泉館山

　順々決勝　仙台二53－85東北生文大　県ベスト８

平成26年度宮城県高等学校新人バスケットボール大会仙塩地

区予選

　予選リーグ（10/26セキスイハイムスーパーアリーナ）

　仙台二115－64仙台育英　仙台二105－76仙台工業

　順位決定一次トーナメント

（10/27宮城野体育館、11/１仙台市体育館）

　仙台二72－70仙台南　仙台二105－87仙台商業

　順位決定二次リーグ（11/２宮城野体育館）

　仙台二81－57生文大　仙台二46－123明成

　順位決定二次トーナメント（11/５青葉体育館）

　準決勝　　　仙台二54－121東北

　３位決定戦　仙台二44－112聖和学園

仙塩地区第４位（県新人大会第４シード獲得）

部　名 活動実績（大会名・実績・選手名）

バ ス ケ ッ ト

ボ ー ル 部

平成26年度宮城県高等学校新人バスケットボール大会

　１月10日（土）

　２回戦

　仙台二134（37－12、25－18、46－５、26－23）58気仙沼向洋

　１月11日（日）

　３回戦

　仙台二97（28－７、30－18、16－23、23－21）67仙台商業

　準々決勝

　仙台二44（11－26、５－25、14－19、14－30）110東北学院

　１月12日（月）

　シード決定戦

　仙台二92（13－15、28－16、25－18、26－24）73仙台南

　　県第５位

　　（平成27年度宮城県高等学校総合体育大会シード権獲得）

バ レ ー

ボ ー ル 部

●第64回バレーボール定期戦（５月17日）

　仙台二高１－３仙台一高　通算成績　31勝33敗

●第63回宮城県高校総体バレーボール競技（６月７日～９日）

　１回戦　仙台二高２－０宮城農業

　２回戦　仙台二高０－２古川工業

●平成26年度全日本バレーボール選手権大会１次大会

（８月９日）

　１回戦　仙台二高２－１石巻

　２回戦　仙台二高０－２仙台一高

●平成26年度（第35回）仙台市民総合体育大会バレーボール

　競技（11月15～16日）

　第３位/20チーム

　予選リーグ

　仙台二高２－０泉　　仙台二高０－２仙台商業

　決勝トーナメント

　１回戦　仙台二高２－０宮城工業

　２回戦　仙台二高２－０東北学院

　３回戦　仙台二高０－２仙台育英

●平成26年度宮城県高等学校バレーボール男子選手権大会

　仙塩地区予選会（３月22日）於：仙台二高

　１回戦　仙台二高２－０生文大

　２回戦　仙台二高２－０仙台南（仙塩地区予選会１位通過）

硬 式

テ ニ ス 部

第63回宮城県高等学校総合体育大会テニス競技

（５/30～６/１）

　個人の部

　男子シングルス

　　内山寛隆　ベスト16　上田貴之　ベスト32

　　阿部敬介　ベスト32　渡邉朋晃　ベスト32

　男子ダブルス　阿部敬介・西澤　朔　ベスト32

　女子シングルス

　　三輪早彩　ベスト16　藤沢瑠美　ベスト32

　女子ダブルス　藤沢・三輪　ベスト16

　団体の部

　男子１回戦　仙台二２－１蔵王

　男子２回戦　仙台二２－０多賀城　　

　男子３回戦　仙台二０－２黒川（ベスト８）

　女子１回戦　仙台二１－２利府

平成26年度宮城県高等学校新人テニス大会競技

（８/29～８/31 個人の部；10/３～10/５ 団体の部）

　個人の部

　男子シングルス　西澤　朔　ベスト32

　男子ダブルス　　西川　智・倉林康太　ベスト32

　　　　　　　　　大村勇索・白石悠馬　ベスト32

　女子シングルス　半澤葉月　ベスト32

　女子ダブルス　　半澤・杉浦　ベスト32

　団体の部

　男子１回戦　仙台二２－３泉館山

　女子１回戦　仙台二３－２向山

　女子２回戦　仙台二１－４利府

ソ フ ト

テ ニ ス 部

県総体

　団体戦

　男子　１回戦　０－②石巻西

　女子　１回戦　②－１気仙沼

　　　　２回戦　０－②ウルスラ学園英智

夏季大会（８月10日～11日）

　男子　力丸・熊谷　１回戦　０－④石巻

　女子　新沼・芳賀　１回戦　３－④白石

　　　　安池・安保　１回戦　④－０一迫商

　　　　　　　　　 ２回戦　④－１佐沼

　　　　　　　　　 ３回戦　④－２宮城広瀬

　　　　　　　　　 ４回戦　０－④聖和　　ベスト32

　　　　宮本・田畑　１回戦　０－④名取
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部　名 活動実績（大会名・実績・選手名）

ソ フ ト

テ ニ ス 部

新人大会（10月31日～11月２日）

　団体戦

　男子　１回戦　０－②古川工業

　女子　２回戦　②－１明成　３回戦　０－②泉館山

卓 球 部

●宮城県高校総体卓球競技（６．７～９）

　・男子団体

　１回戦　　仙台二３－０南郷

　２回戦　　仙台二３－２白石工

　３回戦　　仙台二３－０気仙沼

　準々決勝　仙台二２－３仙台育英　ベスト８

　・男子ダブルス

　佐藤悠樹・橋田紘明　第３位　東北大会出場

　・男子シングルス

　佐藤悠樹　第２位　東北大会・インターハイ出場

　・女子団体

　２回戦　仙台二３－１石巻北

　３回戦　仙台二２－３泉　ベスト16

●東北選手権大会（６．27～29）

　・男子ダブルス

　２回戦　橋田・佐藤悠３－２篠木・東海林（湯沢）

　３回戦　橋田・佐藤悠１－３大槻・皆川（専大北上）ベスト16

　・男子シングルス

　２回戦　佐藤悠３－０村山（山形工業）

　３回戦　佐藤悠３－０泉（秋田）

　４回戦　佐藤悠２－３相馬（鶴岡東）　ベスト16

●国体少年の部宮城県予選会（７．12～13）

　・男子シングルス

　１位　佐藤悠　（決勝リーグ５勝０敗）

（国体少年男子団体出場）

●インターハイ（８．４～９）

　・男子シングルス

　１回戦　佐藤悠３－１李　（山梨・日本航空）

　２回戦　佐藤悠３－１吉田（福岡・希望が丘）

　３回戦　佐藤悠１－３備本（京都・東山）　ベスト64

●全日本選手権大会（ジュニアの部）宮城県予選会（９．７）

　・男子シングルス

　高野，中村　　　　　　１回戦敗退

　太田，目黒，田崎，斉藤　２回戦敗退

　八月朔日　　　　　　　３回戦進出　ベスト64

　・女子シングルス

　鈴木　１回戦敗退　　菅原，斎藤，本間　２回戦敗退

　金子　３回戦進出　ベスト64

●宮城県高等学校新人卓球大会仙塩地区予選（10．15～17）

　・男子団体

　準々決勝　仙台二３－１東北

　準決勝　　仙台二１－３仙台三　第３位

　・男子ダブルス

　予選通過　大江・八月朔日

　・男子シングルス

　予選通過　斉藤，吉川，横井，目黒，田崎，八月朔日，菊地，

　　　　　　太田，高野，中村，大江

　・女子団体

　準々決勝　　仙台二０－３聖ウルスラ

　順位決定戦　仙台二３－１泉　仙台二３－１仙台三

　第５位

　・女子ダブルス

　予選通過　金子・桑机

　・女子シングルス

　予選通過　菅原，鈴木，金子，斎藤，三島

●宮城県高等学校新人卓球大会（11．６～８）

　・男子団体

　２回戦　仙台二３－０角田　３回戦　仙台二０－３聖和

　・男子ダブルス

　大江・八月朔日　１回戦敗退

　・男子シングルス

　吉川，斉藤　１回戦敗退

　中村，大江，太田，高野，田崎，目黒，菊地　２回戦敗退

　横井　３回戦進出　ベスト64

　八月朔日　４回戦進出　ベスト32

・女子団体

　２回戦　　仙台二３－１仙台二華

　３回戦　　仙台二３－１岩ヶ崎

　準々決勝　仙台二０－３聖和　ベスト８

・女子ダブルス　金子・桑机　１回戦敗退

・女子シングルス

　三島　１回戦敗退　菅原，斎藤，金子，鈴木　２回戦敗退

部　名 活動実績（大会名・実績・選手名）

バ ド ミ ン

ト ン 部

　○県バドミントン選手権大会（４月25日～27日）

　男子ダブルス

　　田幡　光・山口　翔組　４回戦進出

　　小原光暁・鈴木　然組　３回戦進出

　男子シングルス

　　田幡　光　４回戦進出

　　鈴木　然、須藤僚介、小原光暁　３回戦進出

　女子ダブルス

　　浅沼なつみ・星佳奈恵組　黒坂日菜子・伊藤彩乃組

　３回戦進出

　女子シングルス

　　浅沼なつみ　４回戦進出

　　伊藤彩乃、廣田光起、黒坂日菜子、星佳奈恵、三宅　茜、

　　野村知穂　３回戦進出

○県総体個人対抗（５月29日～31日）

　男子ダブルス

　　田幡　光・山口　翔組　小原光暁・鈴木　然組

　３回戦進出

　男子シングルス

　　小原光暁、鈴木　然　２回戦進出

　女子ダブルス

　　浅沼なつみ・星佳奈恵組　４回戦進出（ベスト32）

　　黒坂日菜子・伊藤彩乃組　２回戦進出

　女子シングルス

　　浅沼なつみ　３回戦進出　　黒坂日菜子　２回戦進出

○県総体学校対抗戦（６月７日～９日）

　男子　１回戦　仙台二３－０亘理

　　　　２回戦　仙台二０－３松島

　女子　１回戦　仙台二３－０蔵王

　　　　２回戦　仙台二０－３迫桜

○県ジュニア選手権大会

（８月10日～13日 男子塩釜ガス体育館　女子仙台市宮城野体育館）

　男子ダブルス

　　山口　翔・勢藤啓太組　４回戦進出（ベスト64）

　　南元篤史・小野寺啓組　李大維・斎藤隆幸組　３回戦進出

　男子シングルス

　　勢藤啓太　南元篤史　山口　翔　４回戦進出

　女子ダブルス

　　浅沼なつみ・星佳奈恵組　５回戦進出

（ベスト32　県新人大会推薦出場）

　女子シングルス

　　浅沼なつみ　４回戦進出（ベスト64）

○県新人大会　個人対抗戦

（10月24日～25日 セキスイハイムスーパーアリーナ）

　男子ダブルス

　　武田聖真・山口　翔組　勢藤啓太・須藤僚介組

　３回戦進出

　　南元篤史・小野寺啓組　２回戦進出

　男子シングルス

　　勢藤啓太　初戦敗退

　女子ダブルス

　　浅沼なつみ・星佳奈恵組　３回戦進出

　女子シングルス

　　浅沼なつみ　初戦敗退

○県新人大会　学校対抗戦（11月９日～ 塩釜ガス体育館）

　男子学校対抗戦

　　１回戦　仙台二３－０古川黎明

　　２回戦　仙台二３－０明成

　　３回戦　仙台二０－３塩釜

　女子学校対抗戦

　　１回戦　仙台二１－３仙台東

弓 道 部

第11回仙台二高・仙台一高定期戦（４月20日（日））

　５人制団体で９戦実施　１勝８敗で敗退

　　通算二高６勝一高５勝

第34回仙台南弓道大会（４月29日（祝））

　男子の部　第２位　井深・加藤・吉田

　女子の部　第２位　奈良・小野・谷

第30回仙塩地区高等学校春季弓道大会

（５月16日（金）・17日（土） 宮城県武道館弓道場・宮城県弓道場）

　兼　宮城県高校総体弓道競技大会仙塩地区予選会

個人県大会出場予選会　男子12射７中以上　女子12射６中以上

　男子２名　吉田・辻本　通過

　女子１名　谷　通過

宮城県高校総体弓道競技大会

（６月７日（土）～９日（月） 宮城県弓道場）

　男子団体　ベスト16

　女子団体　ベスト16

　男子個人　射道優秀賞　吉田拓真
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部　名 活動実績（大会名・実績・選手名）

弓 道 部

仙台市市民大会（８月24日（日） 仙台泉弓道場）

　女子個人　優勝　半田　結花

仙塩地区高等学校秋季弓道大会

（10月17日（金）・18日（土） 宮城県武道館弓道場・宮城県弓道場）

　兼　宮城県高校新人弓道競技大会仙塩地区予選会

個人県大会出場予選会　男子12射６中以上　女子12射５中以上

　男子３名　丹治・安藤・吉田　通過

　女子３名　谷・吉野・日野　通過

宮城県高校新人弓道競技大会

（10月31日（金）～11月２日（日）宮城県弓道場）

　男子団体・女子団体　２次予選敗退

　女子個人　吉野里穂　４位　東北選抜大会出場

柔 道 部

第117回仙塩地区高等学校柔道大会

（平成26年４月27日（日） 宮城県武道館）

　90㎏級　3242　山田　晃誠

　　　　　１回戦　渡辺真也＜仙台育英＞１本負け

　81㎏級　2305　大久保智瑠

　　　　　１回戦　大内直弥＜仙台育英＞１本負け

　団体戦

　　仙台二高仙台三高混成チーム対松島高校　２－１敗退

　　＜大将戦　山田晃誠 対 島貫拓＜松島＞１本勝ち絞め技＞

第120回仙台二高一高定期戦（平成26年５月17日 仙台二高柔道場）

　三人勝抜戦　先鋒　山田晃誠　優勢勝ち　大友＜一高＞

　　　　　　　　　　　　　　　僅差負け　小形＜一高＞

　　　　　　　中堅　大久保智瑠　一本負け　小形＜一高＞

　　　　　　　大将　菅原優介　一本負け　小形＜一高＞

第63回宮城県高等学校総合体育大会柔道競技大会

（平成26年６月７日（土）～９日（日） 中新田体育館）

　男子81㎏級　3242　山田　晃誠

　　　　　　　１回戦　井上麻生＜松山高校＞１本負け

　男子81㎏級　2305　大久保智瑠

　　　　　　　１回戦　其川賢太＜仙台育英＞１本負け

第118回仙塩地区高等学校柔道大会

（平成26年10月13日（日） 宮城県武道館）

　81㎏級　2305　大久保智瑠

　　　　　１回戦　其川賢太＜仙台育英＞１本負け

　66㎏級　2315　佐々木健丞　棄権

第64回宮城県高等学校柔道新人大会

（平成26年11月１日（土）～３日（月） 宮城県武道館）

　81㎏級　2305　大久保智瑠

　　　　　１回戦　遠藤奨弥＜松島＞１本負け

　66㎏級　2315　佐々木健丞　棄権

剣 道 部

仙塩支部高校剣道大会（５月10日、11日 宮城県武道館）

　男子団体予選リーグ

　　対泉館山３－０　対多賀城３－０　予選リーグ１位

　決勝トーナメント

　１回戦　シード　２回戦　対宮城広瀬１－１本数勝ち　

　準々決勝　対仙０－３　敗退ベスト８

　女子団体予選リーグ

　　対富谷２－２本数勝ち

　　対仙台一４－０　予選リーグ１位

　決勝トーナメント

　１回戦　シード　２回戦　対仙台商業　４－０

　準々決勝　対仙台育英　０―４敗退　ベスト８

県高校総体（６月７日～９日 青葉体育館）

　男子団体予選リーグ

　　対宮城広瀬４－０　対石巻４－１　予選リーグ１位

　決勝トーナメント

　１回戦　シード　２回戦　対多賀城４－０

　準々決勝　対仙台三１－３敗退　（ベスト８）

　女子団体予選リーグ

　　対富谷３－０　対岩ヶ崎３－１　予選リーグ１位

　決勝トーナメント

　１回戦　対ドミニコ学院１－４敗退（ベスト16）

　男子個人　中居捷俊　３回戦敗退

　　　　　　齋藤和哉　２回戦敗退

　女子個人　小松美凜　２回戦敗退

　　　　　　石黒想子　準々決勝敗退（ベスト８東北大会出場）

国体予選会（７月５日 宮城県武道館）

　男子個人戦　中居捷哉　４回戦敗退　ベスト16

　　　　　　　千葉琢史　　２回戦敗退

　女子個人戦　土橋美燈里　１回戦敗退

　　　　　　　佐藤聖奈　　２回戦敗退

高体連剣道専門部仙塩支部新人大会

（８月17日 宮城野区体育館）

　男子団体

　１回戦　対松島５－０　２回戦　対聖和５－０

部　名 活動実績（大会名・実績・選手名）

剣 道 部

　３回戦　対仙台育英０－４　敗退　ベスト８

　女子団体

　１回戦　対宮城広瀬３－０　２回戦　対仙台一２－１

　３回戦　対仙台西０－１敗退　ベスト８

宮城県高校新人大会（11月13日～15日 名取市民体育館）

　男子団体予選リーグ

　　対明成１－０　対米山３－０　予選リーグ１位

　決勝トーナメント

　１回戦　シード　２回戦　対仙台三桜３－０

　準々決勝　対佐沼１－０

　準決勝　対仙台育英０－１　敗退

（第３位　東北選抜大会出場）

　女子団体　予選リーグ

　　対学院榴ヶ丘　１－１本数勝ち　対宮城広瀬３－１

　決勝トーナメント

　１回戦　対仙台三１－３　敗退（ベスト16）

　男子個人　千葉琢史　３回戦敗退

　　　　　　中居捷哉　１回戦敗退

　女子個人　土橋美燈里　１回戦敗退

　　　　　　佐藤聖奈　　２回戦敗退

東北高等学校選抜剣道大会（２月14日 青森県武道館）

　男子団体予選リーグ

　　対聖光学院（福島）０－２で負け

　　対山本学園（山形）１－１本数負け　予選リーグ敗退

フ ェ ン

シ ン グ 部

●第63回宮城県高等学校総合体育大会フェンシング競技

（６/６～６/９ 気仙沼市総合体育館）

　男子個人フルーレ

　　第３位　酒井皓平（東北大会出場）　第６位　大塚純平

　男子個人エペ

　　第４位　大塚純平

　男子個人サーブル

　　第１位　櫻井慎也（東北大会・インターハイ出場）

　　第３位　佐々木隆紘（東北大会出場）

　　第４位　星優平

　男子団体フルーレ

　　第２位（酒井皓平、櫻井慎也、新田能隆、原田海、星優平）

東北大会出場

　　１回戦　Ⅴ－１（仙台城南）　準決勝　Ⅴ－２（仙台南）

　　決勝　１－Ⅴ（気仙沼）

　女子個人フルーレ

　　第２位　川元美咲（東北大会・インターハイ出場）

　　第４位　土谷智恵理（東北大会出場）

　女子個人エペ

　　第２位　阿部愛（東北大会出場）　第４位　川元美咲

　女子個人サーブル

　　第１位　土谷智恵理（東北大会・インターハイ出場）

　　第４位　宮本真緒

　女子団体フルーレ

　　第２位

　　（川元美咲、阿部愛、土屋智恵理、手代木さづき、宮本真緒）

　準決勝　Ⅴ－２（仙台南）　決勝　２－Ⅴ（気仙沼）

●第52回東北高等学校フェンシング選手権大会

（６/27～６/30 宮城県総合運動公園総合体育館）

　男子個人フルーレ　第２位　酒井皓平

　女子個人フルーレ　第６位　土谷智恵理

　女子個人エペ　　　第２位　阿部愛

　男子個人サーブル　第４位　櫻井慎也

　　　　　　　　　　第８位　佐々木隆紘

　学校対抗フルーレ

　　男子（酒井皓平、櫻井慎也、大塚純平、原田海、星優平）

　　１回戦　３－Ⅴ（川俣（福島））

　学校対抗フルーレ　女子　第３位

　　　　（川元美咲、阿部愛、土谷智恵理、澁谷茉由、宮本真緒）

　　１回戦　Ⅴ－４（横手（秋田））

　　２回戦　Ⅴ－２（田名部（青森））

　　準決勝　１－Ⅴ（仙台三）

●第69回国民体育大会フェンシング競技

（７/５ グランディ21サブアリーナ）

　宮城県代表選手選考会少年の部最終予選

　少年の部　女子フルーレ　第５位　工藤うみ

●平成26年度全国高等学校総合体育大会

（８/１～８/５ 神奈川県立体育センタースポーツアリーナ）

　フェンシング競技

　男子個人サーブル　櫻井慎也

　　予選リーグ２勝２敗

　　予選トーナメント１回戦　６－Ⅴ15　村岡（福岡魁誠・福岡）
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部　名 活動実績（大会名・実績・選手名）

フ ェ ン

シ ン グ 部

　女子個人フルーレ　川元美咲

　　予選リーグ３勝２敗

　　予選トーナメント１回戦　９－Ⅴ15　吉崎（翔陽・熊本）

　女子個人フルーレ　土谷智恵理

　　予選リーグ２勝２敗

　　予選トーナメント１回戦　９－Ⅴ15　白峰（三島・愛媛）

●平成26年度仙台市民総合体育大会

（10/４～10/５ 秋保体育館）

　フェンシング競技

　男子個人フルーレ　シニア　第２位　管颯輝

　　　団体フルーレ　第２位

　　　　仙台二高Ｂチーム（岡村、三浦、猪狩、関川、山田）

　女子個人フルーレ　シニア

　　　第２位　工藤うみ　第３位　佐竹望愛　佐藤杏瑠茉

　　　団体フルーレ

　　　第２位

　　　　仙台二高Ｂチーム（小野寺、佐竹、佐藤、只野）

　　　第３位

　　　　仙台二高Ａチーム（工藤、後藤、金、伊藤、今野）

●平成26年度宮城県高等学校新人大会

（10/31～11/２ 泉総合運動場体育館）

　フェンシング競技

　個人対抗フルーレ

　男子　第３位　猪狩すばる

　女子　第２位　工藤うみ　第６位　後藤彩希

　学校対抗フルーレ

　男子　第３位　（岡村、管、伊藤、猪狩、大川）

　　１回戦　Ⅴ－４（仙台一）　２回戦　１－Ⅴ（仙台三）　

　　シード順位決定戦　１－Ⅴ（仙台）

　女子　第２位　（工藤、小野寺、後藤、金、佐竹）

　　２回戦　Ⅴ－２（仙台一）　決勝戦　４－Ⅴ（気仙沼）

●2014年度第３回全国サーブルチャレンジカップ団体戦

（11/15～11/16 グランディ21サブアリーナ）

　男子団体　第５位　（伊藤、岡村、大友）

　女子団体　第２位　（工藤、金、佐藤、今野）

　女子個人　第２位　工藤うみ

●第22回ＪＯＣジュニア・オリンピック・カップ

　フェンシング大会

（１/８～１/11 駒澤オリンピック公園総合運動場体育館）

　宮城県協会推薦枠による出場

　カデの部

　　男子フルーレ　猪狩すばる

　　女子フルーレ　只野真由

　　女子エペ　　　只野真由

　　女子サーブル　今野愛

　ジュニアの部

　　男子エペ　　　小泉和人

　　男子サーブル　伊藤大河

　　女子フルーレ　工藤うみ

　　女子エペ　　　小野寺晴香　後藤彩希

　　女子サーブル　工藤うみ　金理紗子

●平成26年度宮城県フェンシング選抜選手権大会

（１/16～１/18 仙台市体育館）

　男子学校対抗　第４位　小泉、岡村、管、猪狩、大川

　女子学校対抗　第２位　工藤、小野寺、後藤、佐竹、只野

　男子サーブル　第１位　伊藤大河

　女子エペ　　　第１位　小野寺晴香　第３位　只野真由

●平成26年度仙台市フェンシング選手権　第２回フルーレ杯　

（２/７ 仙台市秋保体育館）

　女子　第２位　工藤うみ　第５位　後藤彩希

●平成26年度仙台市フェンシング選手権　第24回サーブル杯　

（２/11 仙台市秋保体育館）

　男子　第５位　伊藤大河

　女子　第５位　伊藤芽唯

山 岳 部

宮城県高校総体（６月７日～９日 於北蔵王連峰）

　男子５位

宮城県新人大会（10月10日～12日 於大東岳）

　男子４位

ヨ ッ ト 部

■宮城県高校総体（５月31日～６月１日 七ヶ浜町小浜港）

　○男子ＦＪ級ソロ競技

　　・1770艇（山田和益・秋山雄飛）　第４位

→東北大会出場権獲得

　○男子ＦＪ級デュエット競技　第３位

■東北大会（６月13日～15日 秋田県由利本荘市）

　○男子ＦＪ級ソロ競技

　　・1770艇（山田和益・秋山雄飛）　第６位

→全国高校総体【インターハイ】出場権獲得！

部　名 活動実績（大会名・実績・選手名）

ヨ ッ ト 部

　○男子ＦＪ級デュエット競技　第７位

■国体予選（７月19日～20日他 七ヶ浜町小浜港他）

　○少年男子セーリングスピリッツ級

　　・山田和益　秋山雄飛　第１位

　○少年男子シーホッパー級ＳＲ

　　・秋山雄飛　第２位

　○少年女子シーホッパー級ＳＲ

　　・大庭彩花　第１位

→国民体育大会【長崎国体】出場権獲得！

■全日本ＦＪ級ヨット選手権大会

（７月25日～27日 茨城県土浦市）

　　・1770艇（山田和益・秋山雄飛）　第11位

■全国高校総体【インターハイ】

（８月４日～８日 神奈川県藤沢市）

　○男子ＦＪ級ソロ競技

　　・1770艇（山田和益・秋山雄飛）　第29位

　○男子ＦＪ級デュエット競技　第21位

■全日本シーホッパー級ＳＲヨット選手権大会

（８月30日～31日 北海道小樽市）

　　・13240艇（大庭彩花）　第７位

■宮城県高等学校ヨット新人大会

（９月６日～７日 七ヶ浜町小浜港）

　○男子ＦＪ級

　　・1558艇（秋山雄飛・畠中洸哉・藤田悠生）　第１位

■第69回国民体育大会セーリング競技

（10月12日～16日 長崎県長崎市）

　○少年女子シーホッパー級ＳＲ

　　・大庭彩花　第16位

空 手 道 部

平成26年度宮城県高等学校新人大会空手道競技会

（11月１日～３日石巻市総合体育館）

　女子個人形　第２位　安住伊代（東北大会出場）

ス キ ー 部

○第64回宮城県高等学校総合体育大会スキー競技会

　オニコウベスキー場　平成27年１月９日（金）～11日（日）

　男子GSL  第16位　高橋達彦　　第17位　和田直生

　  第18位　大内健太郎

　男子SL  第13位　高橋達彦　　第15位　和田直生

　  第17位　大内健太郎

　女子GSL  第３位　鈴木響子　　第５位　秋山悠歩

　女子SL  第２位　鈴木響子　　第４位　秋山悠歩

　女子総合  第２位　（鈴木響子　インターハイ出場・

　　鈴木響子、秋山悠歩　東北大会出場）

○第70回国民体育大会冬期大会スキー競技会宮城県予選会

　オニコウベスキー場　平成27年１月16日（金）～18日（日）

　男子GSL  第12位　和田直生　ＤＦ　高橋達彦

　  ＤＦ　　大内健太郎

　女子GSL　第４位　鈴木響子　第５位　秋山悠歩

（鈴木響子　国体出場）

○第64回全国高等学校総合体育大会スキー競技会

　秋田県花輪スキー場　平成27年２月６日（金）～10日（月）

　女子GSL  第79位　鈴木響子

　女子SL  第76位　鈴木響子

○第37回東北高等学校スキー大会

　青森県大鰐スキー場　平成27年１月23日（金）～25日（日）

　女子GSL  第33位　鈴木響子　第42位　秋山悠歩

　女子SL  第36位　鈴木響子　第43位　秋山悠歩

○第70回国民体育大会冬期大会スキー競技会

　群馬県片品スキー場　平成27年２月20日（金）～23（月）

　女子GSL  ＤＦ　鈴木響子

○第64回宮城県高等学校スキー新人大会

　オニコウベスキー場　平成27年３月13日（金）～15日（日）

　男子GSL  第９位　和田直生　第10位　高橋達彦

　  第11位　大内健太郎

　男子SL  第８位　和田直生　第10位　大内健太郎

　  ＤＦ　　高橋達彦

　女子GSL  第３位　秋山悠歩

　女子SL  第２位　秋山悠歩

○第27回全国高校選抜スキー大会　富良野スキー場

　女子GSL  第86位　鈴木響子

　女子SL  第69位　鈴木響子

馬 術 部

第33回東北高等学校馬術選手権大会（5/25～26）

　　個人戦第１位　赤間元弥

第25回全日本高等学校馬術選手権大会（9/5～7）

　　総合第３位　赤間元弥
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部活動の記録／学芸部成績

部　名 成　　績

化 学 部

第22回ノーベル物理学賞への第一歩（2014/４/７）

　・投稿（ポーランドアカデミー）　３年　金あおい

ISEF2014（国際大会ｉｎロサンゼルス）（2014/５/17）

　エネルギー・運輸部門　グランドアワード２等賞　欧州原子核研究機構（ＣＥＲＮ）賞、アメリカ化学会賞佳作　３年　山中美慧

Googleサイエンスフェアin東北　2014出展（2014/８/16）

　２作品　出品　「バニリンの合成」高瀬理人、萩原　駆　ファイナリスト（ベスト15）選出

　　　　　　　　「砂山シミュレーション」遠藤意拡　ファイナリスト選出　東北大学賞

全国高校化学グランプリ2014（2014/８/22～23）（全国大会入賞）

　金賞　石垣貴史（全国６～10位）

　東北支部長賞（東北トップ10位内）　３年　鈴木透馬、３年　丹野翔大

第47回国際化学オリンピック（2014/９/28）

　日本代表候補認定　２年　高瀬　理人

22nd internationaL Competition FirSt Step to NobeL Prize in PhySicS（2014/10/1）（CATEGORY;RESEACH PAPERS）

　ポーランドアカデミー主催 HONOURABLE MENTION（佳作入選）Aoi Kon（金あおい）

第11回高校化学グランドコンテスト（2014/10/26）

　大阪市立大学長賞（全国４位相当）　２年　萩原　駆、２年　高瀬理人「バニリンの新しい全合成の試み～設計・立案から全合成へ～」

第67回宮城県高等学校生徒理科研究発表会（2014/11/6）

化学部門

　優秀賞「テルミット反応における鉄の生成について」　芳賀亮多、新澤智行、須藤　武

　優秀賞「麺によるエネルギー生産の可能性」　伊藤秋香理、森谷　茜

　優秀賞「打ち水の研究」　吉田怜王、鈴木直輝

　優秀賞「ルミノール反応について」　鈴木綾乃、朱　博琳、佐藤琴音

　優秀賞「冷風力発電」　金　振彪、稲垣康太、佐々木健生

　優秀賞「バニリンの新規全合成」　萩原　駆、高瀬理人

ポスター部門

　最優秀賞「砂山シミュレーション～揺れによる斜面崩壊地図～

　　２年　遠藤　意紘」（来年度全国総合文化祭滋賀大会に宮城県代表としてポスター部門に出場）

第58回日本学生科学賞　宮城県審査（2014/11/５）

　最優秀賞（ミヤギテレビ賞）　萩原　駆、高瀬理人　（全国大会出場）

第12回高校生科学技術チャレンジ（JSEC2014）

　科学技術政策担当大臣賞　遠藤意紘（InteL ISEF 2015　米国、国際大会進出）

物 理 部

学都「仙台・宮城」サイエンスディ2014（2014/７/20）

　「身近な物を使った物理の実験」

　仙台市天文台台長賞受賞

第38回全国高等学校総合文化祭自然科学部門（2014/７/28～７/30）

　文化連盟賞受賞　「ゼーベック効果に関する研究」石崎梨理、小室　源、伊藤　崚、芳賀良多、二木佐和子

第67回宮城県高等学校生徒理科研究発表会（2014/11/６）

　最優秀賞「量子消しゴム実験における偏光板と干渉縞の関係」　石崎梨理

　　物理部門で宮城県代表に選出され、来年の全国総文祭に出場決定

　物理部会長賞「メガホンの形状と音の大きさについて」　田母神さくら

　優秀賞「イスタンブールのお盆に関する実験と考察」　小室源、伊藤崚、芳賀亮多

　優秀賞「圧電素子による電圧の発生と加えた力の関係について」　佐藤嘉一、渥美拓土、塩入惇

　優秀賞「気柱共鳴管を用いた音速の測定」　木下春貴、藤井菜穂、舩山怜

　優秀賞「弾性力及び仰角による物体の斜方投射」　菊地真之、野口宙、佐藤暖

　優秀賞「ガウス加速器のさまざまな条件下での加速度の測定」　津田拓視、長南遼

生 物 部

東北バイオ教育プロジェクト　株式会社リバネス　協和発酵キリン株式会社　第３回実験教室（平成26年６月10日）

　「バイオフィルムによる河川の水質浄化研究」　※硝化細菌の担体による培養

日本動物学会第85回仙台大会（平成26年９月13日）

　高校生によるポスターセッション　「河川における自然浄化について」

第67回宮城県高等学校生徒理科研究発表会（平成26年11月６日）

　「河川における硝化作用の光の有無による変化」優秀賞　　2822　高山ほの香　2839　山田春樹

囲 碁 部

2014　第８回全国選抜囲碁選選抜大会（３月22－23）

　団体５位入賞　団体（東北代表）：伊藤佳樹（主将）、千田渉太（副将）、猪股直透（三将）

　九路盤大会：全国５位入賞　千田渉太（２年連続）、８位　伊藤佳樹

　個人戦：猪股直透（14位）

第38回全国高校総合文化祭囲碁部門（県代表決定戦・４月14・仙台二高）

　宮城県代表：主将：猪股直透（２年）・副将：（３年）今野律人

　個人戦宮城県代表：伊藤佳樹（２年）

第38回文部科学大臣杯全国高校囲碁選手権宮城県大会（６/26 仙台三高）

　団体　優勝　仙台二高　主将：猪股直透（２年）、副将：千田渉太（３年）、三将：今野律人（３年）

第38回文部科学大臣杯全国高校囲碁選手権宮城県大会・個人代表決定戦（６/29　仙二高北陵館　６/30　宮一高秋桜会館）

　猪股直透（２年）・千田渉太（３年）全国大会出場

第38回宮城県高校囲碁段級位認定戦

　Ａ組　優勝　猪股直透（２年）

第38回文部科学大臣杯全国高校囲碁選手権大会（７/22～24 日本棋院）

　団体　優勝（全国制覇）　仙台二高（東北男子初）

　　主将：千田渉太（３年）、副将：伊藤佳樹（２年）、三将：猪股直透（２年）、補欠：今野律人（３年）

第38回文部科学大臣杯全国高校囲碁選手権大会（７/22～24日本棋院）

　宮城県個人代表　猪股直透　予選リーグ２勝１敗

　　　　同　　　　千田渉太　予選リーグ２勝１敗

第38回全国高等学校総合文化祭囲碁部門（７/30～30 茨城県水戸市）

　団体戦　全国22位（主将：猪股直透　六段、副将：今野律人　六段）

　個人戦　全国20位（伊藤佳樹　六段）
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部　名 成　　績

囲 碁 部

第15回宮城県高校囲碁九路盤大会（10/18　県民会館）

　１位　猪股直透（２年）、５位　伊藤佳樹（２年）、20位　後藤章吾（１年）

第28回東北地区高等学校囲碁選手権大会（11/７～８ 宮城県作並温泉）

　男子　団体優勝（宮城県代表チーム５勝０敗　主将　伊藤佳樹：副将　猪股直透）

　男子　主将戦　第１位　伊藤佳樹、副将戦１位　猪股直透

　以上、個人戦で上記２名が３月21－22日開催の全国選抜大会に出場決定、また団体戦３名も出場決定。

吹 奏 楽 部

宮城県管打楽器ソロコンテスト（６月　中新田バッハホール）

　金賞　河北新報社賞　３年猪股（クラリネット）

第27回定期演奏会（５月　仙台市民会館）

全日本吹奏楽コンクール第57回宮城県大会予選仙台青葉・泉地区大会（７月　イズミティ21）

　高等学校の部　銀賞

涌谷音楽祭招待演奏（11/16　涌谷町勤労福祉センター）

第48回アンサンブルコンテスト青葉地区大会（12/７　東北福祉大学けやきホール）

　ホルン４重奏　金賞・代表　　クラリネット５重奏　金賞　　サックス４重奏　銀賞　　バリチューバ４重奏　銀賞

第48回アンサンブルコンテスト宮城県大会（１/11　萩ホール）

　ホルン４重奏　銀賞

ＪＢＡ主催全日本中学生・高校生ソロコンテスト南東北大会（12/27　宮城野区パトナホール）

　金賞（２年 Sax、２年 piano）

平成27年度Shobi高校生アンサンブルコンテスト（１/25　尚美バリオホール）

　木管４重奏　本選出場　優良賞

ブラスフェスタ多摩2015（パルティノン多摩）

東日本大震災復興記念チャリティーコンサート招待演奏（３/28)

合 唱 部

第66回全日本合唱コンクール宮城県大会（８月30日）

　高等学校の部　銀賞

第26回宮城県合唱アンサンブルコンテスト（２月７日）

　高等学校の部　銀賞

書 道 部

ふれあい書画展（６/３～28）

　筆都大賞　山内美波

宮城県高校生選抜書展（毎日書道展）（９/12～17）

　東北電力賞　大場美波、齋藤理彩子

　特選　　　　山内美波

63回宮城県高等学校書道展覧会（12/２～７）

　漢字部門：推薦賞　齋藤理彩子、金賞　雫石伽耶

　仮名部門：特選　山内美波

　仮名漢字部門：推薦賞　松田駿介、金賞　伊藤萌菜

　篆刻刻字部門：推薦賞　大場美波、特選　伊藤美琴

　小字部門：特選　堀田怜奈、有馬明香

日本刻字協会主催　第９回高校生刻字展（２/19）

　準大賞　齋藤理彩子

将 棋 部

第27回全国高等学校将棋竜王戦　宮城県予選（７月５日）

　１位　２年　渡邉剛史　全国大会へ

宮城県高等学校将棋新人大会（11月８日）

　男子個人　Ａ組２位　２年　渡邉剛史　東北大会、全国大会出場

　　　　　　Ａ組３位　１年　渡邉知樹　東北大会出場

　女子個人　２年　邑松友梨　東北大会、全国大会出場
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用
）

今
春
の
人
事
異
動

仙台二高同窓会メーリングリスト
の利用について

　同窓会では、会員が相互に情報交換を行

うために、メーリングリスト機能を利用

していましたが、５月より「Yahoo」から

「Google」に移行しました。

　利用して頂くには、事前の登録が必要に

なります。詳しくは、下記ホームページを

ご覧下さい。

　https://sites.google.com/site/

　sendai2dousoukai/

　なお、「Yahoo」をご利用されていた方も、

改めて「Google」での登録を行って下さい。

二高への交通の便＜仙台駅前から＞

▲

仙台市営バス・・仙台駅前バスプール 16

番から 730、739 系統 『二高 ･ 県美術館前』 

下車、 運賃 180 円▲

仙台市営市内観光循環バス 『るーぷる仙

台』 ・・仙台駅前バスプール 15-3 番、 運賃 （１

回券） 260 円、 （１日券） 620 円。 

（但し、 瑞鳳殿、 大橋、 青葉山、 八幡神社等と

を大きく経由しています。 ）

４
／
９
　
小
山
　
克
彦
殿
　
高
14
回

４
／
14
　
我
妻
　
陸
郎
殿
　
中
45
回

４
／
16
　
中
嶋
　
俊
雄
殿
　
中
47
回

５
／
　
　
村
井
　
　
啓
殿
　
高
９
回

５
／
18
　
木
内
　
陽
平
殿
　
高
53
回

５
／
20
　
芳
賀
　
陸
男
殿
　
高
８
回

５
／
26
　
小
野
寺
福
次
殿
　
高
10
回

６
／
　
　
大
宮
　
利
之
殿
　
高
11
回

６
／
６
　
水
野
　
隆
善
殿
　
中
37
回

６
／
10
　
佐
藤
　
和
雄
殿
　
高
３
回

７
／
　
　
赤
林
　
　
宏
殿
　
中
45
回

７
／
６
　
伊
勢
　
新
二
殿
　
中
34
回

７
／
11
　
篠
田
　
　
博
殿
　
高
８
回

７
／
12
　
尾
形
　
朝
可
殿
　
高
２
回

７
／
31
　
唐
澤
　
勝
夫
殿
　
高
11
回

８
／
１
　
相
沢
　
徳
寿
殿
　
高
４
回

８
／
14
　
中
林
昭
太
郎
殿
　
高
２
回

８
／
17
　
仁
科
　
博
之
殿
　
中
47
回

８
／
20
　
金
　
　
祖
雄
殿
　
高
４
回

８
／
23
　
石
塚
　
　
喬
殿
　
高
１
回

８
／
28
　
阿
部
　
寿
雄
殿
　
中
40
回

９
／
６
　
三
崎
　
英
治
殿
　
高
４
回

９
／
10
　
菊
地
　
　
幹
殿
　
中
44
回

９
／
24
　
三
浦
　
　
弘
殿
　
高
19
回

10
／
１
　
挽
地
　
　
明
殿
　
高
４
回

10
／
３
　
三
浦
　
　
達
殿
　
高
11
回

10
／
５
　
小
松
　
民
朗
殿
　
高
７
回

10
／
８
　
高
山
　
正
樹
殿
　
高
22
回

10
／
18
　
太
田
　
　
勝
殿
　
高
11
回

10
／
27
　
阿
部
　
公
雄
殿
　
高
22
回

11
／
２
　
庄
子
　
文
一
殿
　
高
７
回

11
／
２
　
吉
田
　
正
明
殿
　
中
44
回

11
／
４
　
高
橋
　
　
晃
殿
　
高
３
回

11
／
６
　
鈴
木
　
　
滋
殿
　
高
３
回

11
／
16
　
松
岡
　
　
正
殿
　
中
43
回

11
／
17
　
舘
野
　
勝
雄
殿
　
高
７
回

鎌
田
　
秀
和
　
非
常
勤
講
師
（
保
体
）

（
12
Ｈ
　
新
規
任
用
）

品
川
　
喜
久
　
臨
時
業
務
補
助

（
新
規
任
用
）

及
川
　
恭
男
　
情
報
化
支
援
員

（
週
２
日
　
１
日
６
時
間
）

▼
昇
任
さ
れ
た
先
生
方
▲

南
雲
　
芳
則
　
主
幹
教
諭
（
保
体
）

▼
退
職
さ
れ
た
先
生
方
▲

渡
辺
　
　
尚
　
教
諭
（
理
科
）

（
宮
城
教
育
大
学
）

編 

集 

後 

記

　
今
回
の
会
報
で
は
、
仙
台
二
中

乗
馬
部
や
甲
子
園
出
場
、
北
陵
会

の
生
い
立
ち
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
寄
稿
が
大
変
興
味
深
く
、
仙
台

二
中
・
二
高
の
百
十
余
年
の
歴
史

を
感
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
海
外
に
ま
で
至
る
各
支

部
の
活
動
報
告
が
多
く
寄
せ
ら

れ
、
会
員
相
互
の
親
睦
が
図
ら
れ

て
い
る
の
を
実
感
で
き
る
内
容
に

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
高
64
回
の
深

松
さ
ん
か
ら
の
寄
稿
が
あ
る
な

ど
、
若
手
の
参
加
者
が
増
え
て
き

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

同
窓
会
の
活
性
化
で
蒔
い
た
種

が
、
少
し
ず
つ
芽
吹
い
て
き
た
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

関
　
　
裕
介
（
高
38
回
）

11
／
20
　
大
森
　
盛
夫
殿
　
中
45
回

12
／
３
　
尾
高
　
惇
彦
殿
　
中
45
回

12
／
22
　
斉
藤
永
三
郎
殿
　
高
11
回

12
／
26
　
加
藤
　
芳
夫
殿
　
中
40
回

平
成
27
年

１
／
20
　
鳥
越
　
重
雄
殿
　
高
７
回

１
／
21
　
安
居
院
弘
輔
殿
　
中
45
回

２
／
８
　
児
玉
　
光
久
殿
　
高
11
回

２
／
19
　
臼
庭
　
瑞
夫
殿
　
高
11
回

３
／
６
　
熊
谷
　
芳
郎
殿
　
高
13
回

３
／
14
　
宇
田
　
　
裕
殿
　
高
11
回

３
／
30
　
大
久
　
　
宗
殿
　
高
７
回

５
／
22
　
高
橋
　
利
夫
殿
　
高
３
回

死
亡
日
不
明

　
　
　
　
原
田
　
　
哲
殿
　
高
19
回


